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|  電電公社のテL タ通信サービス |  

1 台 盲 人 力

!圃恒墨三ユ， 
』 圃園 町 園 圃 圃E

--
でヲ

複雑・単調な計算業務から解放されて、より

創造的な仕事をしたい、あかは現在要員の

ままで、より多くの設計を手がけたいなど、お

考えの方々に是非ご検討いただきたいのカミ

建築技術計算用デスクサイドコンビュータ

DEMOS- E。

[ 主な対象業務}

構造系 ・建設省認定・確認申請用構造計算書作成

・骨組応力解析、平面板応力解析

・骨組振動解析

・汎用構造解析

・構造設計図作成

. RC造耐震診断など

計画系 ・確認申請用日 影図作成

・日 照計算・作図など

設備系 ・空調設備設計

・空調設備消費エネルギー計算など

積算系 ・RC .S RC造 く体数量計算など

ｾ、 ・資料請求 ・お問い合わせは…貴社名 ・所在地電話番号お名前を

ｾｾ、 ご記入のうえ、左請求券を鮎り下記住所へど.うぞム

。匹、fグ磁記、 〒 530 大 阪 市北 区 中之 島6- 2- 27 中之島センタ ーピル

ザ. 令革、、、、 近畿電気通信局データ通信本音11 営 業 担 当 密 (06) 446ー7081

ｾｘ 、

ＧＨｾ罰｜

DEMOS- Eは、 構造計算、日照計算、空調

設計、く 体数量計算等あらゆる建築業務に

低コストでご利用いただけ、かつ操作も簡

単 また、プログラムの購入や保守料も不要

など、まさに l 台百人力の働きをお約束 し

ます。

[ 処理料金の一例1

・構造計算C3F ，5スパンX3スパン) ・・…約 9，800円

・日照計算( 建物数5-----6棟 ) .・ H ・H ・....・約10 ，000円

・く体数量計算C7F ，4スパンX3スパン) 約18，000円

v 電電公社



一一 1
Ｇ［ｄ［Ｇ［ｄ［ Ｍ ｾヨ ー一一ーーーー一一一一一 ーー

4 是主ザ野合同忘年懇親会開催

昨年数年振りに復活した忘年懇親会を、本年も建築クラブと合同

で、下記のとおり開催することになりました。

ここ数年米の低迷する不況を一掃し、明るいオミ年を期待して楽し

いひと時をともに過ごしたいと存じますので、お誘いイ干わせの |ー多

数ご参}JII 下さるようお願い申し上げます。

なお、会場は去る 9 月に新築オープンした大関閣の栄華な迎賓館

を利用いたします。 ご期待下さい。

百己

と き 1昭和55年 12 月12 日 樹 午 後 61時より

と二ろ )..;:1引間 新館 3 F . タイヤモンドルーム

( 石川HJ<:綱 /:.'i 町 9 - 10 T  E  L  356- 1111)  

Ｖ ， ＰＰＰ 円Ｈ日ｊ｝に多額のｾｉ￬ｊｉＺｉ ｊ ありＩ

定 員 350 ?" 

. 6.  

: rt 

ＨＮ呆華街品の当たる 倒せ ん会を ｦｪＧｾ 、ますＩ

4 建築技術選書第21 号発刊

「住宅の家具J( 光藤俊夫著)

生 ｉｉ 築技術 ｪｪ 並 ｉ ｉｾ Ｚ ('II': I[hj :  H 本主主築協会、発行・，下ぷ，'1¥ ｉｾ 版社Ｉ のあ Ｒ Ｑ

りーとし て、 i (γ 乞の家 ! U ( 光藤俊夫持) が、この 10 月25 白に発 |ーIJ

さH ました 。楽しいイラストでつづる 111 界の (io宅旧家 Hのあれこれ

をぶすノ、ンディな 'J{'_;'>': です 衿二者の光繰俊夫氏は、長年この i丘です

ぐれたデザインをされ 、数著作をあらわしている竹 '1"工務的のベテ

ランです 。戸、l符はつぎのとおりです。

l  広の家の怖 r- 7  似宗と収納

2. ( 正乞と' ぷH :  8 .  ＱＱｾＮ￱ と本棚

3 .  線工にと装街li :  9  化粧本と! ! ( ¥1リ1

4  玄関と傘、i: て :  10.  j也bhと家 ll ，

5. /，';'1: ¥1 と十々 r- 11 ノンファニチュア

6.  tiliJr とft '{i .  

定 (IHI は今回よリ Y 1200 となりました 。建築協会，] ，; 務局までお求め

にこられた )j には Y 100 ｾｬｩｬｊ 引の ｙ 1100でilfi 布いた します。ご購読を

おすすめする次第です

4 竹腰健造著「幽泉自 ;叙」発刊さる

詳細は， ｝ ｾ務局 ＨＰＶＭＲＳＱＭＹＶＴＸＩ へお問い合わせ下さい。

大阪市新斤舎のパー ス
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4 大阪市斤舎新築工事の見学会〔第 1期工事〕

( 日 本 建 築 協 会 大 阪 建 築 設 計 監 理 協 会¥ . 0 4  .... 

大 阪 府 建 築 士 会 ・ 大 阪 建 築 士 事 務 所 協 会/ 崎京穴

大阪 ・中之 Jみの新庁合の主主; I 生は、大阪市制90周年に当たる昭和54

年 4 月に第 1 期1: . ' ] ' ; 1; ずi てされました。

この新庁舎の特色は、現存する本庁舎のイメージを継承、発展さ

せ、これに現代の敢新の建築伎術の手法を結集した設計とな って い

ま す 。 こ れ は 花 筒 石 張 り の 外 装 な ど 水 の 都 ・大阪市のニューシン

ボルとして、 21世紀の新しい中之島の景観づくりの核となる建物で

す。

今回は大阪市並びに( 附日建設計、附大林組 ・( 欄鴻池組共同企業体

の特別のご厚意とご協力により、大阪市新庁舎第 l 期工事( 東側半

分) の構造、施工の工法を主にした見学をさせていただくことにな

りました 。

またこの催しは、建築 4 団体の共催になりますが、見学先の人員

定数の関係上、 2 日間に分けて、本会と大阪建築設計監理協会が第

l  班として開催いたします。第 2 flEは11月28 日樹の予定で、大阪府

建築士会と大阪建築士事務所協会が共催いたしますから、それぞれ

こー関係の各会へお申込み! 煩います。

〔第 1 班開催案内〕

日 時 11 月14 日( 斜集合 13 : 30→ 解 散16 :  00 

集合場所 大阪 ・中 之/:.'， . 大阪府、工図書館、正 l商土:1品j 前付近 ・目際

会似

ただし、大阪 ・ 地下鉄 ー 御堂筋線「淀 ｨｬ 繍 ｊ 駅下ＮＱ ＱＺ｛ 、一番梅田寄りの改札口を出て、ーｾ

中の階段を上が った111 (0'1 うのむ側、徒歩 3 分位( 鉄竹町 l二がった新庁合同点隣リ)

定 員

参加会費

501"， (内、本会; 1 ; 1] 当25名) →会員優先

会 只 5001斗1

} ( 当日受付で徴収)

会員外 700円 j

込 往復はがき u引に 1 枚| 取りとし、氏名 ・勤務先名 ・所属

古11諜 1'， 又は役職 ・j坐絡屯話番号 ・返信用宛名・並11便番号

を記入し、 11 月8 日UJ までに「大阪市新庁舎の見学」と明

記の上、建築協会事業課へ( 大阪市東区北浜 3 - 3 7 ・T

E  L 06- 231- 9640) 。定員を超過した場合は会貝優先に

て抽せんいたしますから、必ず会員 ・会員外の区別をご

記入願います。

建築概要 ( 大阪市庁合新築1 : . . ] . ; . 第 l 期)

主tt 該地大阪市北区中之/ ; : ， 1 丁目 3 - 20 

建 築 主 大 阪 市

設計監理大阪市 ｩｬｬ 築広 ｪ ・ Ｑ 附臼建設 ｾｉ ー

総工( 主主築) 側 大 林 組 ・附鴻池組共同企業体

敷地面積 12，815. 62m'  

建築商 ｦｾｴ 3，808. 52m'  

延床面縦 45，442.7301' 

構造規模 S R C造 J也下 4 階 、 地 上 8 階、浴屋 3 階

jlS さ 軒高 S  G  L +36. 0m、最高部高 S G  L+50. 5m 

基礎下端 S G  L - 19. 7m- 20. 25m 

外 装外 ｕ ， ｴ Ｏ 花尚イイ Ｇｪｬｾ り

ｅ 量級 Ｏｪ ｍ 板 ￯ ｦＮき ｾ｢Ｇ､ 上 ｌＺＱＷ

挫 R / ブロンズサ y シュ

工 JUI 昭和54年 4 月→56年 10J-l

O 見学時の状況

地 上 鉄 骨 組 立 完 了

地下部分 最深J届削工1] 0; (地下 4 階) 基礎底盤 コンクリート打の最

申

終 l直前

住後と社会 [980年 10川可 1  



日本建築協会会告

‘ 建築技術選書講座シリーズ・第 8 回

一一 「コンクリート工事の管理」と r pc 建築の話」

今日、建築技術の発展はまことにめざましく、日に日に未聞のジ

ャンルが開拓されて お り、また、鐙築をとりまく社会的環境も一層

厳しさを増しているように恩われます。

本会ではこれらの時代の要請に対応するため、建築にたずさわる

万々の B 頃の業務、研究に役立つ有効かつ適切なテー? をとりあげ、

各分野の第一入者に執筆をお願いして順次「建築技術選書J を企画

刊行し、たしておりますが、今回、そのうち、『コンクリート工事の管

理』と rp C 建築の話j を執筆されました下記の方々を講師とし、

午前と午後にわたり講座を開催することにいたしました。

多数のご参加をお待ちします。

日 時 昭和55年 11 月 19 B附 開 場9:00

開会9: 30→閉会17:00

会 場 大阪府立労働センター ・5 階 ・研修室 2

( 大阪市東区京僑 3 丁目 15番地 T  E  L06- 942- 0001)  

ただし、反事1' 1 . 崎市詰近畿郵政局の東隣 1) . J也ド鉄谷町斜( . 京阪電鉄「天満僑駅」より丙へ

約400m. あるいは 、地下鉄排筋線 京阪 ilt 鉄 「北浜駅J よリ* へ約500m南側 。

定 員 50名

聴 講 料 会 員 5. 000円)

， ｾ＠ｾ＠ ｾＺＮＮＮＺ＠ ｾ当日受付にて徴収
会員外 6，000円 j

テキスト 建築技術選書『コンクリート工事の管理J . rp C建築の

話j を使用。( テキスト代各 1 fflj- 900円。 当日ご持参の方は

不要です。)

プログラム及講師

9:30→12: 30 i コンクリート工事の管理」

財団法人 日本ill 築総介個式験所 iifr L-k 奥 島 正 一 氏

抹式会社 日総設計 参与 宮 秋 利 厚 氏

妹式会社 大休組工務部 工務.'u< 三 浦 康 夫 氏

13 :30→17 ・00 i p c 建築の話」

MA I 建 築 構 造 研 究 所 "1f 1七
下 伊 豆 隆 三 氏

申 込 往復はがきに限ります。はがきは l 名に 1 枚限りとし、

氏名 ・年令 ・勤務先名・戸斤花I也: i 卓志告電話番号 ・返信用

宛名 ・郵便番号、会員 ・会貝外の区別を記入し、「講座: コ

ンクリート工事の管理 . P C雄築の話」と明記の上、 11

月13 日( 村までに建築協会事業謀( 大阪市東区北浜 3 - 37)  

へお申込み下さし、。

参加者には、本会より受品券をお送りいたします。

なお、申込みの取消しはご谷赦願います。欠席されても

聴講料をご負担いただきますので、ご了主主下さい。( 欠席

の場合代人でも結構です。 ただし、事前に氏名を卒業課

までご連絡下さい。)

お 願 い ・当日、テキスト有用の }j は、必ずはがきに有用のテキ

ス卜名をお苦- き下さるようお願いします。

2  

一 一コ ン ク リ ー ト 工事の 管理一 一

セメント ・水 ・骨材の複合によ ってできるコンクリートは、はじ

めは半製品のままで建築現場に搬入され、運搬 ・打込み ・養生の過

程を経て初めて製品となります。 したがって、要求された性能をも

っコンクリート構造物を造るためには 、まだ固まらないコンクリー

トや硬化したコンクリートの様々の性質を熟知するとともに、コン

クリートの製造から最終の益生に至るまでの各段階での監理または

管理の要項について精通しておかねばなりません。そして、現場で

は、常に要求される性能をもっ良いコンクリートを造りあげるよう

心がける必要があります。

ここでは、奥島正一氏にコンクリート工事の管理についての総括

的なお話を伺うとともに、工事監理にたずさわる場合と、施工管理

にたずさわる場合の要点について、実務経験豊富な吉秋利厚氏およ

び三浦康夫氏に講義していただきます。

一 一 P C建 築 の 話 一 一

プレストレストコンクリート ( P C ) は欧米諸国では、鉄筋コンク

リートや鉄骨構造とならんで、建築 ・ご仁木各種構造物の主要な工法

として今日広〈用いられておりますが、わが国では、諸外国の技術導

入に加えて、地震国に適した構造 ・工法の開発がおこなわれ、その

技術は世界的な水準に達しているにもかかわらず、土木構造物にく

らべて建築物への利用は、かならずしもはかばかしいとはいえませ

ん。

しかしながら、昭和48年の挫設省告示の改訂で、いわゆる 16mの

高さ制限がなくなり、 P C構造をとりまく諸条件が改善されつつあ

り、耐震設計基準の改訂とも| 提l述づけて、 P C構造をその原点から

見直してみることも意義深いものではないかと恩われます。

ここでは、構造設計者の立場から、十数年来、 P C機造の設計に

たずさわってこられました下伊豆険三氏に、 P C の構造計画の進め

}j ならびにその基本事項や設計の実際と建築物への応用面について

講義していただきます。

a: .  U+t I ! 有島飽，

コンクリート工事の管弦里
P C建 築 の 話

下伊豆陽三 省

学 芸 出 眠社

学 芸出 商 社



昭和55年度・第 2回茶室見学会

4 表千家の名席を見る

不審庵の額

恒例の茶室見学会本年度第 l 回は、本会名誉会員の岡田孝男先生

のご案内で、今春 4 月に苔寺の庭園と千少庵好みの重文 ・湖南亭を

見学しましたが、第 2 固として今秋は茶道の大本山、表千家の数々

の名席を特に許可を得て見学することになりました 。

表千家は京都市上京区小川通寺の内上るに在 1) 、千利休直系の家

柄で、邸内に不審庵、残月亭、祖堂、反古張の席など沢山の名席ーが

あります。

不審庵 は、手IJ休 好みで4 I T 占半で・したが、 4 代自の江本宗左i釜j原斎の

H寺に 3 帖台目となり、爾来14代目而妙斎( 13代l ' l P中斎は昨年死去 )

にいたるまて網数 j支の火災に遭 っても旧形を踏襲してきた表千家を代

表する名! 市です。

残 月亭 は、 10111占に 2 帖の床のまのある広間て¥太閤さんが残月を1 ' 1 ・

した所から名 づけられたと伝え、全国にその写しの座敷が沢山あり

ます。

祖堂は、 4 1jJ占半で、珍しい道安固いのある茶室で、上段のまをおいて

利休堂に続 きます。

反古張の席 は、 l 帖台目付i J 切り の佑び席で、壁の腰張りに反古を張

ってあるのでその名がつけられました 。

今回は、容易に見られない表千家の茶室を岡田先生のご配慮によ

り、特別に見学の許可をいただいたも のです。

多数のご参加をお待ちします。

日 時 11 月22 日ll J 集合15 :00→解散17 :00

( 集合時間厳守のこと)

集合場所 表千家 ・正門前 ・目標会旗

( 京都市上京区小川通寺の内上ル)

〔参考) ｪ 具 合所までの交 通Ｇｻｾ は 各向 ご ＱＧＱ 判 断 ｴ 、ますＮ

Ji ( 布11より → ｬ 玉 Ｑ 鉄 京都 駅または 凶篠 樹 川 ＨＱ仮 Ｎｾ ｉ Ｚ ｉ 江市 ｲ ｉＧ ｙｪｬｊ 長大 Ｇｉ ｾ ｾ J 絞 rJl ) よ り掛 川通

リを北 行するパスで「掬! 川 、? の l付J ｦｾ ［ ｾ＠ ffi ，i}r ド'1ι → I 諸島守的 li lj を点に il!i ってすぐ 」じ

へ行け l工会下京町ぷI"J にi主します。

講 師 帝塚山''7・院大''(:教授 1 ♂F 博 1: 岡 田 孝 男 氏

定 員

参加会費

30名

会 員 3 ，500円 1

=  =  :_: ｾＧ ］］］ ｾ＠ H拝観謝礼、抹茶代、その他)

会員外 4，000円 j

申 込 往復はがき l 名に l 枚 限 り と し 、 氏 名 ・ 勤 務 先 名 ・ 連

給屯話番号 ・返信用宛名 ・郵便番号を記入し、「表千家の

茶 室 見学」 と明記の上、 11 月14 日幽までに建築協会' p . 業

課 へ。

。 お願い ・見学先の附係上、定員は増加できませんので、超過した

場合は会員優先にて拍せんで決定いたしますから 、会只、

会 員外の区別を必ずご記入下さい。

・ ｾを装はご遠慮席、ｬｉＡＭ、ます 。

日本建築協会会告一一一一ー

‘ 大阪の教会建築を訪ねて

・… チャペルとパイプオルガン… …

わが国にキリスト教が伝えられたのは、室町時代であり、天主教

や切支丹と呼ばれていたが、鎖国によって明治の関固まで布教が禁

じられていました 。 それ放に、日本での教会建築の歴史は浅いが、

ヨーロ ッパの伝統様式をとりいれた数多くの教会建築は、現在でも

まち並みに彩りをそえており、近代建築作品として見るべきものヵ、

多々あります。

今回は主に大阪市内に点在する W. M. ヴォーリズの設計による、大

正末期から昭和初期の作品の中から、プール学院礼拝堂を初め、大

阪教会などを見学し、古きロマネスク様式の練瓦造から現代に至る

教会建築をみて歩くことにしました 。

また、ヴオーリズに関しての研究に造詣の深い大阪芸術大学の山

形先生にスライドを含めた詳しいご説明をお願いしております 。

最後に、浪花教会にてパイプオルyゲンの奏でる荘厳な宗教音楽を

鑑賞しながら、教会堂建築について、その雰囲気を心ゆくまで味わ

っていただきます。

多数ご参加をお待ちします。

日 時 12 月 6 日仕) ・小雨決行

集合13 :  3か→解散17 :  20 

集合場所 プール学院 ・正門前・目標会旗

( 所在地 ・大阪市生野区勝山北 l ー 19- 31)

ただし、大阪 ・国鉄環状線「桃谷J 駅よリ南へ徒歩 10分

講 師 山形政昭氏( 大阪芸術大学講師)

オルガン演奏 当問修一氏( 滞空f dT 2372L宰)

定 員 30名

参加会費 会 員 1，000 円1

^  =  L'  ｾＧ＠ ｾｾ ｾ＠ ｾ＠ i 当日徴収( 5)1J に補助します)

会員外 1，300 円j

主な見学場所

(1) プール学院礼拝堂

(2) 大阪城南キリスト教会( 昭和47年新築)

(3) 日本基督教団大阪教会

(4) 日本基督教団浪花教会 ( 同所にて パ イプオルガン演奏)

備 考 (1) タイムスケジュールその他詳細lは当日参加者にお生11 ら

せいたします。

(2) 当日の集合所までの交通貨と移動時の交通代 ( 主に地

下鉄) は各自こ負担願います。

申 込 往復はがき 1 名に 1 枚 限りとし、往信用に氏名勤務先名 ・

所属部課名 ・連絡電話番号を記入、返信用に宛r，・郵似

番号を必ず記入し 、

「大阪の教会建築

大阪教会

を訪ねて J と明記

の上11 月25 日( 刈ま

でに建築協会事業

課へ。見学先の関

係上、定員を超過

した場合は会員優

先で拙せんします

から、会員、会員

外の区別を必ずご

記入願います。

3  



ｾ＠ r建築と社会」誌バックナンバーのおしらせ

パックナンバーがそろっております。購入ご希望の方は日本建築協会まで( 電話0 6 - 2 31 - 9 6 4 8) お申し込み下さい。パックナンバーはすべて ￥日O

です。なお、 郵送料は実質いただきます。年間購読( 12冊￥ 9 ，000 ・送料当方負担) のお申し込みも応じます。

*  .Pは欠号

巻

昭和48年 ( 54集) 昭和49年( 句集) 昭和50年 (56集) 昭和51年 ( 57$) 昭和 ＵＲ 年 ＨＵｾ 集Ｉ 昭和53年 (59集) 昭和54年 ( 60集) 昭和55年 (61集)

号

証 言 ' 76一 巡 築
*  

デザインの動向一

*  

80年代のつ郎市と建

1  建 築 教 育 歴 史 的 環 境 保 全 図
'日1主

館

デ ザ イ ン の 動 向

デザインの動向一

新旧のコントラスト 転 換 期 の 再 開 発

歴築ーまち くりの

部 分 と 全 体 史と展望

2  

泉 ｾｴ ニュータウン 明 日 の 建 築 は

東 海 の 新 建 築

建 築 基 礎 榊 造 兵庫県ーーその風土

水

大 阪 南 港 今後の省エネルギー干

のコミュニティ施設 ど う な る か の 問 題 点 と 建 築 ・ 建 築 界 ポ ー ト タ ウ ン の趨勢/ 建築金物

大 阪 大 林 *  *  年日本記建念築号協・会ニ6ュ0周ー 医療施設一病院建
必安所ー近井作建の品銀築集行設建計築事務/  

3  保 養 所 作 品 イ ン テ リ ア 医 療 宛 設 商 業 空 間

ビ ル デ イ ン グ
タ ウ ン の 管 理

築と f青報システム

既 成 市 街 地 の 住 PCf &を使用した
コンクリー卜の品導

コ ン ク リ ー 卜

4  レ ジ ャ ー と 施 設

宅 地 繋 備 の 方 策 工 業 化 住 宅

床 工 法 と 材 料 質管理と行政指 外 壁 塗 装 材 料

の ひ び わ れ

住 宅 の 耐 久 性

の 方 向

5  

大 阪 国 際 北摂ニュータウン

社 会 ・建 築 法 建 築 防 災 と 法 日 影 規 制 と 法 電 波 障 害 と 建 築 日 影 規 制 述 築 行 政 と 法 規

ピ ル デ イ ン グ 計 画

6  

老 人 建 築 生 産 と 流 通

都市の景観と宛設 市 街 地 豊 富 術 身 隊 者 胞 設

組 合 方 式 に よ る ホ テ ル 建 築 と

最 近 の 防 水 工 法

コ ミ ュ ニ テ ィ 機 構 の 変 容 集 合 住 宅 計 画 情 報 シ ス テ ム

7  

住 宅 一 建 築 家 ピ ル の 省本 建築とプレストレ

工 JJ ; l 建築と設備 照 明 設 備 住 宅 設 備 農 村 施 設 の 変 貌

都市長観とアニメ

の す ま い エ ネ ル ギ 化 ストコンクリート ニティ

*  
高層プレハブ住宅 生活排水処理施設 鉄 骨 榊 造 の

埋造と芦立問屋題地浜一にを大お例阪けと南るし栴港て

建物の終局強度の 屋 内 体 育 施 設 の

8  
環新用途地域告IJ 境と

の 精 進 設 計 の あ り 方 ジ ョ イ ン 卜

新 し い 耐 震 設 計

倹 討 設 備

*  *  *  
日 本 住 宅 公 団 C  A  D ー 設 計

9  構 造 と 絡 工 み ど り 人間環境としての 築 住 { 本 の

と 建 築 作 品 と コ ン ピ ュ ー タ

庄内のまちづくり 水ぎわのまちづくり

タ ー ミ ナ ル ノ、ードとソフト

*  
騒 音 対 策 と 結 露 防 止 対 策 ミ ニ 乱 開 発 か ら

*  80 年 代 の 今後の外装吹イ寸仕

10.. 仕 上 と 材 料

屋失敗線例防と水そ工の事対策の 防 音 材 料 と 断 熱 材 料 針l函的ミニ I摘発へ

自立
可ロ

イ ン テ リ ア 」二村

11 

々ｾす v  
20 回 第 21  回 第 22 回 第 23 回 建 築 に お け る 第 25 回 第 26 回 - 第27回青年技術者[干定}

青 年 技 術 者 苛 年 技 術 者 青 年 技 術 者 青 年 技 術 者 千1エオ、 Jレギー化 青 年 技 術 者 n ' 年 技 術 者 - マンション 回集合主宅

*  
ピル防災に関する

*  *  
第 24 回

設 計 の た め の

12  ヨ ー ロ ッ ノ f の

12  ｾ＠ 集 合 住 宅 の 設 備i
設 備 か ら み た

子7 年 技 術 者

ピ Jレ 環 境 建設業の労務事情

新 耐 渓 設 計{干定法)  

ま ち づ く り 建 築 の 問 題 点

建築
白 茶室の話 園 医院・診療所の計画と設計

岡田孝男著 ・1000J 吋 池 田 有 隣 船 越 鰻 由 著 ・1000J 斗

按術選

国 ビルの省エネルギー 四 設計のコンビュータ一手法

中 村 猛 着 ・1000円 飯塚英雄著 ・1000円

固 建築とコンビュータ - 1 固 P C建築の話

魚木晴夫著 ・1000PJ 下伊豆隆三善 ・1000円

企画: 日本建築協会

囚 都市の下水処理 固 石ieと石積壁

松永一成箸 ・1000Jl J 窪 田 祐 著 ・1000円

編集 ・発行: 学芸出版社 固 すまいの語録 回 基礎と地盤の手ほどき

茶谷正洋著 ・1000ドl 中堀和美著 ・1000円

- 日本建築協会事務局までお求めにこられた

方に限り、 l 害IJ 引で頒布いたしております。

国 コンクリート工事の管理 園 ショッピングセンターの計画

6 月号 . 7 月号に挿入の振込用紙をご利用

奥島正一編 ・1000内 西脇顕正蕃 ・1000円

下さつでも結構です。 回 構造計画とやさしい力学 1 園 住宅設計とインテリア

- 日本建築協会事務局は大阪市東区北浜3- 37
須賀好宮著 ・1000J 斗 福岡喜久雄箸 ・1000円

( 電06 ・231- 9臼8) です。

固 建具の知識と意匠 図 タイルの話

. 20巻 lil J5 1セットセ ル制度もあります。
山片三郎著 ・1000ドl 田 中 弘 著 ・1000ドl

固 エレベータ

木村利雄著 ・1000]1J
第 2 期 10月 よ り 順 次 刊 行

固 構造計画とやさしい力学 2 図 建築と設備の嬢点 2

須賀好宮著 ・1000J l J 宮! l ! &毅著 ・1200ドl 11 月25 日発行予定

回 建築と設備の接点 1 図 住宅の家具

B建設計「接点」研究会著 ・1000円 光磁俊夫蕃 ・1200J 吋 10月25 日発行

6学 芸 出 版 社 京都中 央 局 私 凋 |

図 ソーラーハウス 口 建築と地震動災害

内山武夫著 ・1000Jl J 竹内吉弘著 ・1200PJ

131 ' lt 075- 343- 0811 

4  ｷ 世と ｈ ｾｴ H刷 年 IO)J 1; 



建 築 と 社 会

⑥ 1917年 創 刊

C ONT E NT S  

J OURNAL  OF  T HE  ARCHI TECTURAL  ASSOCI ATI ON OF  J APAN 

通巻703号・第61集・ 1980 A R C HI T E C T UR E  A N D  S OC I E T Y  

表 紙 の 鋭 明 楠回一夫( 造形作家)

・雲闘石窟

ｾ陶石窟寺院は、岩 山を 彫 り 、く

りぬき 建造さ れた石仏群で、中国

で最も偉大な石l i I 寺院である 。

1902年に東京大学の伊東忠太惇士

は日本人として初めて二の石窟調

査を行った。 その 5年後の1907年

にフランスの東洋学者エドウワー

ル シャヴァンヌによって再び調

査が加えら れ、 その成果が発表さ

れた。

特集予告

. 11 月号/ 第27回青年技術者

11 月号/ 転機にたつ 7 ンション・集合住宅

. 12月号/ 設計のための新耐震設計; 圭( 仮称)

・1 月号/ 職能論( 仮称)

・2 月号/ 台所の計画と設備

. 3 月号 ポートピア ' 81 ( 仮称)

10 
特集・今後の外装吹付仕上材

S P E CI AL  F E A  T U R E S  O N  T H E  S PR A  Y  P AI NT I N G  

F O R  E X T E R I OR  F IN IS H  

会 告 ＱＱｾＧｩｬｬｾ 協会 佳築クラブ( " t l百l 忘 年 怒 級 会 IJfJf iil . 処 築 技 術 選 I't: 第 211j ' 5U1J r  f  i: : i : Oの家 HJ.

編集委員会( 昭和55年度) 大阪市 I j : 17新 築 I'. - j - ; の比 'γ 会 un 1  WJ 二lて・J'; Ｉ Ｎ 池 袋 技術選 ｉ ｉＺ Ｚｉｉ ｎｽＮｾｾ ｈＺＮＮＭＭ I} ー ズ . ｾＱＸ＠ Jul - rコ

編集委員長

三 輪 議 可

編 集 理 事

牧 111 i筒

井上 地

今 商 作 郎

rr，日1 祐

小林 日f

竹 中 鎌 一

武 凹 恭 -

ｦ￬Ｑ Ｑｾｲ 度太郎

fl':村 j量三

松 本 記 二

三 輸 M司

i度辺 必

編 集 委 員

(特集l頃員会)

Oi 両井 !'t 

・al'i 圏分科会

小 川 義 夫

加 藤 力

何 自 治 市

出 谷 帰 翁

111 '1" ffi: 人

千 葉 長l 司

‘ 1:¥槻 判l

中i紙 勲

中，Ｇｾ ｾＹＭ良

村 上 元E)t

S草I f . i

山本 i別立

1

f

t  ｉ 凋，ｉｊＮｾ、事 ｅ

・側近分科会

iultt 1時

小 山 達 男

佐 藤 哲 夫

J反)，，' ニ

棚 僑 秀 光

資術書| 元昨{

・設備分科会

"i< J;)tl1l  

舵よ| 宏司

* 担ili lt 隆 之

。印刷1 i ! I H毛

3弔柳 他

阪国 ';1.二

森 山 正+11

・地工材料骨科会

抗 川 治115

iili 旺l 道! T.

問 問 答 弘

首三首Ii 1j)1夫

村 上 元 彦

・法令分科会

、隠 岐 一 三

桑悶繁! J -J

(投稿構小委員会)

大戸 究

JiHl' t  1貴一

本崎 博

0 小 北 博 一

f品 本 道 夫

(広告企画副委員会)

岩 怖 ｟ ｊｾ ＭＲ＠

t 田 哲 夫

間 不 弘 之

叫 1111夫

尚悶 h:i生

棚 械 和 夫

1車持 ｾｉｴ 夫

ｲｬＱ 河式 ｾｦｴｬｊ

ｦ ｱＮ回 Ｇｩ ［ ｾＧ 介

平 松 .j<IJ ー

松 尾 恭 治

松 本 記 二

山 田 雄 祐

0 1度辺 。ι

(作品作血小委員全)

o ll lm 洋三

小型f 1) 一

栄 』工樹

田中 {，till 

101i出荷 尚HH

川名 j E 

f l { 米i ' l -

1m丸 'JL駁

三 祭 司 自11

* 向l幹 '1'

制 集 人 松 井 日目 光

印 刷 昭 和 55 年 10 月20 日

発 l r 11目和 55 年 10 月25 日

発 行 人 古 悶 悦 二

発行所 ( 社) 日 本 主 主 築 協 会

大阪市点区北浜 3 - 37  

ｾｉｉ＠ 06- 231- 9648 

様 性 口 座 大 阪 39975

印 刷 所 大 1.] 印 刷 株 式 会 社

';II 06- 451ー 7631(!1:l

日本写MF. II 刷株式会社

1II 06- 606- 111 11:問

先 佃i 7 5 0 P- j ( 送料日1] )

作 品 作 風 .

法令コーナー 153

新 建 材 紹 介 コ ー ナ - 5 2

読者の頁

建築と社会ニュー ス

風 土 と建 築

建 築 の 眼

特 集 ・

総 論

ンクリート 1 ・J'; の' i， Jl Iリと rP  Ci建築の，tfiJ . II({ 利55年! 笠郡 2 Inl ｾ主主 ｴｾ ，Ｎ ｴ 会 ・ ぷ ｔ 家の ＺｬＧ， ｬｴｬ［

を』止る. 大阪の教会処f告を 1訪ねて チ守 ペルとハイフ オルガン l  

点打111(. 1' )'J 後 文 化 会 館 ーー Ｍ ー ーー ー Ｂ止， ￬ｬＢ ，ｾＺ［ Ｎ ｊＧｪＡ :  );( nJ ll(f U '、処Wi!'; 目 6  
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京都府丹後文化会館峰山町中央公民館・峰山町立図書館

設 計 監 理 京 都 府 土 木 建 築 部

実 施 設 計 吉 村 建 築 事 務 所

施 工 金 下 建 設
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所 在 地 京 都 府 中郡峰山田T字 杉 谷 小字

扇 谷

敷 地 面 積 7698 . 日 m' ( 文化会館のみ)

建 築 面 積 2日67 .1 7m' ( 文化会館のみ)

延 床 面 積 2627 . 97 m'  ( 文化会館のみ)

構 造 規 模 R C l 部S R C、2 F ( 図書館 3 F )  

工 期 昭 和54年 2 月~ 昭 和 55年 3 月

京都府丹後文化会館の設計思氾! は次のこ

と よ り 始 ま っ た 。 演 じ た り 、 奏 で た り す

る 人 迷 と 観 賞 す る 人 達 と の 心 の 触 れ 合 い

より鋭: r t 者がいつしか j賞 者 に な り う る 夢

を 育 て 、 観 賞 す る と 言 う 受 け 身 の 立 場 か

ら文化 芸 術 活 動 に そ の 日 よ り 同 じ 場 所 で

参 加 出 来 う る 可 能 性 を も っ た ホ ー ル で あ

る と い う 前 提 で 設 計 が 進 め ら れ た 。

こ れ に は 観 客 は 見 や す く 納 者 は 演 じ や す

くと言う原則l は 言 う ま で も な く 、 最 も 一

般的で単純なi f 1 }J 線 計 画 を も ち う る こ と 、

客 席 と 舞 台 と の 閉 め 距 離 が ど の 場 所 に お

い て も 離 れ た 感 じ が な く 、 つ ま り 空 白 1惑

が な い こ と で あ る 。 ま た 音 響 計 画 に お い

て は 、 客 席 の 形 状 自 体 が 反 射 桜 と な り う

る 壁 而 を も ち 、 特 殊 な 反 射 体 を 佼 わ ず 最

適 銭 響 時 間1な ど 音 響 計 画 上 級i直 に 近 い デ

ー タ ー を う る こ と が 出 来 る こ と。つま り

す べ て の 平 面 が 単 純 性 を も つ も の で あ り 、

持台と答席のi 1 i7J 総 計 図 に お い て も 、 近 親

感 を 失 わ な い も の と す る 。 以 上 の エ レ メ

ン ト が 計 画 さ れ た 平 面 形 状 を 生 ん だ も の

である 。

このホーノレに併設して地域住民文化の城

だ と 言 え る 中 央 公 民 館 と 町 立 図 書 館 が 一

体 的 に 計 画 さ れ 、 そ れ を と り ま く 緑 に 屋

外 ス テ ー ジ 、 児 童 の た め の 公 凶 な ど が 配

泣 き れ 京 都 府 の 丹 後 地 ) ] 3  ml  6 聞I の 総 合

文化丘陵が峰山町に今: 1
1

，米 あ が り 、 文 化

芸 術 活動 の 丹 後 地 域 の 中 心 と な る こ と を

疑 わ ず 工 事 を 完 了 し た も の で あ る 。

( 京都府土木，池築古11 )

日回目

l  全長

2 . 正面土; 1刻

Ｓ Ｎ 宅 ｉｾ［

4  ホワイエ( 1  階ロ ビー)

5  図告室

搬l ¥> 7 ォト共同プロ( 値口( I : )f宜)
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京都府丹後文化会館・峰山町中央公民館・峰山町立図書館
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日

6  椴 帳( 川}: . ¥織物製織 )I ) H五の，Il:且J Fj 嵐会友山本利主l剖fI 'jf '乍

7 . 大会議室( ステ ージ)

8  椴帳( f U J : 織物製織)

配置図
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峰 山町中央公民館

1 階平面 図

Ｐ 身体降ＧｾＺＧｉｾＧｲｊ地設 1世所 、 山 下 ブ ロ

1 7.11導チャイ t ，'!f

(  2 階 ) 0 縦割当H 180. 30m') 洋 明 2(86. 26111'

奥行 45. 54川、民不主にむ. 1f t 111 可) 般時台

H 和主 1(48. 50m'}

。汗響調もを室、 Ilfl'lj 家 訓光官、投光

可ε( 152. 77m)

〔屋外] 野外ステ ジ( !l!行 5 m .IIIJrlli 日119

m .  f圭古1115m)

O 芝生広場 { 観覧席を. 1 1 ，ねたゆるやカ

な勾自己の zJ 也)

断面図

主要施設

( 1附 ) 0 ホール ( 583. 05m) Î!' ，主席760 r!{附 F

1ft 10  補助席、 u 見! 市を古内約 1. 000

人 ｱｾＧｴｦ (-jj ニ

。時fi ( 本陣 f i 238. 26m)1111 [ 116m 

13m プロセニアム rfli さ 8 m

。事11011(63.69111 )制l本 3 ir什，¥1

来;1; 11111桂引・出所

O ホワイエ車反小コーナ ー (362. 71nγ }

JJ( " 、l' 虫IJ I.: .!_t(li*"J60m

。喫茶コーナー ( 14. 50m' )

o 官用 '1>務宅 (35. 2401 )

京都府丹後文化会館 1 階平面図
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一宮地域文化広場

設 計 監 理 愛 知 県 建 築 部 営 繕 課 ・東 畑 建 築 事 務 所

施 工 中 野 建 設

愛 知 県 で は 、 県 民 の さ ま ざ ま な 文 化 的 活 動 の 創 造

の 拠 点 と な る 「 県 民 ひ ろ ば 」 づ く り を 昭 和] 53年 度

から進めている。

こ の 卒 業 は 、 県 と 地 元 市 町 村 と が 共 同 で 地 域 住 民

の 意 向 に 沿 っ た 他 殺 を 経1mi し よ う と す る も の で あ

り 、 こ れ ま で の 卒 業 に は み ら れ な い 新 し い タ イ プ

の 文 化 施 設 づ く り で あ る 。

広 場 は 、 次 の 3 観 賞1に 区 分 さ れ 、 こ の 区 分 に 従 っ

て 施 設 強制iJ を 図 っ て い く こ と と し て い る 。

1 地 域 文化 広 場 2 地 区 文 化 広 場 3. ふ れ あ

い 広 場

一 宮地 域文 化 広 場 は 、 広 域 市 町 村 閤 程 度 を 利 用 対

象 と す る 地 域 文 化 広 場 ( よ記の 1 ) に 該 当 し 、 当

該 地 域 の 中核的文化施設として、りょと ー 富 市 の 共

絞 合 性 ー 文 化 教 育 、 ス ポ ー ツ 、 レ ク リ ェ ー シ ョ

ンの絞合的機能のよｾ中化

拠点性ー 地 域の 中 で の 広 域 、 雨 水 準 、 イ メ ー ジ

生 産 の 拠 点 と な る べ き 施 設

地域性ー 地域イ閤 ［Ｈ Ｚ ｔ の ＱＱ ｾＱ 性を強調すべき機能

敷 地 は 一 日 市 の 中 心 よ り 約 5 kmに位置t し 、 周 辺 は

近 年 と み に 住 宅 IJ 日発のi J fi 発 な と こ ろ で 、 そ の 中 に

あ り な が ら 数 少 な い l当 然 林 が 残 さ れ た 場 所 の l つ

で あ る 。

敷 地 は 道 路 、 用 水 路 に よ り 2 つ に 区 分 さ れ 、 事 業

完 了 を み た 本館、 プ ラ ネ タ リ ウ ム 館 、 は な の 木 広

場 を も っ ブ ロ y クと強制l J が今後共継続していく、

フィノレドアスレチック、プーノレ、宿泊施設をもっ

プロ ッ クに 5JI j れており、文化、 ス ポ ー ツ 、 レ ク リ

天 体 学 t臼 を メ イ ン テ ー マ に 本 館 、 プ ラ ネ タ リ ウ ム

館 か ら な り 、 こ れ に は な の 木 広 場 が 接 続 す る 。 文

化広場の発: t L 、が、 「高11市 の 成 長 のi品 位 で 姿 を 消 し

つ つ あ る 人 々 が 自 由 に 遊 び 集 い 、 ふ れ あ う 身 近 な

コミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 場 を 再 び 街 の 中 に と り も ど

す J とある織に、建物空間を「広場 Ji 辺 」 か ら イ メ ー

ヂされるさ ｾ ｉＭＺ｟ ｉ｝に近ず けることを計画テー＿とした 。

ふれあいホーノレを雄物の中心とし、 こ れ に 大 研 修

室 お よ び プ ラ ネ タ リ ウ ム の 2 つのホーノレが按絞し、

こ れ ら が 中 庭 ( ふ れ あ い コ ー ト ) を 囲 む 型 と な り

中 庭 ( ふれあいコート) はさらに「はなの木広場」

に 接 続 し 、 外 周 吉11に 広 が っ て い く 。

こ の 機 に 、 内 ・外 部 共 各 機 能 を も っ 広 場 が 有機 的

に つ な が る こ と に よ り 、 こ の 建 物 の ' 肖 絡 が構 成さ

問 卒 業 に よ り 、 複 合 性 、 拠 点 性 と い う 性 格 を も っ| エーンヨン主? の絞合的 機 能 を持つ施設となる 。 I れている 。

こ と を 目 的 に 建 設 さ れ た も の で あ る 。 I 施 設 は 学 科 の 総 合的 拠 目立づくりを主眼とし、特に ( 愛知 県 ・ 東 畑 建 築 事 務 所 )
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所 在 地 ー 富 市 大 字 時 之 島 字 玉 振 地 内

敷 地 面 積 8，141. 1m'  

建 築 面 積 2 ，2 6 4 . 5 m'  

延 床 面 積 2 ，4 8 5 . 4 m'  

構 造 規 模 R C  1 部 S 、 2 F  

工 期 昭 和5 4年 3 月~ 昭 和 5 5年 3 月

本館 1 階平面図

1 1 同

震
( 50'(y岡田)

プラヰタ リウム 五 藤 光 学 研 究 所

東京侃府中市先 r  E  L  

崎町 4丁目 16 0423-臼 5311

3O( m )  

一] 富市栄 4 T I.1 T E L  

電 気 マ ル ヱ ム 商 会 勾

…一 7 - 17 
0586-73-0141 

空 調 丸紅設備名古屋封書

名古屋市中区錦 T E L  

2丁目 2 - 4  052-21ト2466

本館 2 階平面図

五ヤ官リ 品 ヤマギワ名古屋底

名古屋市中区事 T E L  

l  丁目22- 20 0臼 931-2111

1.  I! なの本広場よリ建物全景 4  プラネ 7 リウム

2 . ふれあいコート 5  はなの木広場よりふれあいコートをみる

3 .  1  階ふれあいホール 搬彬 s s名市昼( J Jlla事敏明 )

11 



湖 陵 町 中 央 公 民 館 ・ 役 場 庁 舎

設 計 監 理 三 谷 設 計

施 工 森 本 組 山 陰 支 庖 ・ 内 藤 組 ・ 御 船 組

12 

所 在 地 島 根 県 簸 川 郡 湖 陵 町 二 部 砂 子

敷 地 面 積 8 ，042 . 6  m'  

建 築 面 積 1，970 . 205 m'  

延 床 面 積 3 ，304 . 7 8 5 m'  

事降造規模 R C ( 一 部 S ) 、 3  F  

工 期 昭 和53年 7 月~ 昭 和 54年 11 月



は 町 民 の コ ミ ュ ニ ケ ー ン ヨ ン に 紋 L 大切な J虫i前ホ

ー ル に m.点 を 箇 き 喫茶 コ ー ナ ー を 隣 接 し 墜 に は 陶

凶iを同己し、 リラックスのできる場; 内「を f乍った。二

の 陶 壁 画 は 入 口 の モ ニ ュ メ ントと共に !:け'N県工業

試 験 場 の 陶 芸 家 平 本 女 史 の 作 品 で 、 湖 陵 町 の 将 来

を象徴する背心の作品である。このよーパニ将 米 の

田I 創リ の ltJ l待 を も と に 機 能 と 美 をj. ! l ; ! <した ill 物 で

あ る 。 ( 三 谷 忠 義 ・三 IJ; O: l'i HIJ )  

だ1いの中起をコアとi . i : ' め、 Al fl i l i ，) って左j RlJ に L J <

mに公民館、イil J11J に 役 場 li' 合 を 配 世 し 正 面 進 入 口

まピロティーよリ; _ ，. : とれにそれぞれの入口を設け

| 格上部て1由i地設の完全t . ; _.' 接 統 を 巧 服 し た 。 こ の こ

とにより J I<j J j j する地，lit の 行 JJ 化、続前面丸管理辺L

常 1([[ での大きなノリ ッ トが A 与えられる 。 役 場IT合

についてはできれ} る 限 リ オ ー フ ン に し て 'VJ るい 内

部 宅1111 で住民に縦しみ弘、、ようにした 。 公 民 館 隙

この主li 物 の 設z汁 に 当 た り 、 わ れ わ れ ス タ ソフ に ボ

め ら れ た 法 本 テ ー 7 は 湖 陵 町 将 米 の 発 Is : と、立地

条Ｈｬを充分考 ＱＮ Ｑｬｬｾしながら同一敷地内に行政の場で

あ る 役 場IT合 と 、 話 し 合 い の 場 で あ る 中 央公 民 館

を 機 能 的 、 絞 術 的 に 統 合 す る こ と と 町 の シ ン ボ ル

として 町 民に縦しみ易〈 利用 できる ill 物 配 j;/e ｉ ｾ＠ hl hj  

を」工系することであった 。 こ の テ ー ? の 粂 1'1 を検

討巧 l必 し コ ミ ュ ニ テ ィ ー プ ラ ザ と む い う べ き IUfl¥':
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機械設備

TEL 

0853- 21- 1757 

出雲市kilJ 析崎 TEL 

町 1T I]48帯地 0853 22- 5315 
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外観全対

公民館町民集会主

中庭プラザをみる

[.j 副社凶

公民館のJ童話ホール

役場 Ｇｔｾ 汗 の 議場

役場I f l'i l 附 'I';rh主

:U宮市唖II¥.r

14 談 話 ホ ー ル

15 喫 茶 室

16 展 示 ホ ル

17 町 民 集 会 室

18 ス テ ー ジ

19 控 室

20 機 械 宅

21  屯気室 ー発電気室

22 湯 沸 室

23 モ ニ ュ ノ ン ト

24 l)' 務 機 械 室

25 訟 計 室

26 助 役 室

山陰水道工業出雲営業所

気設備 島根電工出雲営業所

I  

2  

3  

4  

5  

6  

機影| 予j 際写点 ( 菊 池 弘 ) 7  

日E

E 巴

l  ピロティー

2  ，t， 嵯

3 風 除 当5

4  '1' 務 室

5  H1 納' i 1

6 揖 鰍 屯

7 符 w

8  lil ，自主

9  fll! P.骨

JO ロ y カ一室

11 相1 核 宣

12 館 民 室

13 栂人研修室

( 50音順)

口

2 階平面図

ffi 

L 曲 w 。

1 階平面図



東山公園アメリカ大陸コーナー

設 計 監 理 名 古 屋 市 建 築 局 営 繕 課

施 工 三 洋 建 設

才'j r1i @rl i の点山動純物聞では、今年" ，に相次いで | 同 コ ー ナ ー は 、 新 た に 拡 似 し た l伺，h H"J O. 6ha の '1' I  ( 傾倒放主主形式 ) を 採 用 す る な ど 'I'i" 主の 大|砲の 雄

二 つ の新 た な 施 設 が 完 成 オ ー プ ン し た 。 一 つ は 、 ｼ に Ｕ つめゾ ーンを設け 、南北アメリカに生息Ｎ するｼきを ｈｾ すべ〈努力した。

動 物 闘 地 区 に お け る 『ア メリカ大! 被コ ー ナ ー 』 で | 代 表 的 な 動 物 ( ア メリカ バイ ソ ン、 ドーノレ y ー プ | また 、 各 ゾ ー ン に は 、 各 地 域のイ メー ジ に あ っ た

あ リ 、 又 一 つ は 刷 物 l申l地区での『刷 物会 館』である 。| な ど 7 純 ) を ーな に 11(: 示 す る も の で あ る 。 同コ ー | 納 物 ( 主にア メ リ カ 産 植 物 と し て ワ シ ン トンヤシ 、

『アメリカ大陸コーナー』は、 11(1利154年 が ち ょ う ｼ ナーの特色は、作動物の Ｇｅ ｽｾ Ｎｊ 也の環境をできるだ ｼア メリカハナ ミズ キ、フェイ ジョア 、ココスなど Ｉ

ど ，liHill90周 年 に あ た っ た こ と か ら 、 そ の 記 念 事業 | け 再 現 す る よ う に 似 合 のill 物 の 而mは 極 力 jl J lえ、 |  を.f l(i .え 、 池 を 配 す る な ど よ りー l刊の ム ー ド っ く り

の ー っ と し て 、 また、アメリカロサンゼノレス di と |  コ ン ク リ ー ト 製 な が ら し ) L 太小出を絞したり、悦 ! を 桃 山 した。

の 姉妹行11市級品号20周 年にもあたり、 |百J di と の 友 好 | 岩 造 リ に し た 。 ま た 、 五IfjJi1J 場 の 周 囲 に は 自 然 、 行 や | む お 、 刷 物 1.:11地 区 で の 『 刷 物 会 館 』 に つ い て は ‘

税: ! f . をよりー府促進させる目的を L って 、J 1?HI153 I  N[，j;l<を行ない、オリは一切使わず、 ドライモートｼ本，Ｎｾ， 6  ) J ひに 11，) . 1 在すみである。

年 l立ーから泊予した 。 I Ｈ ｾ頻 Ｑ Ｉ や 木 の 棚ｾＡＮｷ ｴ で 在ｬｉＮ約Ｚと動物を隔 てる ｊｪ 式 ｉ ( :}'， ，' j htdj )  
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設 計 協 力

所 在 地

敷 地 面 積

建 築 面 積

延 床 面積

構 造 規 模

工 期

黒 野 建 築 設 計 事 務 所

名 古 屋 市 千 種 区 田 代 町 瓶 私 東 山 公 圏 内

1 ，OOO，961 . 32 m'  

291 . 56m'  ( 計 5 棟)

256 . 08m'  ( 計 5 棟)

R C、 1 F  

昭 和 54年 11 月~ 昭 和 55年 3 月

⑨ 

ア メ リ カ 大 陸 コ ー ナ ー 配 置 図

( 50音順 )

サッγ 格子柵

防 水

気

土 木

空鯛 ・給水衛生

池 田 エ 業

大 池 建 エ

カ シ ワ ギ 電 気

木 村 建 設

第 1 工業名古屋支庖

凝木柵凝岩吹付 東 洋 住 宅 産 業

造 園 土 木 豊 国 総 合 建 設

東山公園配置図

愛知県稲iJ{，li 下w長田町56- 1 '，!t 0587- 21- 3186 

名古良市中区九町内 2 - 2  - 5  i l t052 - 21 1- 1885 

fll !J bl"i 東区京阪 2 - 5  - 20 l l io52 - 931  - 2501  

名占民市港区: / " 四町10 '，l i 052 - 654 - 034 1  

名占屋市東区京阪 2 - 15- 25 "11052 - 932  - 3621  

愛知県在日井市山凶松町 4 ー 14 '，1.: 0568- 84- 0∞6  

名，r ，5 ! 市中区) L 町内 2 - 2  - 35 '，!t 052 - 231  - 4163 

口出

l ベニイロ 7 ラミンゴ放養場 3 トナカイ肱益場よリピクーナ抜益場

2 アメリカバイソン版発場 4 ドール y ープ放養場

搬 彩 加 藤 敏 明 ( S s名古屋 )
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保 有 水 平 耐 力 の3平定に f変われる材料強度として、

① 木材 ( 第95粂 ) 、② 鋼材 等( 第96粂 ) 、③ コンク

リート ( 第97条 ) 、④ 溶 接( 第98粂 ) 等の規 定 が 新

設 さ れ た 。

図 ー 1 は 、 耐 震 基 準 の 計 算 内 容 に つ い て 、 改 正

f去の 規 定 と 現 行の も の と の比 較 を 示 し た も の で あ

る。

また、「必要保有水平耐力」の算定式の 中 にある

「情 造 特 性 係 数j の 概 念 を 示 し た の が図 - 2 であ

る。 ( 大阪市建築指導部審査篠 田 中 重 彦 ・ 松 本 俗 彦 )

ナ

質疑などの投稿をお待ちしております.

日 本 建 築 協 会 法 規 委 員 会

コ
d 会、

i J  

1 5 3  

建 築 基 準 法 施 行 令 の一 部 改 正

構 造 計 算 の 方 法 に 関 す る 基 準

s  

J也Ui によって科際に生する水平1J (池袋応答による 1M

せん断 } J ) の政大UO: をQudとする。

一 般的 ｩｬｬ 築物は大 ｉ 也ｾＡｾに付し、変形が ｾｉｬ 刊 ニ ｴ ｊＡ，ｴにわたる

応l ' l ' をする . ( 0→ C → 0 )

料 ｾｭｬ 分は、変形により ｈ 吸収する ｉ 也 ｷ エネルギーを点

しているから. 0 何点まで十分な変形能 }J をイI し‘

o  O C D E = L'> O A B ならばこのill 物は、 Qud相当の j也

泌jJ に対して. 間程度の安全性をもち、体性械での耐

}JI ;l: Qunた:It あi Ll ; J : ' よいことになる

ニの Qun I Qudの比中を表したものが Ds て' ある.

A  

D  

n

q

a

 
J

u

 

u

 

n

q

 

Qun 

とおリである。なお、ｾｊｩ ｩ ｜ｬ Ｇの制 ＱＱ 晋 ＱＱ は建設省特ボ の

! 杉てす丘々定められる予定である 。

(1) 総目 IJ ( 第 1 .:0¥) は 適 用 の 範 聞 を 定 め て い る 。

(2) 構造，H: ll の 原 則 ( 第 l 款 の 2 )  

①! 音階l変 形 角 ( ti i82条 の 2 ) 、 ② 剛 性 率 ・{ 偏心 Pド

等 Ｈ ｾＸＲ 粂の Ｓ ) 、③ 似布水、F 耐 71 ( 第82条 の 4 )  

の規定が新設された。

(3) 荷i[[J:止 ひ外71 ( 第 2.rb¥)

① j瓜11. 7J ( 第87粂) の算定式、②J也'I1111( 第88条 )

のす1定 }j I去が変更 された。

(4) 許符応ブJ 1支 ( tii 3  .弘;苛¥89粂 - t i i 94条)

各材料 の ， ￬￭Ｇｾ 半応 Ｗ ＱＱｴｲ の ｪＺＩ Ｚ定期として、設計，Ａｊジ ｜Ｑ Ｑ

19i1支( F ) とい う 概 念 が 新 た に 導 入 さ れ た 。 なお、

F f I 直は管示で定められる 。

(5) 材料 Ｉｾｈ 主 Ｈ 第 Ｔ .rb¥)  

ｩｬｬ 築物 の 幅 ｴｾｾｊ ， ｾ ｩ 棋の 強化 を ＧＱＧ 心とする往築 ｊ 炉手

法胎j 行 令 の一日11 を改J Jミする政令が、 "li .f' 1155
i
!三7 n  

14 日に公. ( j i さJ.L、 H自制156i! 三6 八 1 U から』血n さi . L

る こ と と な っ た 。

改 正 内 行 は 、 つ ぎ の 3 つ に 区 分 で き る 。

1  .  ｾ建築物の ｉ 也 ｌＵ に付する安全性に ｬ 刻する ｊ 炉 ｖｯ ＱＩｪＧ［ ・

の強制II 'j !11化

2  建 築 設 備に つ い て の 安 全 対 策 の 必 化

3  その他一般椛造等の規定の税制l J

ここでは、以下、 l について説明を行う。

耐 ￭ｾ ｜ｬＩｊｩ i¥l としては、大正 13年 制 定 め 市 街 地 住 築

物法に ｢｟ ｾｊ ｊｴ 法が ［ｴ 主人されて以米 、 ＵＶ 年 ぶリの大改

正 と な る も の で あ る 。

改 正 の 中 心 は 、 情i l iHTI の }j 法に| 刻する) . J ; iV; 

Ｈ第 Ｓｾ 第 Ｘ 節 ｪ Ｉ に 定められており、概要はつぎの
図 - 2 構造特性係数 D sの説明

( 昭 和56年 E 月 1 日施行)

'I( 

定規正改

7  

行E見

7 ロ

o  m，._Q..J_咽GL
ｭ 斥 ーーーーーー ｾ

10mト- - >1

20mト4

0. 05 I1也下目11分の

水 'r'-. 陸11<

rti 

( 段計用地震力Qd の計算)

[  

Qd 当，1車1::，さの部分に 'Eす

る水・l' }J  

C， "'"i b: I o' : ，さに対応する I也

山1Mせん断 )J 係数

Wi 勺J車内さを組える日11分

全f-i>:の if( :I(

Z  1血辺地域係数 (0，7- 1. 0)

Rl  振動特刊j 品数

Ai  1Mせん断 }J 分布係数

Co 1:':¥叩lせん断係数

( 一般 的断 0 2 )  

保イ[ 水、l' 耐力の場合 1. 0J

.l J l 築物の

ｨ｜ＧＱ ｪｩｬ 卜 ｛｛ｾｉｉ

1主ひおき

(J i!!以 )J Q，的 ，， !.!n

Q，=' 2. (  K X ! V1  

Ｚ ｉＡｾＺ 飛 Ｍ ＺＱ ＱＺ
K 水‘" "'fl 主

向き 16m以下0. 2、

4 mJ j ' 1すよとに

0. 01を加lえる

「一--，^ 一一一28m
1  10.23 

1  J..v  一一一24
ｉ ｏＮＲＲ Ｍ ｾｾ＠

1  10ι21 ｾｾ＠
1  "， V  一一一16

(注 1)1卜111

I U O.2  一一O m

同部地以 }J

K. =0. 3 

(層間変形角 8 と剛性率 RSの計算)

o， (  _  1  ¥ 

o， iJ， o， 各階の府! 日i変形角 Oi =ー 1:豆一一l
、M. ' " ' U'  ＮＮ Ｂ，ＮＮ，ｾＢ，，，＠ v '  h i  ， ｾＲ ∞ ｪ＠

V 7 13t 階 的 剛 制 攻S L =す ( 孟 0 ，6)

"' -一ー寸 一一寸 n， 
日I I  1，，， rs < =吉ア

; L _ j  _1"2  ｾＭｬ＠

if I  Ih， 子s = 1 ( rs， + 明+ 吋，)

寸 -

(i 総)

水 ド 附K，→
Q: 水干 )J . o 附/lI J変位

Mr  

ねしリ同l性Kr 号 ^

or  

Mr : ねしリモー メント

8γ : 向転flJ

Kr :，' 2. ( J x，・Y，' + h

x，z )  

J x:  X  }fl{'1の水干I'JII 制

J
y

:  y  11 

I  R(，偏 む 軒eの計算) ただし

ｒ･ｸ ］ ｾ 王 ｒ･ｵ］ 主 ι ｔ･ｸ］ 在 ｲｬ KIIX 

r ex ' - - J  r ey ｲ ･ｶ］ ｪＯＨ ヨ Ｍｋ ，ｾ，

Rex :  X} j  I{'j のfli.(' 、，t ( 孟0. 15)1 -

Rey  Y  11 ( 11 )  

ex :  X  }j I{ 'j のfli 心 距 離

ey :  Y  11 

rex :  X  }jl{'j の体力半径

rey :  Y  "  

ex=I YG- YKI 

ｾ＠ ey=I XG- X. { 

Y
Gトートー .G( ;r(.(..) 1  

Y
K
トートココ旦世立)

ｾ→ ｘ＠
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止

の

ね

悩
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孟

w

m

凶

ニ
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ド
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性
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リ

附

附

陥

そ

也
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つ

[

ω

ω

ω

( 必要保有水平耐力 Qunの計算)

Qun=D. ' Fes . Qud ( 孟 各階の保有水干耐1))

f) s  情泣特性 f#: 数 l
} 告不で定的 る

F es :  ｦｦＳｾ Ｑ｜＠ 11 f ー

Qud 池山 }J によって各階に生する水、ド jJ

挫 築 と 社 会 1980年 10JJ サ

E D  

現行と改正後の耐震計算の比較図ー 1

(i 主 2 ) ｾ、泣そ の

1也肉池袋物は次

のとおりてある

l  木造 ill 築物

2  .  .l.l ld立大臣か

定内る控築物

1  3 階也以ド

の組愉i主投ジ

制1ｾ車コノ Ｗ '1 

ートプロ 7  

造内l.l l築物

-"2 r:':j さカ 20m

以 l‘ 内鉄筋コ

ノ 7 '1 ート J立

て、牧、十1. の l止

力、 1叶咲 :.:: 以上

ある，注築物

③ そ の 他. !-. 

， ￬ｾ とｼ吋専以 上

向 '; gu! t かある

と必められる

むの

A 咽，，'・，"1・事即
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ヒヨコは、もう 卵の力ラに別れを告げるから

いいものの、これが人の住まいとなると大変。

新築 ・増改築のとき、ついうっかり忘れがち

な〈電話用配管 ・配線 〉。 せっかくできあがっ

た建物も、穴をあけるために壁を 鍛 ったり、

天井や壁に、電話線がむきだして這っていた

り一 。 お部屋の美観もだいなし、コス トも重

みます。こんなことのないように、設計段階

から電話の配管 ・配線を組み込んでおくこと

をおすすめしますD

1 1  

設計段階てあらかじめ笠の中に埋め込まれてい

る( 電話用配管〉。 将来、電話をふやしたり、ホ

ーム テレホンなどに簡単に変えられるゆとりあ

る配管設備をおすすめしますa

コンセント配線 E  

電話線をあらかじめ天井や笠の中! こ埋め込み配

線して、居間、寝室ーとコンセントを設置。後{ま

屯話機を持ち運んでプラクを差し込むだけてす。

- コ ンセントのタイフ冶3 種類。

・1本の電話に 10カ所まで取り付け O K。

.t 寺ち運び時に電話がかかってきてもわかるよう 、どこ

か 1カ所は 、電子音付かベル付コ ンセントをお付け

ください。

※ 音量調節ができます。

〈電話のむこうはどんな顔〉

v 電電公社

‘  



日 本 建 築 協 会 建 材 委 員 会

新 建 材 紹 介 コ ー ナ ー

〈新建材紹介 J{o7 4}  

株式会社東洋エタニット
エ タ ニ ッ ト 瓦 ベ ル リ ー ナ ・ ベ レ

エタニット マ キ シ 80
本 社 〒571 大阪府門真市大字 門1' );694ー 1 T  E  L  06 ( 908)  0701  

エタニット ベ ル カ ラ ー :w:京事務 所 〒170 東京都笠島区西池袋 1- 9- 11 カーサ 池 袋304 T  E  L  03 ( 986)  6262 

- 東洋エタニット製品について 4 施工について

エタニ y トとは 1900年にオーストリア人ルードリ y ヒ 大板( 約 6 枚/ 坪) は附切、火 11月けが))1にじ済であり、

ハイチェックが発明したアスベストファイパーセメン 工 JYl が短縮できる 。 また 必製材のみ差容が可能なので

ト製品の名称であるが、 我が固においては( 株) 東洋エ 補修が容易である 。下地は母屋を 500t:: l 隔で入れるだ

タニ ッ トが昭和48年 3 月エタニ y ト製造の元祖であり けでよく野地板は省略できる。

先駆者であるヨーロ ッパの建材メーカ一、スイス ・エ I也板と同一村の役物及び特殊役物がそろ って おり昼線

タニ y ト社と資本およひ' 技術提携を行って製造を始め の形状に合せて i選択ができるので昼恨のデザインはパ

ている。東洋エタニ y トで生産している製品としては ラエティにおんだ lil由な設計が可能でL ある .

エタニ y ト瓦、ベl レリーナ ・ベレ、エタニット ・マキ 5 用途

シ- 8 0、エタニット ・ベルカラーの三種類があり、い 本来は住宅用長恨材として作られたもので、一戸建{主

ずれも消色された石綿セメント板で主として建築物の 宅、集合住宅、別荘に段通な材料であるが、自制、レ

外装材として用いられる 。 ストラン、クラブハウス等のj (fl ，) 長一建築物、学校、幼制fc

. エタニ ッ ト 瓦 ベ ル リ ー ナ ・ベレ 図、集会所、在人ホーム等の公共主lt 築物の犀線、 パラ

新しいデザインを生む新しい屋根瓦である 。特殊技術 ペットにも幅広く使うことができる。

により着色された石料1セメントの波形板で諸外国にお ーー一一一一ー一一ー一 一一 .

いてはヨーロ ッバを中心に 20年の実績をもっている。

l 特長

- 不燃材料である 。

建設省認定不燃材料( 個別) 第 1441号

- 軽量である 。

約49kg/ 坪 ( 約 ! 5kg/ m') であり日本瓦の 3 分の l 以

下である 。 従 っ て ｉ 也』号、 Ｎ ｨ Ｇ ＨｲｬｾＧ に対して有利である 。

・1111げ強度が大きい。

踏み書IH Lの心配がないので工事中の安全が確保される 。

J  1  S  A  5403 に基づく 800スハンて' の集中荷主による

ＱＱＱＱ げ ｦ ， ｾｊ 史的 ｩｒ は ＷＵＰｫｧ で一般の 大波 スレートリＱＮ ＩＴＰＰ はＩ

の 2 (. ' '1近、、

. J也24、台風Lに4虫い。

I也誌に対しては軽量である上に専用 のスクリュ - Hで

留付ける のです 高下 の おそれがない 。 スクリュ Ｍｾｦ の引

抜き強さは ! 50kg/ 本以上あ 1) 1 本に 4 本 ( 端部は 6

4>: ) の $f で留付けるので銭風i侍にも安全である 。

. tl ' t 雪地域での使用が可能

11[1げ強度が大きいので加古に耐える 。凍吾、スガi，Wh

の心配がなし、。 t称吉融解試験の 150サイクルで問題 が

ない 。

- 耐候性が良い。

アスベストとセメントとし寸無機材料に特殊技術によ

る苅色を行った製品でレあるため退色の心配がなし、。

2 材料規格

規 格

3 物 性

長 さ
(mm) 6お

| 幅 (mm) 1.091 

J' ，よみ (mm) 5.4 

縦の'R/，( 棚) 125 

構内i[UJ ( 叩) 41 

有 効 似 (mm)' 1. 0却

有効J ，i さ (mm) 
5∞ 

有効面附 (ml li ) 0.5お

重 量 (kg/ {!{ ) 7.8 

勾 晶 : ｾ ｉ ｏＮ［ き Ｑ ＸＥ

色
茶 11¥

_.._ "‘ :;..!!.ト旦ミ'

ノイヴユ 〆、、

_ o伊ふ¢さみ

，.，.'y'-"A ・ 幕 府 釘

イ v  一一川 「

←ー一ーー

IMI け 強 さ {kJ;! ，mJ

t理 性

Ｂｕｉｓ 法による Ｘ 曲 スパノ 時 的 駐 Ｉ［ＺＱ 曲 げ ｻ［ｩ ｾ Ｈｊ ｉ ｓ 地怖太械 Ｔ 叩旬

. エタニ ッ ト 7 キシ 80

独特 の形状と 色彩によリ ｩｾＧ Ｚｪ 級な感覚を持 った 不燃 の 外

壁 j司材料である 。一般の石綿セメ ント 製品の約 2 { 古の

IJJI げ強度を持ち故大3660mmの長尺 物が生産されている 。

工場を始め合庫、体育施設、スーパーマーケ ッ ト、展

示場の様な大但建築物のみならず 'J1 . 務所、レストラン

等の外 1: 主に似mしス y キリと美しい外観を構成するこ

とカf できる 。

色何{ オリーブグリ ーン 、イエ ローオ y カー. スチールブルー

A  留付金具怪

物 性

総E担金、ハ γ キン キャγ プ( 同色 )(.t

遮音性能

60 

"  
音

響 叫

透

過 30

損

失 20

(d BJ ，。

ヱタニ y トマキγ- 80

Ｖ 伊ｾＫ空気 層 日附 ｾＫ木毛 セメ μ ト 板 Ｒ 助ｭ

125 250 500 1，0曲 2，000 ‘ ，000

中 心 周 波 数 ( Hz )

{紹 tll52a 6同8 臼 bt( 財) 日本" 級紙含民駿踊}

防火性能

エタニ ット マキ ; "- -80+他商品組合せ1刊

不燃 ( 鉄骨) 柵i宜的防火構造

品定番号 組
ム

せ

防 火

仁 斗二 … ~ 一 朗

都 91 号

石綿えレ ート JW 石組

"  ライト 雌 3.5・・ n l

防 火
L t =: タニ ト ~ 一 回

司198 号 ｾ［常ボ ード ＹＮ 固ｊＺＮｬ Ｑ

防 火 L 窓 口 エ ト マ キ y ー剖

部 99 号
本 E セノ ノト 似18mm以 1

防 火 ｾ 立 エ タ ニト吋 ｹ ー
部 101号

Jlf 師 向 出 版25胴以 l

tヰι ト吋シ一回
防 火 ( JW 石綿スレ ート 4回以 1:1

抗 日3号
エタニ y ト マキ シ- 80

( )(はイ7綿ス レート 6.3個以 1'，)

. エタニ ッ ト ベルカラー

ベルリーナ ベレ、 7 キン - 8 0 と同じ様にエタニ y ト

ｾｉ の技術を導入して製造されたカラー波 ｊｦｾ Ｚｲ￮綿セメン

ト板である 。屋般用の R にはライトレ ッ ドとダークブ

ラウンの 2 色、外壁用のW にはオリーブグリーン、イ

エローオ ッカ一、スチーノレブルーの 3 色が常備されて

おリ工場、合障のみならず開業用建築物、公共建築物

にも {車問することがで きる。

強度特性 エターツトへんカフーの規格

ｩ 置Ｎ ，レート肉 強度 ｾ ＡｊＱ ｓ - ａ ｓＴ ＰＳＡＺ 堤 定ｾ Il 

1< :0 

1.8却岨 2.12&u 

てい tすが " ニ" ベ凡 暗号 - : 1JI S伺
' - ' 却_ 2，131)&・

H を上回晶 性陸をを 4・4てい ，.t
全 巾 ，ω"  

ｬｦｾ＠ u ]  63 

‘ ， 1，困

150鏑

l!. }  山色 k 誼H 山
回

1ω M 

自I f 崎噴前 t llc l 醐以上

ｩｴｊ ， ＮｾＧｦ ・ Ｑ 12011t 

蝿*.f I "T " 以下

建材委員/ 原 尚 弘 (  : 7 ラレエンジニアリング( 附 )



φざ去しいスピードで

〆免震をデ絞りていまごれその舟てi ビノ匂

ーの窓ふさまざまな機能に応える新L

V タイフ。が求められて L 、までれ

20 

4ニ己ノレミン窓 >1主、この時代のニーズ、に

マッチする理恕のウインドウ。一貫

生産と厳正な品質管理tこよ石高精度

0) 品質、どんなタイプの建築にもフィ

ットするデザ、イン. 1 : . 、数々 のすぐ

れた特性て、現代文明と自然を、しな

やかに融合。オフィス、ホテノκ 病 院

なE各方面で! 愛用されていま丸

. 一重サッシに比べ、断熱性は 2倍。

・高い気密性。都市の薮音を防ぎま1九

・悪天候にも、ビクともしません。

・寒きで窓がくもる心配も無用ですL

e特殊な横軸で180

0

回転。清掃便利。

. ガラス聞にブラインドを内蔵。

国235iB55ZZ謹言語



マムのらくがき砂募集

。テ-. .，，1:1、 「帯J mJ  r駄J r冬J 町四季をあらわすも何で、

タイトルを適当におつけくときい. またスケ ッチ場所などを含的

て 200' {' 位皮肉コメントをつけて下さい.

。サイズは 150X200 ミリ脱皮肉白紙に. できるだけ県イノキで瞥い

たものとします. ( ハガキ大でも差しっかえありませんJ

。掲載分には組定的稿料をさしあげます. 原R'J としてスケ y チ向原

稿の返却はいたしませんが、返却希望的場合はその旨特記下さい.

0 氏名. 住所、 職業、年齢を明記して制日本建築協会編集部宛お送

リ下さい.

読者の頁

私 の5<がき

-.. 

J 携努/

靖 男 / ( 附竹中工務応

ウ J レムチ市から ';珂早 く か ら 111 を

走らせ、 トルファンに 五むし、たの

は夕芸IJ に 近 か っ た 。 夕 日 の 太 陽

は日中と呉なり、うるおいをｾ

じさせる 。

図 か ら l回 ら す 光 線 は イ ス ラ ム 教

のモスクをシェノレエ y トに i映し

出 し 、 巡 る か 唐 代 の 使 者 が ロ マ

ンを求めて、』誌の安全をヰ' Irる 姿

が，ELわせる 。

新彊ウィグル自治区

トルファンにある額

松本

敏 塔

- 回 岡 田 '

「

や

ま

と

・

三

輪

の

皇

を

訪

ね

る

」

の

見

学

会

に

参

加

し

て

吟

ず

日

・

6

・

m

ョン J rす ま い と 工 法 開 発j の 6 分 科 会 に 分 か れ

て そ れ ぞ れ 問 題 点 が 討 議 さ れ た 。 と く に 「 ま ち づ

くリ J 分 科 会 で は 、 い ま 問 題 に な っ て い る 福 岡 県

庁 舎 の 保 存 再 生 を め ぐっ て 討 論 さ れ た 。 夜 は 交 流

会として、各支音11か ら 集 ま っ た 人 た ち に よ る 欽 と

締 り が 交 歓 さ れ た 。 分 科 会 の 参}J II 者 は 117 名 で あ っ

fこ。

ｾＳ 日自の午前中は、全休集会として、前日の各

分 科 会 の 内 容 の 集 約 と ま と め を 行 な い 、 こ の な か

で、 「似岡県庁舎の保存J を 訴 え る 決 議 が 係 択 さ

れた 。 新 建 は 、 去 る 8 月 に は 、 関 東 と 関 西 に お い

て 、 そ れ ぞ れ 『 新 建 学 校 』 を 開 催 し 機 関 誌 『 建 築

と ま ち づ く り 』 を 発 行 し て 、 地 域 に 恨 ざ し た 建 築

を め ざ し て 、 住 み 手 ・使 い 手 住 民 の 立 場 に 立 っ

た 建 築 活 動 を つ よ め よ う と 努 力 し て い る 。

今 年 で 、 設 立 以 来 、 ちょうと 10年を迎えるので、

この 11 月 に は 、 東 京 で10 周 年 記 念 大 会 が 予 定 さ れ

ている 。 ( M )

-
( 1979 ・8 ・31記)

新 建 第 9 回 全 国 研 究 集 会

地 域 の 環 境 と 文 化 を 守 り 育 て る

地 道 な 努 力 を

松

田

郎

=

一

/

マ

ツ

ダ

工

業

株

式

会

社

山

の

辺

道

の

山 元 霞f 酒t 神1

の 伊 貸 す 村11 蛇3

辺 勢 茶 の の

の の 写 餅 棲 す

j尚た」 も む

道 り とそ 召 て

は に 古 す ふ

千i rn 土 な ニ

古こめ扇 2 警

の 歩は山 二 (/)

車 を J令2輪 杉

目ー進素1の 巨

ｃｾ む姐 ｦ 神木

新建築家技術者集団( 略称新主I ! ) の第 9 回 全 国

研 究 集会 が 、 去 る 9 月13 日、 14 日、 15 日の 3 日間

に わ た って 、 稲 岡 で IJfH/il された 。 第 1 日 目 は 、 似

岡 市 中 央 市 民 セ ン タ ー に お い て 、 記 念 講 演 会 と し

て 、 西 山例l 三 先 生 ( 京 町11大 学 名 誉 教 授 ・新 法 代 表

幹 事) が、 『建 築 と ま ち づ くりを誇る』と題して、

九 州 傘 下 と 全 国 各 地 か ら 集 ま った 若 い 建 築 技 術 者

334名 を 前 に し て 熱 心 に 話 さ れ た 。 翌 日 か ら 会 場

を 社 会 福 祉 セ ン タ ー に 移 し 、 第 2 日自の午前中は、

分野別分科会として、 「設計事務所J i 工業日校」

「自治体技術者J i 主I ! 設業」の 4 テ ー マ で 、 午 後

は 、 テ ー ?) j l j 分科会として、 「設計万法論J r保

育 所J i まちづくり J r欠 陥 処 築J i 分 議 マ ン シ

21 

設計事務所分科会風荻 ( 新主I t 第 9 回研究集会)
稲岡県庁合玄関
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省エネルギー・省力化/新製品

F牟Lヌワイヤラ又i I i ード

〈外壁モルタル下地断熱建材〉

アキレスワイヤラスボードを使えば、

従来の4 工程が l工程に・- 。

すぐにモルタル塗りができ、簡単てす。

ア キ レスワイ ヤ ラスボ、 ー ドは厚さ ＱＵ ｾ 弘、 ＲＰ 市、

25市。防水材と硬質ウレタンフォームそしてワイ

ヤラスがーイ本になった断熱ボードてやす。現在、

木造住宅は、 一般的に柱・間柱の聞にグラス

ワーノレ断熱材をつめこみ、下地板を打ち、アス

フアノレ ト フ ェ ノレトとメタノレラスを ｬｾ 付Ｍけて モ ノレタ

ノレ塗りという 4工程を行なっておりますヵミ「ワイ

ヤラスボーらはグラスウーノレ、下地板、アスファ

ノレ 卜フェノレト、メタノレラスの4工程を 1工程に短

縮しすく℃モノレタノレ塗りができ、工期の短縮と

工事の簡略化に役立ち、木造住宅建築に画期

的なメリットをもたらしました。

アキレスワイヤラスボードの特長

①断勲|企が抜群で省エオ、ノレギー住宅が実現

しま土②モルタルの施工が容易にできます。

③モルタルの亀裂が発生 しにくい製品です。

@閉朱防水材付です。 ⑤工事の省力化がで

きます。⑥軽量てや、取扱い ・加工が簡単、しか

も丈夫な製品です。

興固化学工業株式会社

断熱資材部

本 社 / 東 京 都 新 宿 区 大 京 町 22 念 日3- 341 -5111 ( 大代)

大阪支庖/ 大阪市西区西本町卜 14- 15 f i 06- 534-2170 

札 幌 011 -704・5825 仙台 0222・95・0219 足利 0284・72- 1115

名古屋 052- 612・6544 福岡 092-573- 6860

、.



ニュース! 原稿をお送リください.
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博覧会「ポートピア ' 8l j 会場にエキゾチンクな明

治時代の神戸が再現されます。異人館や昔の元町

通りの街並みをシンポリ ックに並べ神 戸文化の源

流に触れてもらおうというものです。

この l明治の神戸が再現されるのは、ポートピアホ

テルのすぐ南側。中国館やサーカス会場のある博

覧会場の西側部分と、パビリオンがずらり並ぶ東

側部分を結ぶ通路。東西 165 メートル、南北25メ

ートルのこの通路部分を当初の博覧会基本計画で

は「ふるさとモールJ を計画していたが外国文化

の玄関口として 、神戸 らしい内容にするため 、「異

人館通リ J に計画を修正したものです。計画では

通りの ｬｩｬ ， ｪ ｾ Ａｬ Ｑ に、呉人館や居留地風の挫築物や昔の

元町通リ等に代表される商家などをならべ、町の

入り口には港のイメージとして和閉山1I 1
灯台を設け

るほか、火の見やぐら、ポリスボ γ クスも配置、

照明もガス灯風を使用します。

沿道に建てられるのは呉人館 8 館、長屋門 2 ケ所、

日本の商家 10棟の計20の建物。呉人館のうち「風

見ｾＮＨｪの館」、「う ろこの家 ｊ 、「ハッサム丘町 、「グレ

テス邸」の 4 館は奥行きこそ笑物と撲なるものの

外観はそ っくりにします。建物はいずれも内部を

庖舗にし ll r . 5 は喫茶、軽食とする食堂、残る 9 庖

をやt 戸らしい商品の5官官にする予定です。

また、明治時代の事11戸の生活感を呼び戻すためポ

リスボ y クスに詰めるガード 7 ンには明治時代の

融察官の服を活てもらうなど、時代々証にもとづ

いた衣装や小ill 共笥: にも気をつかっており、町の

中ほどでは、な つかしい大道芸のイベントも計画

しています。

造りはいずれも木造プレハプで佳築資は4 f 意向を

見込んでおり、 9 月':1" 旬か ら工事を始めている。
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保 存 樹 の 得 後 ( 樹 種 指 定 番 号 指 定 年 月 日 木の高卓 、幹

回りの大きさなどが明記 されている )

w者11市に緑と公図を、、というキャ y チフレーズで、

昭和55年 10月 1 日から建設省の主似て¥都市緑化

月間が始まったが、大阪市においてもこの日に合

わせて、保存樹14本および保存樹林 1 カ所の追加

指定を行なった。

この樹木指定のＱｉ ｾＱＯ Ｎ立は、昭和 ＳＷ 年 Ｕ 月 ＱＸ 日に公布

された f 都市における美鋭風致を維持するための

樹木の保存に関する法律論に基づいているもので、

すでに大阪市では昭和43年 10月 1 日に保存樹23本、

保存樹林 7 カ所を指定しているが、その後マンシ

ョン建築工判こよる滅失、あるいは枯却等により 、

一書11指定解除を行なった保存樹および保存樹林が

あり、それらを含めて過去の調査データを克明に

再検討した結来、 10月 1 日現在、保存樹36本、保

存f討中本 7 カ所となったわけである。

ノ

.... .  ｾ＠

保存樹に指定されたくすのき( 高さ 18 m、幹回 り1.6m)  

一 一 一香具波志神社境内( 大阪市淀川区加島町) 一 一一一

都市においての緑の位世づけは、最近とみにその

重要性が認識されつつあるが、その第ーは、空気

浄化と気温調節をもたらす快適な生活環境維持の

面、第二は、者I1市景観向上のがj 用であろう。

これら保存樹および保存樹林は、悦令 100 年以上

数 100 年に達するものが多いだけに、開発至上の

者11市改造では作り出せない雰囲気を周辺に漂わせ

ている。

保存樹36本の内わけは、 21本が神社、 8 本が寺院、

5 本が個人の居宅、企業敷地、マンション敷地に

各 l 本となっている 。保存樹林 7 カ所の内わけは、

神社 5 カ所、寺院 2 カ所 となっている。

風見鶏の館

ハ ッサム邸

うろ この 家

/  

、 一 一 は 1)地上高 1. 5 ー の 所

で幹回りが 1. 5 m以上、 2)高さが15 m以上、 3) 株

立ちした樹木の場合、高さが 3 m以上、 4) 枝葉が

はいのぼる倒木の場合、枝葉面積が30m'以上、と

なっている。

また、保存樹林指定の基準は 、1) 群生している 枝

誕の商戦が500m' 以上、2) 生垣の場合は長さが3 0 m

以上、とな っている。 大阪市では、これらの基準

に合ったものから、特に雄大且つ良好なものを選

んで指定したもので、樹極としては、くすのき、

いちょうが多い。

阪市としては、今後肥料配布、技術的助言等、

これら樹木、樹林保護の手段を講ずる考えである

が、この指定を契機に、市民の御: f l l i 解、御協力に

よって、都市の緑地、樹木保全の恩恕が、各界に

醸成されることを願っているものである。

( 大 阪 市 公 図 局 藤 原 旭)

建 設 省 建 築 研 究 所 秋季

講 演 会 開 催

講演内容には、「建築における品質の保証Jf 都市

環境と都市計画Jf 地盤と基礎」および56年 6 月に

施行される「新しい耐震建築基準J を対象とした

プログラムカサ¥f l . まれている 。

主 Hll 建設省主I l 築研究所

協 賛 社 団 法 人 主n築研究振興協会

日 時 11 月18日( 火) ・19.8 (水)

10. 00- 16. 30 

会 場 安 回 生 命 ホ ー ル ( 東 京 新 宿 駅 西 口 )

問 合 せ 先 建 設 省 建 築 研 究 所 企 画 部 企 画 調 査 課

、0298- 64- 2151

社団法人挫築研究援興協会

03- 371- 5951 

23 



自然発生的建築をめぐって
7  -

技 術 そ の 4

宇宙を観念した 人聞が“ 住まい" を 中心、の概念、による暗峨として意

識したとき、客観的な関係としての家づくりのプロセスは、ほかな

らぬ宇宙想像の厳粛な儀式としての意味 をもつはずである 。材料の

選択や構法の決定までをも含めた広範囲な意味での技術を、家づくり

における儀式性と対応させてみるとき、そこに空間原理の浮上があ

ることは前に触、れたとおりであるが、ここではさらにいくつかの事

例をおってみていきたい 。

トウアレッグ族の家づくり

ここで対象にするのは先月号でとりあげた 4 つのタイプのうち、ア

ガデス ( Agadez) 周辺に 散見 される 2 種類の住まいである 。このあた

りでは決ったようにほぼすべての小屋やテントは西側に入口をも っ

(  8 月号図ー 1 )  

ている 。当初太陽神 との関係が想定されたのであるがこれは単純に

気象条件としての一方向から 吹 き込む強風を避けるための工夫と考

えて差支えなさそうであるィこれを装づけるように Susan Denyer 若

の A fri can T radi t i onal .Ar chi t ect ur e では、 山岳に住むトゥアレ

ッグのテントは東側lに関口をもち、夜間急激に冷え込んだ内部を朝

日に向けて暖をとる工夫がなされているとしている 。これは現地調

査による結果とは正反対の位置にあり 、この法j:{ IJ が地域的な物理的

条件によって変化する配置方法であることがわかる 。 しかしそれで

も興味深いことには、この入口にあたる関口部分がある一つの空間

的単位の中心をなすものであり、小屋を含めて入口の前方に広が っ

た惰円の領域性をもっているらしいという ことである 。これはダイ

ヤグラムとしての記述ではない。女性と子供だけの共同作業による

(  8 月号Tj 以

家づくりのおこなわれている部分が、入 口にあたる所を 中心に惰円

状に掃さ清められその境界にあたる部分には小さな小石が並べられ

( 図ー 1 )  

ているという単純な事実によっている 。この領域設定に儀式性の介

入があるか否かは不明であるがこの境界によって内外を区別する強

い意志が働いていることは確かである 。 しかしこの境界も家づくり

の作業によって次第に踏み荒され周辺の荒野へと 吸収されていくこ

をになる 。筆者がこのことに気づいたのも偶然にその境界線上に立

ったときに足元を指さされてそこから出るようにというジェスチャ

ーにあ ったからである 。家が出来あがるまでには完全に消えてしま

うに違いない。 しかしまだ一つ一つ置かれた小石の痕跡は残ってい

た。それを目でたどると惰円の図形を結ぶのである 。 こ，れはむしろ

消え去 った後に彼らを広大な荒野から区別する為の精神的結界とし

て、普遍的な領域設定法をシンボライズしているのではないかとさ

え思える 。恐らく整と俗のきわめて 簡明 な二律対置による世界像を

もっているのであろう 。 見知らぬものの前で素顔をさらすと、ｾ Ａｽ や

口から悪霊が体内にはいり込むと信じている彼らにとって、部外者

が目に見えない結界をふみ越すことは聖域の侵入にも等しい意味を

もつことは想像にかたくない。彼らの住まいに含蓄される世界像に

ついてこれ以上言及するには観察期間、言語、出産 、死にかかわる

非日常的行事と住まいの関係等の問題についてより精密な調査を前

提としなくてはならない 。 しかしここでもやはり家づくりの過程に

24 

本 多 友 常 (鮒竹中工務庖大阪本 j苫設計苦11設計諜)

おいて即物的形態としての家の背後に存在する空間原理が顕在化し

てくるのを見るのである 。

ロングハウスの家づくり

次は東南アジア方面に多くみられるロングハウス ru mah panjai と

呼は、れる居住方式を持つ人々の家づくりをみることにしよう 。これ

は個室を連続していくいわゆる長屋方式であり、一つの家の 中に村

人全員が住んでいることで有名である 。おもしろいことにはこの個

室群の一列の前面には連続した屋根のある共用の広い廊下があり、

さらにその外側 には屋外の作業台としてのぬれ縁が高床式でつくら

れ、内部空間から 外部空間への移行がきわめてたくみになされてい

(1j : tj : - 2)  ( 図- 1.  2)  

る点である 。我国独自の特徴とされる庇の下の空間がけっして日本

だけのものではないこと、又日本建築南方伝来説に極めて有力な根

拠を与えるその単純明解な構成は十分研究に値する対象といえよう 。

さてここでは季刊人類学10- 2 1979に発表されているイパン族の調

査結果をもとに関線康正氏の報告のうちで家づくりの部分を要約し

てたど ってみたい。

まずロングハウス決定の為の適地が報告されると続けて 3 日間その

場所に行き烏の芦で吉凶を占う。夜間土地が整地され所定の柱の位

置にはペグが打たれる 。そしてその土地のー画に水を満たし木の築

でふたをした 1 本の竹が立てられる 。そのそばには給と盾が置かれ

木の柵がつくられ、 6 人ほどの人が残って一晩中鼓を打って悪霊を

おいはらいながらこれを見守る 。朝までに水の蒸発量が多いと、そ

こは暑く不健康であるとして放棄されるのである 。結果がよいとな

ればまずまんなかに位置する 村長あるいは物持ちの個室ビレ ックの

柱から始め、 川上川下両方向に伸ばしていく 。柱は、 t iang bumbong 

という母柱とでも言うべき 中央の棟持柱から立てはじめる 。柱をた

てるまえに供物をささげる 。地下の精霊Ant u Sebayan に対してー

っと、地上の精霊 A utu Ger as i に対してーっと、上下に一つずつ

供物をそなえる 。そして柱を立てる 。穴には豚か鶏の血 を注ぎ 、で

きればその頭も入れる 。柱がもし一本でも倒れることがあると、そ

れは災難であるとして土地は放棄される 。 ロングハウスは川に沿 っ

て建てることが原則でそれを破ることはタブーである 。いちおうの

骨組みができ霊木までが渡されるとこのあとはビレ ック (個室) ご

とに! l jJ けあいながら仕上げ ていくことになる 。 ロングハウス全体が

完成すると、住みはじめるまえに豚が殺され、その内臓で占いをす

る。その読みが不満足であると新しい ロングハウスは放楽されるこ

とになるという 。すべてが無事にすむと、落成式 gawai mankont ト

ang が行なわれる 。 まず母柱に供物ピリ ンをそなえ( つるす )、村長

か物持ちが柱をたたく人に選は‘ れ、そ の人がそれぞれのビレ ックの

母柱を祈りながらたたいてまわる 。祈りの内容は猪や魚がよくとれ

るよ うに、耳がよく聴、こえ目がよく見えるように、いろいろな物が

手に入るように、健康で平安に暮せるようになどである 。 このあと

i切り酒を飲み、ごちそうを食べ 、一晩中踊り あかすのである 。

書4 文献 .  r季刊人 lJi'下 10 - 2 1979 “ ロングハウスをめぐる宅川情造 P 54- P 104  I則制脱正 者
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図ー 1 砂漠におけるト ゥアレ ッグ族の領域性

N!ffJ 中的古い

p ングハウ ミ バ 三 仇

詳自耳箆汐

、、 他築中町新しも 、

( ピレ ，7 には. 下流倒より番号が付け均れている ) ロノグハ ウス

sadau pemαnggat  

，. / / ，/ / / 〆〆 . / 1 / 1 ' ， ， 〆/ . 1/ ，

ｦｾ 問中の占ぃ 処築 11"1の析しい

ロング，、ウス ロング，、ウス

図 - 2 ロン グハウスの平面図と断面図 (季刊人頬学、 l附 fl J;! i正氏より )

図 - 3

総bαkα

戸棚

ロタンのゴザ

tikα;  

、 、 -

ｾγ ム〆

水平副

図- 4 マヤ族の屋根

写真 一 1 トゥアレ ッグ 族 行 程 図 8 - 4

写真 一 3 スイス北部

写真一 4 ローテンブルクにて (今野利直氏自前影)
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古 酒

安 定 成 長 期 に は い っ て 、 多 少 世 の 中 が 落 つ い た の か 、 越 し 方 行 く 末 を 考 え る 風 沖VJ が 活 発 に な っ て 来 た こ

とはよろこばしし、 。 そんな H寺 流 の 中 で 、 古 い 町 並 み の 保 存 ・ 保 全 な ど 歴 史 的 環 境 の 重 視 は 今 後 ま す ま す

重 要 度 を 高 め て い く こ と と お も え る が 、 本 来 建 築 は 新 し い 環 境 創 造 を 主 た る 目 的 に し て い る た め 、 若 い

学 生 さ ん は カ ッ コ イ イ 建 築 に は 熱 中 し や す く 、 概 し て 古 い 町並 み に は 冷 淡 で あ る 。 考 え て み ればも っと

もなことでもあるが、 「なぜ町並みを保存しなけれは、ならないのか」を納得させるのに多少骨が折れる

の で あ る 。 歴 史 的 環 境 の 重 要 性 云 々 と い っ た 抽 象 論 で は 納 得 し て く れ な い 。 そ こ で 、 私 は 「 君 は 日 本 酒

とウ イス キ ー と ど ち ら が 好 き か 」 と き く 。 学生 は 「 ウ イ ス キ ー の 方 が 好 き で す 」 と 答 え る 。 私 は 日 本 酒

の好きな人もいることを認めさせた上で、 「要するに 町並 み を 日 本 酒 だ と す れ ば 、 日 本 酒 は よ り 純 粋 に

日本 酒 で な け れ ば な ら な い 。 一 方 、ウイスキーはより純粋にウイスキーでなけれは‘ ならない 。 そ れ が 笠

か さ と い う も の だ 。 酒 と ウ イ ス キ ー の チ ャ ン ポ ン な ん か 飲 め る か 。J Iチャンポンの好きな人がし、たら、

ど う な り ま す か J I どちらも純度が高くなけれは‘ 、チャンポンにならんわねJ o ( N .  S )  

建都1200年

建 都1200年を迎える市といえば、京都市以外に考えられなし、 。 21世 紀 を め ざ す ま ち づく り 基 本 構 想 を 練

っている京都市では、先ごろ、 「者1I市 像 」 の メ ー ン テ ー ? と し て 「 伝 統 を 生 か し 創 造 を つ づ け る 都 市 ・

京 都 建者[11200年 を め ざ す 新 し い ま ち づ く り J を 試 案 と し て 中 間 発 表 し た 。

平安京が省IJ 建 ( 794年 ) さ れ て か ら 、 あ と 14年 で 1200年 を 迎 え る と い う 。建 都 は 建 都 市 の 意 味 で あ っ て

建 国 の よ う な 古 め か し い イ メ ー ジ に つ な が る 語 感 を も って い る が 、 都 心 と い う 語 が 常 用 さ れ て い る よ う

に 悦 れ た ら そ う 気 に な る も の で は な い 。

ロンドン ・パ りな ど 歴 史 的 に 古 い 都 市 は 当 然 の こ と く 百 年 ご と に 蟻 大 な 記 念 事 業 を 行 っ て い る 。 それで

は 、 京 都 市 の 建 都1100年 ( 明 治27年 ) には どうであ ったか。当 時 の 明 治 市 民 は 柏 極 的 に 記 念 事 業 を 提 案

てん

し た と い わ れ る 。 す な わ ち 、平安案者11祭 ( 平 安 神 宮 の創 建 、 時 代 祭 の は じ ま り ) 、 内 国 勧 業 博 覧 会 の 開

催 、 わ が 国 最 初 の 市 街 地 電 車 の 開 通 、 鴨 川沿 い 疏 水 の 閉 さ く な ど 近 代 都 市 と し て の 基 盤 づ く り が こ のH寺

期 に 完 成 し て い る 。建 都1200年 ( 1994年 ) を め さ す 京 都 市 の 新 し い ま ち づ く り に 大 い に 期 待 し よ う 。

( H  .  M )  

グレードのルールづくり

設 計 者 は 建 物 の グ レ ー ド を 設 定 し て 設 計 し て い る 。 し か し 、 そ の グ レ ー ド に は 客 観 的 に 表 現 し に く い 質

の も の と 、 表 現 し う る も の と が あ る 。 構 造 の 安 全 性 な ど は 後 者 の 例 で あ ろ う 。 積 載荷 重 ・雪 荷 重 ・地良

力のよ うにかな り 明 確 に グ レ ー ド を 定 義 で き て い る も の と 、 変 形 や 、 そ の一 種 で あ る 振動 の ように あい

まいなものとがある 。世 間 で 欠 陥 建 築 と 綴 が れ る も の の 内 、 床 や 梁 の 擦 み で 問 題 を お こ し て い る 例 は 多

い 。 本 来 は 設 計 者 が こ の よ う な 変 形 の グ レ ー ド を ど の レ ベ ル に 設 定 し た か を 明 ら か に し て お く べ き で あ

る。 スパン 4 - 5 mの R C 床 板 で 2 cm位 の 携 み が 生 じている例はときどきある。配筋に 問題があ って端部の

上 端 筋 が 下 って い た り 、 型 枠 支 保 工 の 存 置 期 聞 が 不 足 の た め に 更 に 携 み を 大 き く し た り し た 例 が 多 L 、。

J A S S  5 で は 平 た ん さ の て い ど を 甲 種 で は 3 mにつき 1 cm 以 下 と 定 め て い る が 、 他 に は 余 り は っきりし

た ル ー ル は な い 。上 記 の 携 み 2 cmは欠陥といえようが、 1 cmだ と 見 解 が 分 れ る 。 こ れ を 施 工 の 欠 陥 と い

う は 易 し い が 、 そ れ で は 設 計 は 撲 み を 幾 ら 以 内 に す る 考 え で 設 計 し た か は あ い ま い で あ る 。建 築 家 は 変

形に つ い て も っ と 親 切 で あ る べ き だ 。 そ の た め の 建 築 家 の 自 主 的 な グ レ ー ド 表 示 の ル ー ル作 り に 取 り 組

むようにしたし、 。 ア メ リ カ は 10年 前 か ら や っている。 ( K .  Y )  

イタリアは世界随一のタイル生産因。

イ タ リ ア は 世 界 随ーのタイル生産国である。 驚 く ひ と が 多 い と 思 うが真実である。

このまえ、わたしはボロニア近く のサスオロというタイル生産地に所在する「ア ッソ ・ピアストレーレ」

つ ま り 、 イ タ リ ア タ イ ル 協 会 を 訪 ね て 懇 談 し た 。 そのときもこの話題で町改めて敬意を表した 。

ま ず 、 世 界 タ イ ル 総 生 産 量 の 約40% をイ タ リ ア が 占 め る に 至 っ た 。 年 間 工 場 出 荷 額 は 円 換 算 で4000億 円

( 6657億 ". ) に の ぼ る 。 ( 日本は約 1130億 円 で あ る 。) そ の う ち 、 輸 出 が2000億 円 、 さ ら に そ の 半 分 が フ

ラ ン ス と 西 独 。 品 質 は 地 質 制 約 が あ る の で も っ ぱ ら 陶 器 質 で あ る 。 床 壁 に 分 け て 床 タ イ ル が 主 力 。伝 統

があったとはいえ、当然、戦後の、それも、 1960年 後 の 産 業。 し か も 、 サ ス オ ロ 地 域 の 中 小 中 堅 企 業470

社 が20年 間 で 成 し 遂 げ た 業 績 で あ る 。 輸 出 国 は 47ヶ 国 に 仕 向 け ら れ て い る 。

他 国 な が ら ま さ に 11・讃にあたいする 。

ち な み に 、 イ タ リ ア の 国 土 は 30万 |叩2 で 日 本 の 8 割 。人口は 5660万 人 で 日 本 の 半 分。国民総生産はイタリ

ア ・2600億 ド ル 、 日 本9960億 ド ル と い う か ら 3 割 に 満 た な い 。 し か る に タ イ ルの 工 業生 産 数 は 日 本 の 倍

以上にあたる 。 1管I嘆 す る ほ か な い 。世 界 随ー である 。

そ し て 現 在 、 世 界 の 主 位 を 占 め た イ タ リ ア の タ イ ル 産 業 界 は 再 編 成 が 進 み 、 装 置 産 業 と し て 高 度 の コ ン

ビ ュ ー タ ー 管 理 が 末 端 作 業 に 及 び 、 無 人 化 工 場 の 出 現 を 促 し て い る 。 イ タ リ ア は 世 界 の タ イ ル 産 業 の 王

座 を 占 め た の で あ る 。 (M .  S)  
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外 装 吹 付 仕 上 材 が な ぜ 必 要 か

深 沢 明

建築用外装吹付材の仕上材としての位置

建築の仕上げとしては、古くから左官による塗壁、タイル ・石張 1) 、主主料による塗装 、壁装材によ

る壁装などがあるが、近年ここに各種の吹付材による仕上げ‘ が加わり 、十年余りの聞に急速に普及し

てきた 。

左官による塗壁は、下地づくりを含めて塗厚の厚い壁を、それも表面を平たんかっ平滑に仕上げる

場合が多い 。 また塗装 ・ 壁装はともに左官により仕上げられた下地などに、ごく ｾｊＮ＼ 塗 料 や壁紙 ・ ク

ロスなどを用いて仕上げるものである 。

これに t絞べると、建築用 l次付材はある種の造形的なテクスチャー ・ノぞターンを与える仕上村である 。

吹付材の構成は、下塗 ・主材 l吹き ・上塗の三要素からなるものが多く、複合的構成によって要求さ

れる諸性能を充足し、複合機能を発悔する仕上材となっている 。すなわち 、下塗によって下地への

付着性を確保し、主材 l吹きによってその厚みによる遮断機能を期待すると同 H寺におうとつなどの立体

的テザイン、造形性を付与するという造形的下地づくりの役割を果たし、これに上塗材( トップコー

ト) を塗 り表面|生能を付与し、外装仕上村として要求される機能を発揮せしめようとするものである。

従来ーからも、左官による造形的下地づくりの上に塗料による仕上塗装が行われたこともあったが、

この特殊左官仕上げを、既調合の材料を用い、 l次付工法に置き換えて、意匠的に多様性を持たせたも

のと言える。

外装吹付仕上材はなぜ必要なのか

建築物の外壁を構成する材料で一般に吹付仕上村を施すものには、つぎのようなものがある 。

(a) 鉄骨鉄筋コンクリート

(b) 鉄筋コンクリート

(c) コンクリートプレキャスト昔日材 ( PCaカーテンウオールなど)

(d) セメントモ j レタノレ准

( e) AL C ノマネル

( f ) コンクリー卜ブロック

(g) 石綿スレート

これらの下地のうち、 (a) (b) (c) などのコンクリート系は打放し仕上げのままで行われたことも多か

ったが、汚れによる美観上の問題と、コンクリートの中l性化にともなう劣化により鉄筋の錆びの膨張

などでコンクリートが破出して鉄筋カ、露出するなどの問題が多くなり、Ａｊ｛量体保護の目的で Ｇ ｊ ｉ 欠付 ｩＧｾ など

の仕上げが施されるようになった。

コンクリートはセメントの水和反応によ って生成される水酸化カルシウムで、強いアルカリ性であ

る。 しかし 、故近ではコンクリートに使用する制骨材に山石少 ・海砂などが使用されるようにな ったり、

経年とともに、空気中の炭何度ガスの作用で表層部より徐々にアルカリ性が失われていく。これがコン

クリートの ｉ ｾｊ 性化作用である 。

Ca( OH)汁 CO，-→ CaCO，+ H，O

コンクリート内部の2剛、l' ( 主 として鉄筋 ) は 、アルカリ性城では錆びは発生せず安定しているが、中
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性化作用によってアルカリ性が失われると、とくに外壁では防錆カがなくなり、鉄筋に錆びを生じさ

せ、その膨張による応力でかぶり部分のコンクリートにひびわれ ・剥離を生じる。このように建築物

の構造体の耐久性に大きく影響するので、最近では打放しが少なくなりつつあり、また昭和30、40年

代に施工されたコンクリー卜打放面の建物に吹付材仕上げが施されるケースが多くな った。

(e) の A L Cパネルは吸水が大きく、強度も小さい下地である 。吸水と低温の繰り返しによ って凍害

を受けたり、室内仕上げ面に支障を及ぼす。 したが って、外壁には A L Cパネルの物性に適した吹付

材が必ず用いられる 。

(d)セ メン トモ ルタル的および(g) イl 仰ス レートは 美観上と、耐久性の 向上など を目的として吹付村仕

上げが}jl白さi Lる こと が 多し 、。

以上のように外装吹付仕上村は建築物の保護と美装のために用いられるが、その材料選定にあたっ

ては、建築物の種類 ・用途 ・立地条件 ・下地の種類 ・施工時期 ・建物の意匠性 ( 美装性 ) ・保護の度

合い ・経済性およびメンテナ ンスによるライフサイクルなどを考慮して決定されなければならない。

吹 付 仕 上 材 の 具 備 す べ き 一 般 的 条 件

建築用吹付仕上材は、内外壁 または天井の表面にある極の造形的なテクスチ ャー リ マターンを与え

ると同時に、必要に応じて着色 ・つや出しを行うため、吹付工法またはローラー塗工法などにより施

工する化粧用仕上材である 。そのテクスチ ャー ・パ ター ンには砂壁状、ゆず肌模様、スチ ップル模様、

おうとつ模様、凸部処理模様、 クレーター模様およびスタ ッコ状などがあり、 一般に山の部分の厚さ

が 1 - 15mm程度の仕上材である 。

このように、建築用吹付材は、内外装の化粧仕上げを主目的にしたものであるが、厚膜による造形

的なテクスチャーをも っていることが一般塗料と異なる 。

建物や部位によ って耐候性、変槌色性、付着性、屈曲性、耐衝撃性などの機能のほかに、遮音性、

吸着性、防蕗性、透水性、耐水性、透湿性などの遮断機能を有することが必要で・ある 。 とくに外壁で

はコ ンクリートなどのひびわれ発生にともなう漏水に対処するため、防水性と意匠性を具備して、耐

久性のあるものが要求されることもある 。最近では、ゴム弾性を有する吹付仕上材などもかなり用い

られるよ うにな った。

以上の ように従来建築用吹付材に期待した機能 ・性能が意匠的 ・デザイン的単一機能であ ったもの

が、最近では多目的の機能を要求されるよつにな ってきた 。すなわち単なる表面仕上材としてではな

く、下地構成材とともに総合的にビルデイングエレメントとして考 えることに適した仕上材で、単に

耐久的美観を期待するというにとどまらず、建物の保護も含めて複合的効果を評価してヒ‘ ルデイング

エレメ ン トとして考えなければな らない 。

以上、現状認識のうえにた って建築用吹付材の仕上材としての位置づけ、外装になぜ吹付材が必要

か、また一般吹付材に具備すべき条件などを日本建築仕上材工業会( 旧日本吹付材工業会 ) 刊行のホ建

築用吹付材ハ ンドブ ックH および日本建築学会建築工事標準仕様書 J A  S  S  23 吹付工事などを参考

に述べたが、設計ならびに施工の段階では、前述の J A  S  S  23 吹付工事を活用され、適切な材料選

定 ・下地との組み合わせおよび処理、吹付施工など施工管理面に活かしていただくことをお奨めする 。

( ふ か ざわ あきら 株式会社竹中工務 庖東京支庖技術部部長補佐)
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何 が い か に 開 発 さ れ て き た か

高 橋 孝 治

1  . はじめに

建築技術 ・材料の研究開発は、建築における計画・設計の創造性

を拡大し、建設における生産性と精度を高めることを目的とし、ま

た省資源化などの社会的背景などへの対応等をニーズとして、進め

られている。

外装用吹付材においても、その開発は、建築工法 ・外壁下地など

の変化、原料の研究開発の進歩により活発に進められており、その

開発の流れは 表ー 1 に示すごとく、いくつかの支流が合流し、また

支流化して、次々に新しい外装吹付材を開発してきた。

この開発の流れかたは今後も種々の建築技術の変化を背景に進め

られていくと思われるが、これらの流れの中てι 代表的な二つの流れ

について過去をふりかえってみた。

2  . 砂壁状吹付材系吹付材の開発の流れ

昭和初期に「リシン」という材料がドイツから輸入され、これら

は左官工事の変形として左官ゴテで塗りつけ、硬化が進行したのち

かき落とす「かき落としリシン J の名で、当時の新しい仕上げとし

て流行した。さらにこの工法の作業性をスピードアップするため、

吹付録をもちいて吹付によって「かき落とし j 仕上げを得る工法の

開発の動きがみられ、これが吹付材工法の出発といわれ、この流れ

が、砂壁状吹付材系の i原流といわれている。

第二次大戦後、米軍の駐留により、 F. S 規格が導入され、セメン

トをベースとしたセメントウォーターペイントが建物の外壁材とし

て国産化されはじめたのは昭和25年頃である。そのセメントウォー

ターペイントをコンクリートモルタル刷毛引き仕上面に仕上げる場

合、セメントウォーターペイントのテクスチャーをリシン状にする

ため、骨材を配合し、改良が加えられた。またステアリン酸アルミ

などの様水剤を配合し、援水効果をセメント質の材料に加え、防水力
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をあたえることができるとして、コンクリートモルタル下地面へ比

較的低コストで得られる外装材として、「防水リシン J の名により多

用化された。

しかし近年、建築工法の変化により、従来より面精度の高い合板

型わくコンクリート、 P Cパネルなどの開発によって、コンクリー

ト面への直接仕上げを求められ、防水リシンの付着性不良の問題が

発生した。この問題を解決すべ〈合成樹脂エマルションを混合する

タイプなどによりその改良が試みられたが、完全なものでなく、ま

た防水効果もコンクリート直接仕上げの場合は表面撤水のみによる

ものでは満足な結果が得られないものとなった 。

施工性の面においては、寒冷期の施工を中心に仕上面に発生する

エフロレ ッセンスで仕上がり不良となり、品質的には、 J  1  S  A  

6907は昭和52年に制定され、また標準仕様化は J ASS 23が昭和 50

年に制定され、品質、、施工ともに標準化されていながら、時代のニ

ーズに対応できず、ディフサイクルも終末期となり、現在では戸建

て住宅のラスモルタル刷毛引き面へ施工される程度となっている 。

*  

一方、塗料による 外壁面への仕上げは、戦前においては、油性系

ペイン卜が中心で、アルカリ性下地であるコ ンクリート、モルタル

面へはほとんど施工されることがなかった 。

戦後、合成樹脂の研究開発が進められ、まずコンクリートモルタ

ルの金コe テ仕上げの外壁に昭和30年代初期頃、塩化ビニルと酢酸ビ

ニルの共重合樹脂の出現による塩化ビニルエナメルが開発された。

この塗料は従来塗装不可能とされたアルカリ性下地に対して塗装

できるものとして、一般建築物、耐薬品部位、コンクリー卜造の神

社 ・仏閣等の外壁 ・柱などに多〈施工され、現在においても、その

用途を保持している 。

塩化ピニルエナメルが開発されたのち、水をうすめ液として施工



追従できるフレキシプルな主主膜を形成する、新しく塗料から出発し

え外装用吹付材の開発がなされ、 A L Cパネルの発展とともに多く

の実績を上げてきたのである 。 これが外壁防水仕上材のスタートと

なった。そして、この A L Cノ f ネル用として開発されたフレキシプ

ルな塗膜を形成する外装吹付材( この時点では砂壁状吹付材の名は

存在しなかった) の用途開発は、一般コンクリート構造物へと展開

しはじめた。

代表的な用途開発の突破口は、住宅公団の量産化研究開発であっ

た。住宅公団の当時の量産試験場を中心に、昭和30年代の中期から

40年代の初めにかけ量産化研究が活発になされたのである。 メタル

フォーム工法、壁式 P C鉄筋コンクリート工法などが次々に開発さ

れ、その外壁面にセメントモルタルをはじめとする湿式工法を施工

せず直接施工できる材料の開発の要求に対応して、上記のこの外装

用吹付材が耐水、耐アルカリ、耐エフロレ ッセンス性等のコンクリ

ートの特性にマ ッチするように応用開発がなされスター卜したもの

である 。

しかし初期の段階では、セメントリシンと比較し、肉厚感がとぽ

しいなどの問題点を露出しながらも‘ 改良が加えられ、十分に対応

できるものが開発でき、 一般工法のコンクリート建築物へも用途が

拡がり、「樹脂リシン」の名のもとに J IS A  6909 として昭和50年に制

定されて品質が標準化し、また施工面における標準仕様化もセメン

トリシンと同様、 J ASS 23 によって制定された 。

現在では表 - 2 にみられるごとく、セメント系砂壁状吹付材と完

全に市場性が置きかわり、合成樹脂エマルション砂壁状吹付材( 樹

できる塗料が合成樹脂エマルションの出現によって実現し、建築用

塗料、吹付材に大きな変革をもたらした 。

合成樹脂エマルションは、アクリル系がアメリカの大手各化学会

社より、また酢酸ビニル系は西ドイツの大手化学会社より、次々と

新しい技術として日本に導入された。昭和35年前後より、外部用の

合成樹1旨エマルションペイントが出現、昭和39年の東京オリンピ ッ

クの開催による施設工事において、多用化の拍車がかかった 。

この段階において、昭和37年頃から新しい建築用構成部材として、

スエーテe ンを中心とする北欧より、軽量気泡コンクリートが導入さ

れ、建設省建築研究所において、その標準化研究が進められていた 。

軽量気泡コンクリート ( A L Cパネル) は、従来より存在するコ

ンクリー卜、モルタルを中心とする窯業系建材と異なり、アルカリ

性は有しないが、表面強度は低〈、多孔質で吸水位、粉化性が高〈、

なおかつ内部含水率の高い、表面状態が特有のテクスチャーをもっ

特有の建材である 。この建材に対する外装材として、表面特性から

くる要求性能を満足させ、単に美装のみならず保護機能を有する塗

膜の開発が急がれた 。 とくに防水機能については、外部の水はコン

クリート内部に入れず、内部の水分は外部に放出する、いわゆる呼

吸性をもっ塗膜が要求された 。

この要求に対して、外部用として市場開発された合成樹脂エマル

ショ ンの塗践のもつ通気性が着目され、骨材混入によって塗膜のマ

スチ ック性を向上することにより、膜厚で外からの水の浸入をとめ、

逆に塗膜の通気性と、骨材が形成する多孔性により内部水分を放出

するメカニズムをもち、 A L Cパネルのジョイントにおける動きに

外 壁 を 中心と した コ ンク リー卜下地 用 吹 付 材 な ど 仕上 材 の 開 発 の 流 れ
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注) 年代は各僧仕上材の開発された年代であり、それぞれの年代の中での前後はある .



脂リシン) が主流へと発展している。

樹脂リシンにおける応用開発は、その施工性の面からも進められ

た。吹付作業時の養生問題をはじめ、飛散公害問題、省資源の観点

から、吹付による有効塗着率が6 0 - 7 0 %と低いものを 8 0 %以上に向

上させる工法として、ローラー工法が着目され、特殊多孔質ローラ

ーカバーの開発により、マスチック塗材は住宅公団総合試験場を中

心に昭和42年頃より開発が進められた。

この工法は、現在、厚膜型のローラ塗材のルーツとなり、ローラ

ーの模様の多様化で造形的な要素が加わり、吹付材の新しい方向へ

と開発が進められている。

3  . 複層模様吹付材系吹付材の開発の流れ

外装材において、砂壁状吹付材とはまた異なった流れが生じて吹

付材の双墜とされているものに、仕上性の多様化を求め、テクスチ

ャーと性能面における耐久性をもっ複層模様吹付材( 一般的には吹

付タイルといわれる) の開発があげられる。

吹付タイルの開発のスタートは、やはりセメントを結合材とする

無機質系材料である。

吹イ寸タイルの名は昭和30年代の末に西独より技術導入された「ポ

ンタイルJ によって代表される。

戦前の昭和初期に日本においても、セメントを使用することによ

って多彩模様クレーター仕上げ工法が出現していたことを示す文献

は多くみられるが、しかし、実用化とともに技術が確立されたのは、

この「ポンタイル」がスタートと考えてもよいと思われる。

「ポンタイ j レ」の出現は、外装仕上げにおける豪華さが陶磁タイ

ルにたよらずに容易に表現て‘ きることと、建築工法の変化とマッチ

して、急速に施工面積を拡大した。これらの開発が進むにつれ、他

社からも模倣品が次々と市場に出され競争力が低下するという商品

のライフサイクルの形をとり、潜在していた品質上の問題点が露出

するようになった。

塗料部門から同じ目的の吹付タイルの開発機運が生じたのは、エ

ポキシ樹脂の研究開発が進み、アメリカを中心に耐薬品性が要求さ

れる建築物の各部位に、タイルライクコーテングとしての新しい分

野が出現したことによる 。これが日本におけるエポキシ樹脂系吹付

タイルの開発のアイデアにむすびついたものである。

すなわち、昭和40年代初期に無機質系吹付タイルの問題点がクロ

ーズアップされだしたころ、日本電信電話公社建築部標準設計室よ

り有機質のみの吹付タイルのニーズが出され、先に示したエポキシ

樹脂系タイルライクコーテングの品質設計手法と、無機質吹付タイ

ルの塗装系手法とをうまく組み合わせ、塗装系の各工程にそれぞれ

の機能をもたせ、これらを組み合わせる複合材料的設計で新しいエ

ポキシ樹脂を中心とした吹付タイルを研究開発し、上市されたもの

であった。

この設計手法で開発された吹付タイルは、昭和44年大阪万国博覧

会における日本政府館の巨大な P C パネル外壁面に施工してその優

秀性がみとめられ、市場が拡大していき、無機質系吹付タイルの欠

点を改善できる吹付タイルの出現となった。

しかしエポキシ樹脂の特性である強力な付着力は、ぜい弱な下地

に施工した場合にはくり事故を生ずるなど、また高価であるなど経

済性の問題からも普及タイプの出現がのぞまれ、主材の結合材に合

成樹脂エマルションを用いた合成樹脂エマルション系複層模様吹付

材が開発され、 表 - 2 に示されるごとく、複層模機吹付材の中で最

も多〈施工されている吹付材となっている。そして、エポキシ樹脂

の特性を発揮させ有機溶剤による公害の問題をも解決した施工性の
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表 - 2 建 築用吹付材生産数量 (53. 12 .1- 54. 1 1. 30) 日本建築仕上材工業会

製 ロロロ 鍛 名 生産量 備 考

セメント砂壁状吹付材 12，270 該当 J IS A  6907 

合成樹脂エマルション砂壁状吹付材 130，323 1/ J I S A  6909 

セメント系複層模様吹付材 5，749 1/ J I SA6910(C)  

合成樹脂エ" 71レンヨン系復層模様吹付材 83，416 1/ 

"  
( E)  

反応硬化形合成樹脂エ71レション系復層模様吹付材 11 ，549 1/ 1/ ( RE)  

反応硬化形溶剤系緩層模様吹付材 3，532 1/ 1/ (RS )  

セメント厚付け吹付材 25，306 1/ J I S A  6915 

セメント系軽量骨材吹付材 1，318 1/ J ASS 23M- I02 

粘結材系軽量骨材吹付材 1，194 1/ 1/ 1/ 

合成樹脂エマ/ レション系軽量骨材吹付材 4，317 1/ 1/ 1/ 

ケイ般質砂壁状仕上材 661 

有機質系砂壁状仕上材 3，782 合成樹脂溶液系等

ケイ般質厚付仕上材 474 

ケイ酸質複層模様仕上材 1，620 

有機質系厚付仕上材 6，641 

弾性砂壁状仕上材 1，106 ゴム弾性

弾性複層模様仕上材 9，236 

"  

セメント系フィラー 5，303 該当 J ASS 23M- I03 

合成樹脂系フィラー 378 

ぷz入z  計 308，175 

すぐれた反応硬化形合成樹脂エマルション系複層模様吹付材が出現

し、性能的にはエポキシ樹股の特性を発嫁し、施工性は合成樹脂エ

マ j レションタイプの特性をもつものとして、その使用量は、溶液型

エポキシタイプを上まわる量となるまでとなった。またエポキシ樹

胞の特性にセメント系の厚膜性を発揮するタイプも出現した。

これら吹付タイルは市場に出現し、品質、施工上の乱立、乱用が

目立ちだし、昭和50年に J I S A  6910で品質菌、昭和52年に J A S S 23 

による仕様面の標準化がなされ、現在にいたっている。

これら吹付タイルも、施工性の面とデザインの多様化の要求に対

応して、各種タイプとも砂壁状吹付材と同様、ローラー工法による

施工が開発され、定着化しつつある。

さらに建築工法の変化にともない、建物の外壁のひびわれにとも

なう漏水故障をこれら外装材でカバーする要求が高まり、アクリル

ゴム、ウレタン樹脂などのゴム状弾性を発揮する吹付タイル系吹付

材が昭和5 0年頃より開発され、各種のコ・ム状弾性吹付材が、建物の

外壁面を中心とするメンテナンス工事に多〈使用されるにいたって

いる。

4  . おわりに

外壁用吹付材の開発の流れは、表 - 1 に示したごとく多種多様に

わたっているが、この中より、現在最も多〈生産し、使用されてい

る 2 種類の開発の流れを示した。この流れを進み、今後の展開を考

えた場合、吹付材は単に美装のみでなく、省エネルギ一、省資源な

どの要求に応じて、壁面表面に新しい機能を付加させることをも含

めた仕上材の開発が行われると考えられる。

この場合の施工も単に吹付け、ローラーなどで塗るという作業だ

けでなく、接着技術、充填、注入などの種々の技術を組み合わせた

総合的な施工が要求されていくと思われ、材料生産一施工は一体と

なって対応していかなければならないと考える。

( たかはし たかはる 社団法人日本塗装工業会常務理事)



い ま 何 が 求 め ら れ て い る か

小 俣 一 夫

外装吹付材に何を求め、何を期待するかという問題であるが、吹

付材に対する要求・期待の内容は年々変化しており、近年に至 って

とくに大き く変化してきているように恩われる 。

これにはいくつかの原因が考えられるが、その一つは住環境にお

ける社会的要請が時代とともに移り変わるということであろう 。そ

してもう一つは、実はこれが吹付材の特徴として象徴的に把えられ

るべきものであるが、吹付材の多様性に由来する技術革新の成果に

よるものと考えられる 。

日欠付材の戦後発達史とも言うべきものの中で、次々と新しい材料

で新しい模様が開発され、そのたびに性能面・デザイン面における

吹付材の新しい可能性に接して、ちょうど眠っていた子が起こされ

たように、ユーザーからは言わば無いものねだりに近い新しい要求

が生まれた 。そしてその都度吹付材は見事にこれに応えてきたので

ある 。このように新しい成果がまた新しいニーズを生み、そのニー

ズがさらにまた新しい成果を生むという繰り返しの中で、吹付材は

一層高度化しつつその多様性の度を加え、今日の隆盛を見るに至っ

たという事実を忘れてはならない。

吹 付 材 へ の 要 求 の 変 化

つぎにこの辺の事情に関し、少し具体的に述べてみよう 。

セメントリシン 戦後、セメントリシンが復興建築の外装仕上材の

チャンピオンとして登場し、大いに普及したが、これは普から左官

工法として行われてきたかき務としリシン仕上げを模して行われた

のがそのは じまりである。

かき落としリシン仕上げは落ち着いた上品な高級仕上げとして、

住宅の外壁に好んで用いられたが、これが大変手聞のかかる仕上げ

であるため、工期が長くかかる上に、そ の施工費は高価なものであ

った。

これに比べ ると吹付けによるセメントリシンは工期も早 〈施工費

も非常に安価であるにもかかわらず、上手に吹付けられたものはか

き落としリシンに匹敵する仕上がりが得られるということで、住宅

は言うに及ぱずビル建築にも多用された。 これはセメントリシンの

吹付けが施工能率が良〈安価であるという経済性が評価されたもの

て。あった。

しかし、このセメントリシンには、冬の白華・夏のドライアウト

というセメント特有の欠点のために、施工当初によく仕上がらない

とい う欠点があ ったために 施工直後にトラブルとなることがしば

しばあ った。

樹脂リシン その後、セメントに代わって合成樹脂エ ? J レシヨンを

パインダーとする吹付リシンが試みられるようになり、セメントの

欠点である白華もドライアウトも起こらないという特長を生かして

売り込んだ結果、大いに普及しセメントリシンにと って代わるよう

になった。樹月旨リシンあるいはアクリルリシンとも呼ばれる合成樹

脂エマルシヨン砂壁状吹付材がそれである 。

これはどちらかというと経済性の点ではセメント系よりも不利に

なるのであるが、専ら施工能率の良さ ・歩留まりの良さなどの施工

性が評価されたものであった 。

吹付タイル 昭和40年以降になって出現したセメント系吹付タイル

は、後にクレーター模様と呼ばれて一世を風びした新しいパターン

を創出し、しかも 2 色打込み、 3 色打込みなどによる豪華けんらん

たる模様を現出し、建築家の限を奪ったものである 。あたかも当時

は「タイルは落ちる。ペンキは剥げる J という騒ぎの最中であり、

この吹付タイルが「落ちないタイル ・恭IJ げないペンキ」ということ

で人気を集め、大形ビルの外壁に好んで用いられ、歴史に残る大流

行となった。セメント系複層模様吹付材( 複層吹付材 C) がそれで

ある 。

これなどは施工能率 ・経済性などを多少犠牲にして、デザインの

多様性を追求し、より高級化を期待したものと言える。

その後、このセメントの代わりに合成樹賄をパインダーとする有

機質 l吹付タイルが登場する。まずエポキシ樹脂を主材とする「反応

硬化形合成樹脂溶液系複層模様吹付材J( 複層吹イ寸材 R S) が開発さ

れたが、これが溶剤l を使用する材料であるということと、主材 ・硬

化剣の二液反応形であるという不便さがあった 。 これをカバーしよ

うというので、続いて「合成樹脂エマルション系後層模様吹付材」

( 複層吹付材 E) が開発された 。俗に「アクリルタイルJ と呼ぶも

のがそれである 。

これはそれまでの吹付タイルの施工能率を著しく改善し、経済性

の点てもかなり安価になり、ためにおおいに普及した。

しかしこの複層吹付材 E は耐水性が弱いなど品質 ・性能の面で少

々雛点があり、これをカバーする意味で、続いてさきのエポキシ系

の吹付タイルの溶剤系をエマルシヨン系に代えた「反応硬化形合成

樹脂エマルシヨン系複層模様吹付材J( 複層吹付材 RE ) が現れた 。

ともあれ、この複層模様吹付材が出現した頃、すなわち昭和40年

頃から、吹付材に求め期待する内容は大きく変わ ったと言える 。そ

れまでの施工能率 ・経済性の追求、すなわち早〈安い仕上げから、

施工能率 ・経済性を犠牲にしてもデザインの多様性を強調する方向、

すなわち少々高くなっても高級な変化に富んだ仕上げを要求するよ

うになったと見られる 。言いかえればこれは高級化指向、差別化 ・

個性化指向であ った。

スタッコ その後さらにこの高級化指向はすすみ、セメントリシン

を超厚付けとしたもの、これをデザイン的に凹凸模様を大きくつけ

たもの、さらにはその凸部を押さえて凸頂部を平坦にしたノ マターン

などが創出された 。これは見方によれば昭和のはじめ頃に行われた

ドイツ壁などと呼ばれたものの吹付け工法による再現であった 。こ

の桜僚は「スタ ッコ状」と呼ばれ、セメント系の厚付けに適すると

いう特長をフルに発揮して、これも大流行とな った。

このスタ ッコ模様は、凹凸がはげしいために凹んだ部分にほこり

がたまりやす く、一見汚れやすいと考えられるが、汚れたときに凸

部の平坦部と凹部との汚れの差が大きいために、凹凸模様がかえっ

てく っきり見えるという特長がある 。 したがって近視眼的に見るの

でなければ、清掃・塗り替えも不要というメンテナンスフリーの仕

上げてーあるという評価さえ受けて、マンションなどにも多用される

ようにな った。

このあたりから吹付材に対する要求 ・期待の一つに、メンテナン
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スフリーとまでいかなくともメンテナンスの容易さが加味されてき

たように思われる。

その後、セメントに代わって合成樹脂エマルションを用いた「樹

脂スタッ コJ なども行われるようになって、目下これも流行中であ

る。

ともかくこのスタッコに限らず、総じて吹付材仕上げは劣化時の

ダメージは比較的小さく、メンテナンスの容易な材料ということが

言えよう。

い ま 吹 付 材 に 要 求 さ れ る 性 能

現在とくに要求が大きく 、話題になっている二、三の問題を拾っ

て論じてみよう。

(1)美観、とくにその耐久性

外装仕上材であるから 、美観が追求されることは当然であるが、

その美観の追求も、後々のことも考えずに施工当初だけ美しければ

それでよいという風潮はすて。に過去のものとなった。いまはいかに

永くその美観が保たれるかとし寸要求に変わってきたようである 。

壁面仕上げはストックかフローか

ここでその美観の耐久性に関連して、いま建築に要求されはじめ

ている建築の、、ストック H 論において、壁面仕上げがスト ックたり

得るかという問題について考えてみよう。

近年わが国には建築とくに住宅に対する耐用年数の長期化の要請

が高くなってきた 。建設省が主暗するいセンチュリーハウス砂構想

もそのあらわれである。住宅は 100 年もつものでなければならない

というのである。

これはまことに当然のことであって、ヨーロ y パの住宅建築を考

えればむしろこれは遅きに失したとも言えよう。世界第二位と呼号

する日本の G N P も住宅の建て替え需要が大きく貢献していると言

われ、見せかけの G N P であるとも言われるほどであるが、反面わ

が国の社会資本の蓄積の少なさもこれに起因するものである 。

さてこのように社会資本として蓄積されむければならない建築の

柱 ・はり ・壁 ・屋根 ・床板は当然帆スト ックH でなければなるまい。

しかしここで外壁の化粧仕上材が恥スト ックH でなければならない

のか、 輸フロー。でもよいのかといつことになると議論の分かれる

ところとなる。 情ストック砂でなければならないとなると材料選択

のI隔は非常に狭くなってしまう、あるいは不可能に近いかも知れない 。

そこで筆者はあえて、 トップコートの塗り替えなどを含むメンテ

ナンス ・スケジュールによってリフレ ッシュを繰り返しながら、 20

年くらいまでにその耐久性を延長した吹付材もこの帆スト ッグ' の

中に含ませて考えたいと思う。

またさらに一歩を進めて、これ以下の寿命の吹付材でもスケジュ

ール的メンテナンスで耐久性限界まで維持し、その後もスケジュー

ル的に塗り替えを行って、常に一定の美観と機能を維持することを

可能にするシステムをもって情スト ックH に代えることを提案した

し、。

(2)外壁仕上材の防水性

最近、壁面防水などと呼ばれて、外装1吹付材に防水性を要求する

ことが多くなってきた。いわゆるゴム状弾性 l次イ寸材の普ー及がさらに

このニーズをあおっているように見える 。 そこでこの外壁防水の問

題を考えてみよう。

乾燥収縮や温度変化による膨張 ・収納の繰り返しにより、コンク

リートやモルタルに発生するひびわれについては、現在米だ完全な

防止方法が見出されていない。

ラスモルタル外壁のひびわれから浸入する雨水は下地材の老朽化
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を促進するということで問題となっているが、コンクリート壁体の

漏水はさらに重大な問題である 。

ビルの高層化や軒・庇の省略などで建物が風雨の影響を受けやす

くなったこと、またスランプの大きいしゃぶしゃぶのコンクリート

ががンプ圧送によって打設されるようになったり、大型建物に長大

スパンの壁が採用されるなど、コンクリートにひびわれを発生しや

すい条件が重なってきたために、近年とくに外壁防水に関心が持た

れるようになってきた 。

このニーズに応えて、壁のひびわれに対する防水対策をうたって、

従来から隆屋棋に使用されてきた塗膜防水を外壁に応用したゴム状

弾性吹付材が登場してきた。

この種の吹付材は壁面の防水と化粧を兼ね、コeム状弾性またはか

なりの柔軟性を持っているので、ひびわれ追従性があるとされてい

る。 しかし、これらは必ずしも全面的に成功しているものではなく、

吹付後発生した大きなひびわれには追従しきれないこともあり、ま

た施工後短期聞のうちにふくれの事故を起こすこともあり、どうや

ら新築の場合よりも改装の場合の方が確実性が高いと言われている 。

またこの種の吹付材は主材に柔軟性の高いものを用いているので、

このままでは汚れが付着しやすいということもあって、保護のため

に比較的堅い性質の上塗材が施される場合が多いが、これはごく薄

〈塗られるので、耐久性が心配されている 。

またこの種の吹付材は通気性ないしは透湿性の非常に小さいもの

が多いが、ヨーロ ッパに広〈行われているアクレマン制度の中にも

見られるように、この外壁の透湿性は必要であるという見地からす

ると、これは問題である 。 したがって外壁化粧にゴム状弾性吹付材

を採用する場合には、外壁の透湿性が小さいということを前提にし

て設計を考え直さなければならない 。

ともあれ、現在建築家・設計者の多くは、ゴム状弾性吹付材の外

壁の漏水防止機能のみを評価して、安易にこれを採用しているが、

これは一考を要しよう 。

本来、外壁の漏水防止については仕上材に頼るべきものではなく、

躯体その他について設計 ・施工段階で十分配慮しなければならない

ものである 。壁厚 ・配筋・コンクリートのスランプと打設 ・ひひj つ

れ誘発目地とそこへのシーリング材充填など、基本的な事項につい

て十分ひびわれ防止対策を講じた上で、補助的にコeム状弾性吹イ寸材

を援用することが望ましい 。

またモルタルの場合でも、砂の粒度 ・調合 ・下塗りの放置期間な

ど、ひびわれ防止対策をと っておくことが必要で・ある 。

そしてゴム状弾性吹付材の採用に当たっては、その材料の伸び率

その他の性能を十分把握し、これを設計条件と十分すり合わせた上

で採用し、施工に当た っては防水層の厚さを管理し得る施工体制が

どうしても必要である 。

(3)外装仕上材の防火性

最近、とくに高層ビルの外装吹付材に防火性を要求される場合が

出てきた。コンクリー卜造建築物であれば、外装仕上材が燃えても、

これによって類焼することはまずないと考えられるので、一見この

要求は不必要な要求と思われがちである 。

しかし、これには問題があるという 。外壁が燃えると消防隊によ

る消火活動や救助活動が思うようにできなくなるというのである 。

建築用吹付材には従来から悲材同等認定防火材料というものがあ

り、従来はこれらは専ら建築恭準法による内装制限のある内壁に採

用されてきたが、今後は外壁にもこれらが要求されるようになると

考えられている 。 J

/ おまた かずお 小野国主1 ¥材株式会社取締役技術者11長・技術士1

1  日本建築仕上材工業会刷会長 ・技術委只長 /  



- 外装吹付仕上材各論 3

トラブル防止対策はどうするか

西 村 清 一

1  .  まえカずき

外装吹付材に生じるトラブ/ レを防止するには、従来に発生してい

るトラブルの実態を把握し、吹付材をとりまく種々の使用環境に対

応し得る考慮が必要で‘ある 。

すなわち、現在の建築工法が実施されているなかで用いられる吹

付材のトラブルを防止するには、過去より実施されてきている各種

被吹付材 ( 下地材) に対する外装吹付材の使用実績とその実態を十

分に観察することが大切であり、 トラフツレ回避への重要なヒントを

与えてくれるものと恩われる 。

現市販品の外装ロ欠付材をみると、主成分の種類、仕上がりの程度、

施工方法の違いなどをとり上げただけでも、かなりの品種数になり、

それぞれの塗膜の性質に特徴があり、それらが使用目的に合わせて

用いられているのが現状である 。

外装吹付材の使用目的のいちばんは、意匠的な仕上がりを求めて

おり，いわゆる美装性が要求性能に挙げられる 。この目的を達成す

るために種々のパ ターン ( 形状) 、テクスチュア ( 質感) 、カラー ( 色

彩、光沢) が追求され、施工性が要求される 。

施工された塗膜の美装性を長持ちさせるには、施工当初から長期

間にわた って良好な塗膜性能でなければならないことは 言 うまでも

ない。 さもなくば，瞬時にして見苦しい仕上材となるので、このよ

うな 言わば低性能な外装吹付材の使用を避けることがトラフール回避

の最良の方法である 。

いかに優れた塗膜性能を有する材質のものから構成される外装吹

付材料であ っても、現場施工が良好でなけれはー本来の塗膜性能が発

揮されないのは 言 うまでもないことであり、このためにも、施工が

良心的であり、信頼性の高い施工技術を有する施工業者 ( 職人 ) に

待つところが多い。

施工された外装吹付材がいかに優れた性能を有する塗膜であって

も、外界からの影響は避け難〈、このために劣化が進行するが、こ

の性能低下に対してわずかの補修を行つことによ って当初の性能に

回復することが容易であることが、施工当初から事前に検討されて

いる場合には、 トラフザルグ〉解消に大いに有利である 。

*  

以上、述べたようにトラフソレ防止の実際に当た っては、多方面か

らの検討が十分になされていなけれはならず、これは、建築工事に

おけるかなり困難な作業の一つであると 言わざるを得ない。

2  .  トラブルの原因

一般に、吹付けた 塗膜に異常が見受けられるものを、トラブルを

生じていると 言 うようであるが、このトラブ9 ルを発生時期的にみる

と、施工中に発生するもの、施工後に比較的短期間に発生するもの、

施工後かなり年月が経過して発生するものの三者に分かれるようで

表 1 トラブル発生原因

関 係 項 目 | 原 因

施 工 |①施工技術、 ②材料の取り扱い、 ③気象条件、④その他

設 計 |①吹付材の選択、 ②納まりの検討、 ③要求性能の認識、④その他

l ①外界の影響 的 飛 来 物( 塗料、薬品、ほこりなど)

付)流下物(錆汁、コンクリート汁)

同気象条件( 温度、湿度)

塗 膜 材 質 |②下地の影響 mコンクリート ( アルカリ水分、ひぴわれ挙動)

(イ)金属 ( 錆、表面処理斉1) 挙動)

同プラスチ y ク( 可塑斉1) 挙動)

③塗膜の物性( 変退色、艶引け、はがれ、ふくれ、ひびわれ)

ある。

トラフ。ルの発生原因に関しては、 表 1 に示したようなものが挙げ

られる 。すなわち大きく分けると、設計、施工、塗膜材質に起因し

ていると言える 。現在発生しているトラブルはすべてこれらの原因

のどれかに帰属するものであるが、トラブルの多くは、これらの原

因が単独で作用しているものではなく、複雑に絡み合っているもの

である 。たとえば、塗膜性能が若干不十分であれば、外界からの影

響、下地からの影響を受けやすく 、 トラブル発生の確率が高くなる

のは避けられないと考えられる。

トラブルの発生後にその内容をみると、真の発生時期および発生

の主要原因などの追求が可能である場合もあるが、施工後の状態変

化の把握に関してのみを取り上げてみても、広い施工面積を対象に

した場合にはすべての施工部分の種々の要因を完全に把握すること

は不可能に近い場合もあり、このために、施工済み塗膜のトラブル

を解明する場合に、往々にして、真のトラブル原因を求め得ない場

合も起こり得るのは止むを得ないと思う。

3  .  トラブル防止対策について

吹付材のトラブルを防ぐには、吹付材の選定が適切であること、

施工が良好であること、吹付材利用の納まりが妥当であることなど

が必要である 。

吹付材のトラフールを防ぐには、上記した 3 項目に関係する内容に

ついての検討が十分に行われる必要があり、これに関連する一般的

なチェ ックリストを 表 2 、表 3 、表 4 、表 5 に示してみた。

外装吹付材のトラブルと称しているもののなかには、経年による

材質変化などの不可抗力的なものもあり、またメンテナンスが不十

分であるような人為的なトラブルと言えるものもある 。塗膜性能と

寿命ー耐久性に関して不明なところも多いが、両者の関係を向上さ

せ、 トラブルを発生させない方法の一つにメンテナンスの検討、実

施が有用である 。 メンテナンスの繰り返しによ って寿命を長くする

ことは可能である 。 しかし長期にわたってメンテナンスを繰り返す

ことによ ってトータルコストの増加は避けられないので、初期に高

性能の塗膜を用いてメンテナ ンス周期を極力長くするか、あるいは、

低品質ではあるがメンテナンスを頻繁に繰り返す方策をとるかは、

住築と 社会/ 1980年 I OH号 35 



表 2 施工前の検討

注 意
占

①施工吹季付節箇所、 躯施体工の法種お類、

による よぴ

工程サイクルの縫認。

②を十改分装唱工す事るでーは事前の調査

1:: -; ;.， . : と。

③ 他打の建材工事との取 1) 合

いを ち合わせる。

④け 1量色柄物 (茶2な色ど吹の) 組はみ避合

ること( 果、

わせ) 。

澄⑤ P C板ト上とすへの施工て・は縦

きセッ る。

⑥ 白地をとるようにする。

⑦ テ ン パ セ y トパ y' f ¥等

の水平面に近い lもf の の 上 の

施工はできるだ避ける 。

③ 突1・f工司王を避けること。

⑨限 施工が可能な特殊躯体は

られているので吹付担当

者と事前に十分打ち合わせる。

褒 3 躯体の検討

注 1f. 
占

①縦{ 本村令を確認する。モル

タル仕上げ 2 ; 盟問以上、コン

クリート打放し脱型後 3 週間I

以上、プレコン強制養生 l 週

間以上。

② 極体検査とその確認。

(1) 躯体の巽状( 硬化不良、浮

き、クラック) のないこと。

(2) 躯体表面に付着物( / 口、

エフ口、型枠> 1 I J維部lの残存

がないこと) 。

③ 躯体の補修については吹

付位当者と十分な打ち合わせ

をする.

(1) 不陸、段違い、て・っぱり

すじ波打ちの除去

(2) 豆板、ジャンカ、ピンホ

- / レのパテ詰め

⑤ 目I也底やコーキング廻り

の ｾＩｪ 水性を確詑、する。

⑤ 特殊躯体上への施工の場

合は工位、工数が増加するの

で注意する.

⑥ 特殊躯体上へのパターン

は通常のモルタルやコンクリ

ート上へのパターンとやや呉

なるのであらかじめ確認する。

⑦ 表面白荒しの大きなもの

の上へのパターンは制限があ

るので注意する。

表 4 施工全般の検討

注 意
占

①る 施工中に降直雨、降施雪があ

ときには、 ちに 工を中

止させる。

② 強風業( 5  m /  s ec  以上 l( 下

の吹付事量生作 は要中止) さ。せる シ

ート の 必 性

③ 装ZZ11l 祭( 80%す R H以上) で

の 訟 は 止 る 。

@  主主装直後の降雨 ・降雪。

36 

結 来 理 由

施工可能の是非工、下期地モルタル処理の有無等に

より工程およ〈 び に変動がある。とくに冬期

は工J V j が長なる。

旧化ヒ粧材が下j也材として不前適当すな場合がある。

旧{ 粧材の完全な除去を提に る。

塗合袋い、左官吹、サッシ、床養、天井工法事が等か との取り

に よ り 付 材 施 工 の 生 方 わる。

クリア仕上すげとなるため、白塗華膜白華やエフロが

目立ちゃ く、色ムラ、 等のクレームの婆

因となる.

平付自立さでは乾燥および吸収ムラが発生定 しやすく、

吹が難しくなるため、滑らかなー した凹凸

ができにくい.

幅広い面積すでは硬化収織のさい生、一部引に 7 ラす色ッ

クがで出きゃ くなり、エフ広かロ望発い 積を きおこ

危 険 が る 。W.*したがって申直 面 で は 濃 彩

は避け、淡色とすること ましい。

. 4匝体クラ y ク等に よる首長響が垂直面にくらべ

強くでる 。

-仕す上高1) の老化が速い( 所定以上に仕上剤を塗

布 る ) 。

- 楽部に水がまわりやすく、最1) 離の要閣となる 。

作の性業工4がのZ要H発Hの検査が不十分であったり、前工伎

能等 揮されないっちに次工程に移るため、

剥離 因となる 。

ポンデ鋼板板、! I E 鉛引鉄板し、ステンレス鋼板) 、、ア

J レミニウム 、 石 材 ( っかりしたもの 合板

( 内装) 、 F R  P( 内装)

車古

*  
理 由

硬化不十分や乾燥不十分の上に絡工するとモル

タルからの剥離や躯体含水E容のムラにより、施

工後色ムラの要因となる。目視で乾燥ムラが認

められないことが大切である。

- 吹付村総工後、躯f本からの手当l離や 7 7 ックの

時〔凶となる.

- 吹付材制l離に つながる。

. ' 1'1枠J加l離剤としてはと くに金枠用の動純物t由

系統のものではとくに注意し、できれば避ける

Ｈｗｾ ｉｉｩ Ｚｬ 残存し、エマルンヨン喰布のさい、ハ

ジク l可{Io，)カzある) 。

- どの位l立まて'の liI i修を分1l1，するかによってて

JUJ 、'IVfl が拠な ってくる。

. 1収{ 寸村地iて後そのまま斜iゃ; 拶とな って 出て く

る。 1mm以上の不1! I 1は目立つ。

. 1吹付材地て後、そのままピンホールとな って

出てくる 。補修モルタ J レやノ、テ材には制加を泌

入したものをもちいる。

- パーライトモノレタ/ . 相i修は避けることが望ましい。

防水性が悪いとその部分から水が廻リ、性能を

i&とす場合がある。

躯体総 ｾｩ により、サンデイング、防錆斉 ｉｊ 処理の

必婆性が出てくる 。

通常の躯体上のものにくらべ、小粒でかつ全体

に簿〈吹付けされる 。

表面白荒しの大きなものの上は小粒柄が維しく、

ムラができやすいので避けることが望ましい.

結 来 理 由

材料が流出したり而、性能が発簿できなくなる→

シートによる被主主 の保穫。

- 所定め凹凸がて' きなし、。

- 周色ムラが飛で散きる

- 辺への による公害の発生。

乾燥時削が長くなるほど捻膜の密渚) 性がも低塗装下す

祭る。止すしたがっがて低笠温下・( 5 'c 以下 で を

ること ましい。

姿品図、強さによるが、仕上限の白濁、泡の発生の

となる。

表 5 養生の検討

注 意 占
結 来 理 由

)!?え P C板等移動のきいの硬

め確認。

l i R ! 伎) の出ていない聞の移動ずはアテ物を( 7 ッショ

ン を使っても表面がく れ、外観t J l なう 。

② 施工後、仕上す面を傷つけ クレーンやゴンドラ等tJ l の接触、足場昔11ばらしのさ

ないように注意 る。 いのt J l l等窃等は外観を ない因、その 分からの水

の佼入 、f去のクレーム要 となる 。

経 済 性 に 関 係 す る 事 柄 で あ り 、 重 要 な 検 討 課 題 で あ る と 言 え る 。

*  

建 家 の ト ラ ブ ル と し て 発 生 例 の 多 い も の の 一 つ に 、 外 壁 で の 雨 水

の 浸 入 が あ り 、 こ れ に 関 す る 最 近 の 話 題 と し て 、 外 壁 コ ン ク リ ー ト

に 発 生 し や す い ひ ぴ わ れ に 対 処 し 得 る 方 法 と し て 弾 性 吹 付 タ イ ル の

応用がある。

従 来 か ら 躯 体 コ ン ク リ ー ト の ひ び わ れ 対 策 と し て 、 躯 体 コ ン ク リ

ー ト に お い て 、 亀 裂 誘 発 目 地 の 設 置 、 化 粧 目 地 の 増 設 、 ひ び わ れ 発

生 抑 止 用 の 鉄 筋 、 メ ッ シ ュ 筋 の 採 用 、 コ ン ク リ ー ト の 翻 合 、 打 設 方

法 、 養 生 方 法 の 工 夫 な ど の 種 々 の 対 策 が 採 ら れ て い る が 、 か な り 良

い 条 件 が 揃 っ た 場 合 に は そ の 効 果 が 得 ら れ て い る が、大 部 分 の 例 で

は 、 コ ン ク リ ー ト の 硬 化 、 乾 燥 収 織 の 発 生 、 年 間 お よ び 月 間 に お け

る温度、湿度変化による建家の伸縮、部材の挙重 ｾｊ に対するコンクリ

ー ト の 変 形 追 従 性 能 が 低 い こ と な ど が 原 因 と な っ て 、 若 干 の ひ び わ

れ 発 生 は 避 け ら れ な い よ う で あ り 、 そ の ひ び わ れ 箇 所 の 防 水 性 、 気

密 性 が 低 下 す る こ と と な る 。

ひ ぴ わ れ 対 策 を 躯 休 コ ン ク リ ー ト で 解 決 す る か 、 l次 付 材 の 採 用 で

解 決 す る の が 良 い の か 、 現 時 点 で は 定 量 化 さ れ た 比 較 デ ー タ ー が 見

当 た ら な い よ う で あ る 。

比 較 検 討 項 目 と し て 挙 げ ら れ る も の に つ ぎ の 事 項 が 考 え ら れ る 。

・ ひ び わ れ に 関 し て

1  躯 体 の 単 位 長 さ 当 た り に 発 生 す る 本 数 と 幅 の 予 測 と 発 生 の 確 率

2  ひ ぴ わ れ 発 生 箇 所 の 鉄 筋 の 耐 力 低 下 の 推 定 ( 鉄 筋 の 断 面 欠 損 、

付 着 力 の 低 下 、 中 性 化 の 進 行 )

3. 繰 り 返 し 応 力 に よ る ひ び わ れ の 成 長 の 実 態

・ 躯 体 工 法 に 関 し て

1  . 検 討 工 法 の 施 工 性 と 経 済 性

2  検 討 工 法 採 用 時 の ひ び わ れ 対 策 効 果 の 見 通 し

・ 吹 付 材 に 関 し て

l  任 意 な 箇 所 に 発 生 す る ひ び わ れ に 対 す る 塗 膜 の 追 従 性

2. 塗 膜 の 耐 久 性 、 耐 候 性

4  . あ と が き

外 装 日 欠 付 材 に 発 生 す る ト ラ ブ j レ を 防 止 す る 方 法 は 、 そ の 原 因 に 対

応 し た 対 策 を 立 て る こ と に よ っ て 未 然 に 防 止 す る こ と が 可 能 で ・ あ る 。

そ の 一 つ に 、 現 場 施 工 条 件 の 改 善 、 吹 付 工 事 単 価 の 増 額 な ど が 挙 げ

られる。

現 市 販 商 品 に は 、 性 能 、 価 格 の 点 で 大 き な 幅 が み ら れ 、 そ の な か

で 要 求 す る 条 件 に 適 合 し た も の を 使 用 し て い る よ う で あ る が 、 こ れ

が な か な か 困 難 の よ う で あ る 。

こ れ は 一 つ に 、 吹 付 材 の 性 能 が 明 ら か で な い こ と と 、 選 択 時 の 要

求 性 能 項 目 の 優 先 順 位 づ け が 明 ら か で な い こ と が 影 響 し て い る よ う

で あ る 。 こ れ ら の 点 が 明 ら か に な れ ば 、 吹 付 材 施 工 後 に 起 こ る ト ラ

ブ l レ の 大 部 分 は 、 そ の 施 工 時 に 予 測 が つ く も の と な り 、 こ の よ う な

時 点 で は 、現 在 ト ラ ブ ル と 称 し て い る も の の 一 部 の も の は ト ラ ブ ル

と 称 し な く な る 時 代 に な る か も 知 れ な い 。

(1こしむら せいいち 徐式会社大林組技術研究所主任研究員)



- 外装吹付上材各論 4

材 料 選 択 は ど う す る か

小 俣 一 夫

1. 吹 付 材 と は

1. 1 吹 付 材 の 定 義

多様化の著しい建築用吹付材を一言で定義づけるのは難しいが、

日本建築仕上材工業会ではつぎのように定義している 。

「建築物の内外壁あるいは天井の表面に、ある穫の造形的なテク

スチャーパターンを与えると同時に、必要に応じて着色 ・つや出し

を行うため、主として吹付工法により施工した化粧用仕上材で、そ

の テ ク ス チ ャ ー パ タ ー ン は 砂 壁 状 ・ゆ ず 肌 模 様 ・クレーター模様 ・

凹 凸 模 様 ・スタッコ状 ・凸部処理模様・スチ ップル模様などがあ り、

山の 部 分 の 厚 き がO.3 - 15mm程 度 の 仕 上 材J

このように、建築用吹付材は建築物の化粧仕上げを主目的にした

ものであるが、肉厚による造形的なテクスチャーをもっていること

が一般塗料との相遠であり、昔日位によっては耐候性 ・防 水 性 ・遮 音

性 ・防露性などの諸性能を有することも必要で、ある 。また 、 施 工 法

としても吹付工法以外に、ローラー塗り ・はけ塗り ・こて塗りなど

の工法も含めたものである。

1. 2 吹 付 材 の 構 成

砂壁状吹付材など一昔日の吹付材を除き、吹付材が普及するにつれ

て、さらに高度の造形性が要求されるようにな ってきた。

これに対応して吹付材は、主として下塗 ・主材吹き ・上 塗 の 三 要

素による複合的構成をとることによって、つぎのような複合機能を

発揮し、要求される諸性能を充足する仕上材とな ってきている。

巨 劃 下1也への吸い込みを減らすとともに、これを均一に調整す

る。 これより主材による造形模様を均一にすると同時に、主材の下

地への付着性を高める 。

巨 亙 回 凹 凸 の 立 体 模 様 を 表 現 し 、 デ ザ イ ン 造 形 を 行 う 。 材 料

組 成 お よ び 造 形 模 様 の 厚 み に よ っ て 、 防 火 ・ 断 熱 ・遮 音 な ど い く つ

表ー 1 外装吹付材の種類と特長

J A S S  23 吹付工事における区分 組

かの遮断機能を 付与することが可能である。

正 記 着 色 ・ 光 沢 ・ 防 水 お よ ひ 澗 久 性 の 向 上 な ど の 表 面 性能 を付

与する 。

1. 3 吹 付 材 仕 上 げ の 特 長

① 施工能率がよい

吹付材仕上げは他の仕上げに比較して単位時間での施 工 面 積 が 大

きし、。コンクリート下地などの精度がよい場合には、吹付材の種類

によっては左官工法によるモルタルの下塗りを省略することができ

るという利点がある 。 その他いろいろの観点からも吹付けの施工能

率は高いと言える。

② 経 済 性

吹 付 材 仕 上 げ の 施 工 能 率 が 高 い た め 、 工 期 短 縮 と な り 、 足 場 架 設

費 も 軽 減 さ れ 、 壁 面 仕 上 げ の ト ー タ ル コ ス ト と し て 経 済的 である場

合が多い。

③ デ ザ イ ン の 多 様 性

吹付材による仕上げは他の仕上げと異なり、施工現場で自 由に造

形 仕 上 げ と す る こ と が で き 、 こ れ に よ り デ ザ イ ン の 多 様 性 が 得 ら れ

るという点が大きな特長である 。 とくに主材吹きと呼ばれる工程が

多様性に富んだ造形的下地づくりの機能を発揮する 。

④ 劣化時の影響が少なく、メンテナンスが容易

タイルが剥離したり、塗料が劣化したときなどと比較して、吹付

材が損傷した場合の方が見苦しくならないことが多い 。 このため吹

付材は劣化しても実用上の影響が少ないこともあって、メンテナン

スが容易であり、メンテナンス費用の面でも長期的に見て有利 な側

にある。

1. 4 吹 付 材 の 種 類 と 特 長

吹付材の種類と特長については J AS S 23吹 付 工 事 の 各節 に詳細に

解説されているので、これを参照されたい。

成 特 徴

品質に l期する規定

仕 上 げ の 種 類 略 称 fIII 成 主 な 接 合 材 主 な 骨 材 長 所 短 戸斤

セメント
白色セメント、ドロマイト

自主告が出やすい

砂ｾ状吹付材仕上げ
セメントリシン

* 水砂、けい砂 J I S - A  6907 
女{  

{聞 色むらを生じゃ

プラスター など すい

セメント
( 下塗材) 白色セメント、ドロマイト

耐 久 性 大
白惑を生ずるこ

スタッコ状吹付材仕上げ

セメントスタッコ 主 材
深水砂、 It い砂 J I S - A 6915 

美 装 性
とがある

( 仕上村)
プラスター など

合成鮒目旨 顔 料 J I S - A 6909 比 較 的 安 価

コニ匂7 ) レンョン

A 類外装用 ｾｭ 旨リシン 上 塗 合成樹脂エ 7 ) レション
汚れやすい

砂壁状吹付材

仕上げ

来水砂、けし、砂 A 煩外装用 適応下地が多い

セメント系

下 柑ー材 合成樹sYrエマ J レション裕司主系
顔 料 J I S - A  6910 光汚 沢 自 由

ひぴわれを生ず

器保様

絞層桜機吹イサ材仕上げ

複層吹付材 C  主 材 白色セメント

持E水砂、 Iすし、砂 復帰吹付材 C

iL lニく、、

畠ことカeある

イ士 」二 字寸 令成樹脂( エマ J レy ヨン、機械)
| 切火認定適合

合成樹脂エ7 ルション系

下が位材 合成樹脂エマルション溶液系
J I S A  6910 

光 沢 自 由

複層模様吹付材仕上げ

複層吹付材 E  主 キ寸 千子成樹脂エ 7 / レション 同 上
汚 れ に く い 強度発現が返い

f士 ヒ H 作成樹IJYr エ7 /レション、溶液)
複層吹付材 E  

適応下J也が多い

イ材寸 反シ応ョ硬ン化系形合成樹脂エマル
下 検 材 合成樹脂エ 7 / レション溶液系 J I S A  6910 光 沢 自 由

A L Cに不通

複層吹付材 R E  主 材 反応硬化 ｉｦｾ 樹脂エマルンヨン 同 上
適応下地が少な

仕上

複層桜様吹イ寸材仕上げ H:  ー中オ 合成樹脂溶液系

複層吹イサ材 R E  耐 久 性 大 L 、

反応硬化形合成樹脂溶液系
下 段 材 合成樹脂溶液系 J I S A  6910 

光 沢 自 由 A  L C に不通

If 複層吹付材 R S  主 材 反応硬化形合成樹肺 同 上
耐 久 性 大 適応下地が少な

複層模様吹付材仕上げ
仕 上 材 合成樹脂綿布主系

複層 l次付材 R S  
鋼板下地に可

し、
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ここには外装用に用いられるもののみに限定して、その一覧表を

表ー 1 に示す。

2  . 外 装 仕 上 げ に 対 す る 要 求 性 能

ここで一般に外装仕上げに要求される性能としてはどんなものが

あるかということを整理しておこう。建物の使用目的 ・使用箇所に

よっても異なるが、一般にはかなり高度な性能が要求される。

つぎに外装仕上げに要求される主な諸性能を列挙する。

直 童 図 普 通 の 外 力 に よ っ て 傷 つ か な い 程 度

直 亙 亙E ものが当たってもこわれなし、程度

団 亙E 下地のひびわれに追随できることカ望ましへ

|i 耐摩耗性( 耐洗浄性) | こすっても傷つかない程度

E*t t l 小さい方がよい。

| 耐凍結融解性| 凍結融解の繰り返しによって崩壊しない。

直 歪 回 熱 を 遮 断 し 、 室 温 を 快 適 に 保 ち 、 暖 冷 房 の 効 率 を よ く す

る。

直萱回外部から、あるいは内部からの音をさえぎる。

| 耐ひぴわれ性| 仕上材がひびわれしてはならない。

匝 ｻｾｴｴ I 雨 ・風 ・日光高温によって劣化したり 、変退色しては

ならない。

匠 萱 回 耐 久 的 に 付 着 し て 剥 が れ な い 。

直 亙 巴 帯 電 し た り 、 膨i閲したりして、汚染を促進することがな

し、。

団 I ，t1 1 作業性がよいうえに、施工時の環境条件に影響されない。

3  . 仕 上 材 選 択 の 際 の 一 般 的 注 意

建築仕上材を選択する場合、その表面仕上材としての部分のみで

考えることはできない。下地材を含めて構成部材として、すなわち

ビルデイングエレメントとして考えなければならない。

一般に視覚やテクスチャーなど意底的要求のみから仕上げ材を選

択することが多いものであるが、これは失敗につながることが多い。

仕上材と下地を組み合わせた構成部材としての性能を適確に評価す

る必要がある。

4  . 吹 付 材 の 選 定 法

の事故を考慮しなければならないし、畳間と夜間の気温の差の激し

い地域では外壁仕上材の膨張収縮による劣化や事故を考えておかな

ければならない。また山地や海岸などのように強い風にさらされる

地域では、とくに壁面防水対策が必要となる 。海岸に近い場合には

塩分を含んだ風の影響を考慮する必要がある。

近頃では寒冷地 ・熱暑f: t 也などて" の外壁の断熱性への要求も大きく

なってきている。また都会地の密集地域では外壁にも防火性が要求

される。これは建物の延焼防止というだけでなく、外壁が燃えるこ

とによって消防活動に支障を来たしてはいけないという配慮からで

もある。

箱工性についても立地条件の影響が大きい場合がある。たとえば

隣接建物との聞に余地がなければ足場も組めない場合もあり、現場

での作業を不可能にする場合すらある。

4. 2 施工時期

吹付材の施工にとって最適時期は春と秋の気候温暖の季節である。

これに反して塞冷期は最も注意が必要な時期となる。したがって仕

上げの時期は寒冷期を避けたいものであるが、どうしても工期の都

合でこの時期に仕上げなければならないときには、冬期施工の可能

な吹付材を選び、かつ採暖その他の養生措置を考慮しておく必要が

ある。

4. 3 施工条件

立地条件の問題とも関連するが、建物が密・集している場合に、吹

付けの際の材料の飛散が問題となる 。シート囲いなどの養生方法が

励行されるが、これでも完全には防止できず、 l次付工事ができない

場合も起こる。このような場合にはローラー塗りに変更することが

よい。

l次付材は吹付工法のみでなく、ローラー工法あるいはこて塗りも

可能で弘、このような場合にも対応できる施工性のよい材料である。

4. 4 構造種別と下地

吹付材を選択するに当たっては、その建物がコンクリート造か、

鉄骨造か、木造かということと、実際に吹付材の下地となる壁面構

成材が何になっているかということを考慮に入れなければならない。

構造によ ってはひびわれの目立たないものを選定する必要があ り、

建築様式によってもデザイン的特性から吹付材を選定する必要もあ

る。

吹付材の選定に当たっては、いくつかの要因につい

て総合的視野に立って考慮する必要がある 。吹付材の

選定に関わりのある要因の主なものについて少し考え

てみょっ 。

表 - 2 吹付材仕上げと適応する下地

図 - 1 吹付材の

選定に関する要因

吹付材の選定に関して考慮、しなければならない要因

のうち代表的な項目をまとめて 図一 1 に示す。

4. 1 建物の立地条件

立地条件に適合しない仕上材が使われると思わぬ事

故のもとになる。たとえば寒冷地では冬期の凍結融解
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コ P セ A コ せ ドし せ せ 木 木 石 Iナノマメロ弘、
鋼

節
下地の種類

メ L  

ン っ ロ つ

毛 片 綿

し、
/レ

ン C  ヲ、
つ 、

ーマ

習量ン
イ つ こヲ

セ ス

プ

ク ト C

セ
カ! っ

ト. 平 セ
番 ノマ

トプ
プ 7 ラ メ

メ ノレ

モノマ

:込ノ レ ン

メ

プ フ ラ〈 ポス J  ‘  

| ネ
J レヰ ロス ス

l ポ

ウ
ン

号
仕上げの償類

7' ッタ
7' 

ト |

t .  

ト J レ j レJ レ ク | ドド 4反 板ト 板 板 板 板

5  セメント砂2 状吹イ寸材 。。。
×  ×  ×  

。。。
x l O  X I X  

6  セメントスタ ッコ状吹付材 。
ム O ×  ×  ×  企 ム X I X  X I X  ×  

7  

合成樹脂エマルション砂壁状吹 。。。。。。
ム A

。
ム O む 1メ

イ寸材

8  セメント系絞層侠機吹付材
。。。

X  ×  ×  6 1 6  
。

X  1 6  X I X  

9  合成イ樹寸脂材エマ J レシヨン系複層模

係吹

。。。。。。
6 1 6  0 1 6  0 1 6  ×  

10 反応硬化形合成樹イ寸脂uエ" 7 J レショ

ン系複層線機吹

。
X I O  ×  ×  ×  X I X  

。
X I X  X  1 6  

11 

反応線暖化材形合成術脂溶液系複層

様 吹 付

。
x l O  ×  ×  ×  X I X  O l x  X I X  

。

12 ロック ウール吹付材 。
0 10  ×  ×  

。。。
O l x  

。
× ム

13 軽量 ｦｾｕ 吹イサ材 。。。。。。
6 ム 0 1 6  

。
6 1 6  

14 繊維質上塗材 。。。。。。
ム ム O ム 0 1 6  ×  

15 現場調合セメントモルタル 。
ム O ×  ×  ×  ム ム X I X  X I X  ×  

[ 注1 0 : 槻押'10: 械で適応し得る下地 ム: 特記によリ下地処理を行 う下地 X : 一般に使mしない下地



下地に対する各種吹付材の適応性については、 J AS S 23吹付工事

の 2 節下地を参考にし、なるべく O 印の吹付材を選ぶようにする 。

模様その他の要求により A 印の吹付材を選ぶ場合にはとくに下地調

整について十分検討の上特記する必要がある 。

表- 2 に吹付仕上げと適応する下地 を示す。

4. 5 要求性能の整理

壁面仕上材として要求する性能について優先順位を明確にしてお

く必要がある 。あまりに複合的高性能を要求すると相反する条件を

同時に要求することになり、材料選択を不可能にする 。

たとえば、一方で壁面防水の要求から下地のひびわれへの追従性

が要求され、他方では延焼防止の意味の防火性の要求も強いが、防

火性を強調してセメント系吹付材を選べば下地のひびわれへの追従

性を犠牲にしなければならないというようなことが起きる 。

また建物の性質 ・使用目的によっては壁面の透湿性、すなわち呼

吸し得る壁が要求されるが、この場合には他の性能を犠牲にしても

適度な透湿性のある材料を選ばねばならない。

4. 6 耐久性

壁仕上材に対する耐久性の評価基準はまだ硲立されていない。現

在日本建築仕上材工業会では建設省建築研究所と共同して「吹付材

の耐久性の研究」に取り組んでいるので、その成果が期待されてい

る。

たとえばセメントなどの無機系と合成樹脂の有機系とどちらが耐

久性があるかという問題をと っても、一概には結論し得ない 。

屋外に長期間日暴露した場合、合成樹脂ではチョーキングを起こし

たり、組織が老化してひびわれ ・はく離を起こすことが多く、この

老化という点では一般にはセメント系のほうが強し、が、これも打放

しコンクリートでも見られるように、長期間風雨にさらされると中

性化をうけるなど、表面の組織が荒れてくる現象が見られる 。 とく

にドロマイトプラスター ・消石灰などを多量に混入したセメント系

吹付材の場合などには、この傾向がさらに顕著にみられる 。 この場

合には、表面に渉透性合成樹脂を塗布することによってかなり補強

できることが知られている 。

その他の吹付材についても耐久性の優劣をつけることはなかなか

難しい問題であり、吹付材の組成・材質 ・テクスチャー ・施工部位

などによっても異なるものである 。

吹付材は一般に厚朕である上に複合的な構成をとっているので、

表面劣化部分のみを塗り替え、吹き替えすることによって容易に再

生させることが可能で与あり、またこれによ って吹付材の耐周年数を

延長することもできる 。

4.7 メンテナンス

外装の場合など、汚染が目立 ったり、退色 ・はく離を起こしたり

すると建物の美観を著しく損ない、建物自体の耐久性にも悪影響を

およぽす。このため清掃 ・補修 ・吹き替えなどの周期的メンテナ ン

スが必要になる 。このメンテナ ンス費用は軽視できないものがあり、

このためメンテナンス不要あるいは軽減を うたった吹付材もある 。

合成樹脂系材料の粘着性や帯屯現象などに起因する塵挨の付着に

よる汚染が問題にされる一方、セメ ン ト系材料の一種の風化性に由

来する「セルフクリーニ ング性J が認められている 。

スタ ッコ状吹付材のように大きな凹凸模様とした場合凹部の汚れ

方に比し凸昔日の汚れ方が少ないことから、かえって立体感が強調さ

れ汚れてもあまり美感を害することがないため、清掃の必要がない

とされるものもある 。

また、吹付材は上塗を周期的に 塗 リ替えることによ って永続的に

美観がよび性能を維持することが可能でレあり、一部劣化が生じても

部分的な吹き替えによって再生することができる 。 しかもこの吹き

替えの周期はかなり長期間であることが認められており、これなど

は吹付材の大きな特長の一つである 。

4. 8 意匠的要求と経済性

吹付材を選ぶ場合は、建物の大きさ ・様式・使用目的・構造種別

などを考慮しなければならないが、建主の好みも含めた意匠的要求

と、清掃 ・吹き替えなどの維持費用を含めた経済性によって決定さ

れる 。 しかし意匠的要求と経済性とは相反することが多い。すなわ

ち良いものは高くっき、安いものは惑いということになる 。そこで

比較的安くて、なるべく良いものをというのが選択の条件となるこ

とが多い。 このような場合に、価格が安〈、意匠的にも耐久性の点

でも比較的すぐれているという点て¥建築用吹付材が採用されるケ

ースが多い。

5  . 吹 付 材 選 択 の 実 際

以上のような各種の条件を考慮して、仕上材が選定されることに

なるが、一般にはこの吹イ寸材は他の建築部材に比較して工期のぎり

ぎりまで決定しない場合が多い。 これは構造材などに比べれば建築

上の必然、性に乏しい、すなわち建築の致命的な問題にはならないと

いうその重要性の点で、比較的軽い部位とみられているからであろ

つ。

それだけに斬新なものを求める傾向も強〈、これに応える製造業

者の企業努力の結果、今やまさに応接にいとまないほどの新製品の

氾濫となっている 。 とくにこの傾向は建築用吹付材の分野で著しい 。

さて、笑際に仕上材を選ぶ場合の手 )1頃を考えてみよう 。

銀行 ・商社 などの本 ・支庖ピルなど超大形高級ビルの場合は、最

も価格も高〈重量感のある壮麗な仕上げが要求されるので、高級石

材張りを選ぶことが多〈、少しグレードを落とした場合でも高級タ

イル張りか、金属成形ノ マネル・ P C カーテンウオールなどの化粧ば

りが採用される 。

中形商業ビル ・マンショ ンになると、タイル張りか複層模様吹付

材 ・セメントスタ ッコなどの高級吹付材が採用されることが多くな

る。場合によっては裏側になる壁面などはさらにグレードを落とし

て吹付リシンなどで仕上げられることもある 。

さらに 小規模の商業ピル ・事務所ビルなどの場合には、セメント

スタ ッコ ・複層模様l次付材 ・樹脂リシ ンなどの建築用吹付材か、カ

ラー鉄板など、工場などの場合には鉄骨造に化粧石綿スレート張り

などが採用される 。

また一般住宅の場合には、各種下見板 ・カラー鉄板やセメントス

タッコや樹脂リシン・セメントリシ ンなどの比較的安価な建築用吹

付材が主流となり、アクセ ン トとして部分的に石材 ・セラミ ックプ

ロ y ク ・れんがなどが用いられることがある 。

このように建築用吹付材は、その価格が4 ，000円/ 肘から 500円1m'

まで段階的に品種がそろ っており、そのイメージも多様性に富んで

いるので、いろいろな要求に応えられるという点で便利でh あり、こ

の点が建築用吹付材の今日 の普及をみた原因と恩われる 。

またここで一考を要する問題として、従来ビル建築には最も手頃

な仕上げとされていたセラミ ックタイルが、数年前から急速に建築

用吹付材にと って代わられた原因は、その価格差も大きな要素に泣

いないが、戦後施工された外装タイルの制落事故が施工後数年にし

て頻発し、外装タイルの安全性が危i具されるに至 ったことも見落と

してはならない要素であろう 。

(はた かずお 日本 位 築仕上 村工業会副胤 〈 技術香川 )

小野 凶主 ｉｉ 材株式 会 社 取締役 技 術部 ｬｾ . 技術上
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将 来 ど の よ う に 発 展 す る か

岩 崎 行 男

外 装 吹 付 仕 上 材 は 、 通 産 省の 日 本 標 準 商 品 分 類 で は 「 建 築 用 吹 付

材 J とし て登録され( 昭和 50年 3 月) 、これらの材料メ ー カ 一 団 体 ・

日 本 建 築 吹 付 材 工 業 会 ( 現 日 本 建 築 仕 上 材 工 業 会) が 建 設 省 か ら 防

火 材 料 認 定 団 体 と し て 認 定 ( 昭 和45年 4 月) されていることから、

建 築 用 吹 付 材 の 一 般 名 称 て ¥ 一 つ の 産 業 と し て の 地 位 が 確 立 し て い

るといえる 。 こ の 建 築 用 吹 付 材 は 、 吹 付 工 法 の 普 及 発 展 と と も に 種

類 、 施 工 範 囲 が 激 増 し 、 戦 後30年 聞 の 発 展 は ま こ と に め ざ ま し い 。

今日では、製造メーカーは日本建築仕上材工業会( 通称、 N S K工

業 会 ) 加 盟 社63社 ( 他 に 未 加 盟 メ ー カ ー を 含 め る と 100社 に お よ ぶ

といわれる ) で 、 品 種 は 1. 000種 を越え、生産総量は昭和54年 N S K

工 業 会 の 調 査 に よ れ ば 約31万ト ン 、 施 工 面 積 は 1. 5億 m' く ら い と 推

定 さ れ る 。 因 み に 昭 和53年 8 月 に 通 産 省 生 産 局 窯 業 建 材 課 よ り 発 表

さ れ た 「 建 材 産 業 の 長 期 ビ ジ ョ ン J に よ る と 、 建 築 用 吹 付 材 の シ ェ

アはつぎのように発表されている。

外 装 仕 上 げ に は 住 宅 約50% 、 非 住 宅 約6 0 %と 圧 倒 的 な 施 工 量 で あ

表 - 1 建築用吹付材の種類とそのテクスチャー

自主 日乎 称 規 格 番 号 規

る。 一 方 内 壁 、 天 井 仕 上 材 で は 他 の 壁 装 材 の ウ エ イ 卜 が 高 〈 、 逆

転 し て い る 。 ま た 別 の 報 告 に よ れ ば 、 昭 和51年 の 建 材 総 需 要 は 21. 3  

億m'で 、 建 築 用 吹 付 材 の シ ェ ア 5. 8% 、こ れ が 昭 和60年 に は 5 .9 3 %

に 上 昇 す る と い わ れ て お り 、 い ず れ に し て も 内 外 装 と も こ の 建 築

用 吹 付 材 は 、 仕 上 材 の き わ め て 大 き な ウ エ イ ト を 占 め る と と も に 、

将 来 と も シ ェ ア は 維 持 さ れ る も の と 恩 わ れ る 。

*  
と く に そ の 発 展 の 著 し い こ こ 15年 間 の 大 き な 変 動 を 述 べ て み る 。

J I Sの 制 定

.  J I S A  6907 ( 1977年 ) セ メ ン ト 砂 壁 状 吹 付 材 ( 1975年 、 化 粧 用 セ

メント l次 付 材 と し て 制 定 さ れ た が 、 そ の 後 大 幅 に 改 正 さ れ た )

.  J I S A  6909 ( 1975年 ) 合成 樹 脂 エ マ ル シ ョ ン 砂 壁 状 吹 付 材( 1972

年 制 定 さ れ た が 、 後 に 一 部 改 正 )

・J I S  A  6910 (1975年 ) 複 層 模 様 吹 付 材

.  J I  S  A  6915 (1979年 ) セ メ ン ト 厚 付 け 吹 付 材

格 名 テ ク ス チ ャ ー

セ メ ン ト リ シ ン ( 被 水 性 ) J IS A  6907 セメント砂壁状吹付材 リ シ ン 状

ア ク Jレ y  
ノ、

外装用 A 類

リ シ ン 状ス キ ン y  J‘  r  

合成樹脂エマルション 外装用 B類
J IS A  6909 

ア ク ノ レ ジ ュ ラ ク
砂壁状吹付材 内装用 A 類

ジ ュ ラ ク 状
ス キ ン :.; 

コー フ ク
内装用 B 類

セ メ ン ?  イ Jレ
C  

クレーター模様、凹凸桜線、凸部処理模様
ア ク Jレ ?  イ Jレ

J I S A  6910  複層吹付材東

E  

水 系 エ ポ キ ン タ イ Jレ
R E  

凹凸模様、凸部処理模様ｔ 容 ｾｉ エポキシタイ ｊ レ
R S  

ス タ ' / コ 吹 付 J IS A  6915  セメント厚イ寸け吹イ寸材 スタ y コ状吹放し、スタ ッコ状凸昔日処J ! l ! . 模様

パ - 7  イ ン ン
セメント系

ひ る 石 :ノ ン J AS S  23 M- I 02 軽量骨材吹付材 粘結材系 リ シ ン 状

ひ る 石 吹 イサ 合成樹脇工マルション系

溶 剤 形 合 成 街 脂 リ シ ン
リ シ ン 状

樹 』旨 ス タ
、y

コ
スタ ッコ状吹放し、スタ ッコ状凸昔11処理桜様

弾 性
ノ• 

ン
リ シ ン 状

E唯 性 吹 付 タ イ Jレ
クレーター模様、凹凸棋線、凸音11処型鋭機

弾 性 ス タ ' / コ
スタ y コ状吹放し、スタ y コ状凸部処理紋様

I主酸質 (無機高分子) リ 1ノ :..-
リ シ ン 状

珪酸質( 無機; 問分子) I次イ寸 タイノレ
凹凸模様、凸昔日処理桜様

庄西量質( 無機高分子) スタ ッ コ
スタッコ状吹放し、スタッコ状凸部処理主桜様

東複層吹付材のJlSにおける正式名林は複層燥機吹付材 と称し、樋類についてはC : セメント系、 E : 合成樹脂エ"71レンヨン系、 RE : 反応硬化形合成樹脂エ" 71レンヨン系、 RS: 反応硬化形合成樹脂溶液系という .
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その後、新たな吹付材が開発されており、 J I S 制定への要望もで

てきているが、現在、工技院においてこれまでのJI S の整理集約の

検討が進められており、新規開発製品はその中に包含される予定で

ある。

J A S S  ( 日本建築学会工事標準仕横書)

J A S S  23 ( 吹付工事) が52年発刊され、独立の章となったが、

J AS S  15 ( 左官工事) 、 J A S S 18  ( 塗装工事) にも一部記載され、

各業種に適した仕様となっている 。

建築用吹付材はその名称、こそ吹付材と称しているが、今日では単

に吹付工法に止まらず、刷毛塗り、ローラー塗り 、コテ 塗りなどの

諸工法を駆使した複合工法にわたってきており、むしろ諸工法を併

用していろいろのパターンをつくる造型仕上材となってきている。

その種類とテクスチャーを 表 ー 1 に示す。

*  

建築用吹付材のこのような発展とともに、最近とくに関心が高ま

ってきているものに下地調整材がある 。 コンクリート下地や A L C

などの粗面の仕上げに、従来はセメントモルタルのコテ塗りで平滑

に仕上げた後に、吹イ寸や塗装がなされていたのであるが、コンクリ

ート表面の精度の向上や工法の発展につれてこのモルタル塗りを省

略して、各種下地処理材の施工によって仕上げることが増えてきて

いる。 J A S S  23や日本住宅公団標準仕様警にも、とくにセメント

系下地処理材の品質や施工基準を設け、また、改装工事にもこの必

要性が高まるなど定着しつつある。最近とくに注目されているセメ

ント系下地処理材の種類を 表 - 2 に示す。

表 - 2

J ASS 23 日本住宅公団共通仕様笹( 昭和53

年度) コンクリート補修材および 左官工事用薄塗材

下地調整材 下地処理材

セメントノロおよ

ぴエマノレション入

セメントノロ

合成樹月旨エ 7 ノレション しごき用およびエ

入セメントベースト ' 71レション入セメ

3  mm以下 ントペースト

話t R 旨固形分 5 - 15%  

合成高分子エ 7 ノレション入セメン

トベースト ( 刷毛塗用)

コンクリート打継ぎ面などエ' 71レ

y ョン 3 0 %

セメント系フィラー

3  mm 以下 ( 刷毛塗周 )

セメン F フィラー ( コテ塗用 ) R草塗用およびエマ

全面地付けエ' 71レション 1 0 %以上 l レション入薄塗用

合成樹脂エマノレション 合成高分子エ' 71レンヨン入セメン 補修用およびエ7

入セメントモ J レタ J レ トモノレタ J レ( コテ塗用) ノレション入セメン

3  mm以上 エマノレシ ョン 15% 以上 トモ J レタ 1レ

樹脂図形分15%

表 - 3 防火材料認定番号，工業会分類 およ びj l S との関連

防火材料

防火材料一般名

工業会

摘 要

認定番号 分 類

基材同等 I 類 セメント砂盟主状吹付材 ( J IS A  6907)  

第0003号
無機質砂壁状吹付材 無機質 セメント厚付け吹付材 ( J IS A  6915)  

吹付材 はここに入る。

同 H 類 合成樹脂エ7 ノレション砂壁吹付材

第0004号 有 機 'El 砂 壁 状 塗 料
有機質 ( J IS A  6909) はここに入る。

吹付材

同 田 鎖 複層桜線吹付材 (J IS A  6910) セメン

第0005号
複合型化粧用仕上材

複合層 ト系はここに入る 。

吹付材

*  

冒頭に述べたように、建築用吹付材は建設省よ り通則的認定の防

火材料として認定され、「基材同等」となっている 。 その認定番号と

J I S の関連を 表ー 3 に示す。

将 来 へ の 展 望

このように住宅、非住宅を 間わず、 内外壁仕上材 として 不可欠の

仕上材に定着したこの建築用吹付材について、不透明な 80年代では

あるが、これまでの動きから、今後の発展 を期待を こめて傾向を述

べてみたいと思う。

高度成長を続けてきた 70年代は、建設業界においても 、社会生活

の充実を図るフ ロー中心の方向に進んできたものであるが、安定、

低成長に移行した 80年代以降は、社会環境の充実を図るストック重

視の経済を志向するといわれている 。住宅事情の緩和に伴い公共住

宅、一般住宅を 問わず、ただ単なる着色仕上 げから耐久性、造型に

よるファッション性、さらに 何 らかの機能を具備した仕上材への要

望が高まり、仕上材は一般的な汎用化 と高級化と二元的な傾向にな

ってきている。 同時に施工との一体化、すなわち材工一体化への志

向は一般的な汎用化とともに、これも二元的な傾向を示すこととな

る。総合的な建築仕上材への発展が期待されるこれらの観点から、

将来の展望を試みることにする。

1. 省資源と建築用吹付材

いうまでもなく、石油資源 lこ依存した合成樹脂系の各種仕上材は、

その数量はともかく価格、供給に問題点を残しており、いわゆる 脱

石油系への傾向は避けられない 。 そこで建築用吹付材のはじまりで

ある防水リシンや色セメント吹付材などのセメント系への回帰が望

まれるのである 。厚付け仕上工法の西独のエーデルプッツ工法は、

最近まて''''i 合成樹脂エマノレション化に片寄っていたが、再びセメン

ト系が大きく復活し、今日では 50 :  50にな ってきている。

また、真の省資源は耐久性の向上に連なるもので、耐久性のある

素材をさらに長期間保持せしめるため、セメント系などの厚膜化へ

傾向が高まってきている。

昨年より N S K工業会では、 5年間を目標に建築研究所と建築用

吹付材の耐久性の共同研究を続けており、この結果によって、各吹

付材の耐久性のランクや促進パクロ試験の 比較データーなどの参考

資料がまとまるものと期待される。

2  . 機能性と建築用吹付材

最近急速な伸張率を示している吹付材に、弾性吹付材がある。塗

膜防水材として屋上防水から外壁面防水にも移行しつつあるウレタ

ンゴム、アクリルゴムなとーの塗布防水材て、あるが、それらを着色し

たものが、防水を兼ねた吹付材として脚光を浴びてきている。それ

は塗膜の弾力性によって下地のキレツに追従し 、壁面の防水性を保

持することができることがその特徴であるが一一通気性に問題点を

残しているが一一、このように塗膜に機能をもたせ、一石二鳥をね

らった吹イ寸材が増えつつある 。鉄面の錆止めに水性系やセメン系プ

ライマーを塗装することが最近研究されているが、鉄面への吹付材

の造形仕上げも水系で、の施工が可能となりつつある。他に |坊音、断

熱、防湿など躯体の保護に重点をおいた美装日欠付材への傾向などが、

これからの外装仕上げのニーズである 。

3  . 工法と建築用吹付材

建築用吹イ寸材が外装仕上材として諸工法を併用して仕上げる傾向

はすでに述べたが、エーテソレプッツ工法のようにコテ、日欠付、ロー

ラ一、席IJ 毛塗りを同一業者で施工する総合仕上業者や、システム的

グループが増えている。これが建築用吹付材のこれからの傾向であ
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るが、日本住宅公団が昭和45年マスチック塗材 ローラー工法を発表

し、従来の吹付工法と併行して外装仕上の新機軸を打ち出した。さ

らに最近厚付けローラー工法や凸部押え工法、 P C プレコート工法

と、その多様化の施工基準をつぎつぎと採用しており、これらが公

共住宅や一般建築にも普及してきている 。 また吹イ寸工法が周辺を汚

染せしめるために、その防除対策とともに改良吹付工法や吹付材の

研究も進められている 。

今後、工法、材料の多様化がなお進むものと思うが、一方、各施

工団体の統合された全国建築仕上協会などの設立によ って、材工一

体の笑をあげるため、業界関の協調による新技術の開発、開拓の共

同研究も進められている 。

4  . 複層模様吹付材の傾向

建築用吹付材のうち、とくに複層模様吹付材が伸びてきている 。

これは注目すべきことである 。かつて 10年余り前、筆者はセメント

系吹付タイルの出現の際に、これが今後の吹付材のキメ手であると

書いたことがあ ったが、以来、合成樹脂系に代わ ってその進出がめ

ざましい。そのうちとくに最近の傾向では、反応硬化形エマルショ

ン系と弾性系の伸びが著しく、当分はこの傾向が続くものと思われ

る。

一方、徐々にではあるが無機高分子系が堅実な伸びを示し、セメ

ント系ともども無機系も期待できる 。当初はこの複層模様吹付材

( 吹付タイル) は、日次付材の高級仕上品として期待されたものであ

るが、今日では全〈汎用品として用いられており、このことはむし

ろ仕上げのレベルア ップとして歓迎すべきことである反面、その品

質の低下が憂えられている 。

今後は造型に新しい型を取り入れるなど、施工の高度化を図って、

高級化へのイメージを高める必要があろう 。

5  . 改装工事 と建築用吹付材

現在の建築物の外装のほぼ半分は建築用 l次付材で仕上げられてお

り、他はモルタル、亜鉛鉄板、石綿スレート、タイルなどであるが、

その改装にはタイル貼りなどの乾式工法を除けば、 I次付材、塗料の

施工が最も多い。改装に際しては、初回よりも高級仕上げへの要望

が多いが、その施工に際しては入念な下地処理とともに、サ ッシ、

樋、屋糠工事など関連工事との連けいが伴う場合が多い。

業界て酬は下地処理材への基本的操作の標準仕様の確立の準備を進

めているが、仕上材との関連の深い下地処理に対しては、各製造業

者の仕様や各工事の システム化を取り入れた対策を考えねばならな

い。建築吹付材の信用を高めるためには、改装にその場限りの安易

な施工が往々にしてみられるが、厳に慎しむべきであろう 。現在既

住宅が3，700万戸を越すといわれており、その改装工事は一大産業

となりつつあるが、まだその対応については未経理の感が深〈、予

れが、業界や各業者の大きな課題である 。

あとカずき

日欠付工業が材料、施工とも転換期に入ってきているといわれてい

るが、建築用吹付材も各商品の新陳代謝による盛衰はともかくとし

て、なお今後伸びる材料である。すなわち各時代に応じた素材、仕

上がり パ ターン、機能性、施工の機械化などは、今日までの発展を

みても十分に対応で きる業界である 。建設業界などのニーズを十分

にキャ y チし、それを消化し、満足される建築用吹付材への努力を

進めれば、明るい未来とその社会的責任を果たすことができること

を確信するものである 。

( い わ ささ ゆきお 日本ill 築仕上材工業会会長)
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製 品 名 | ダ イ フ ネ ン T ( トンネル用)

会 社 名 |大 阪 曹 達 株 式 会 社

担 当 部 課 | ダ イ フ ネ ン 部

用 途 l ト ン ネ ル 内 壁 及 ぴ 地 下 鉄

住 所 | 干 550 大 阪 市 西 区 江 戸 堀 1 丁目 10番 B 号

電 話 | 大阪 ( 06) 443ー 5501( 代 )

- 火 災 に 安 心 ー無 煙 ・不 燃 性 で あ る 。

長 | ・耐 水 性 が よ い … 下 地 よ り の水に強い。

・耐 久 性 は 抜 群 でーある。

・明るく安全・・電力節約 と安全向上。

能 |

・洗 浄 が 簡 単 で あ る 。

・工 事 費 が 安 い 。

特

と

性

下
地 | コ ン ク リ ー ト 面 、 モ ル タ ル 面 等

物

品

H

塩

添

酸

質

イ

機

ケ

無

•• 質

伽

料

機

硬

顔

鑑

…

質

質

6

材

機

機

M

W

骨

無

無

m

-

-

-

賀
・

+

4

4

8

z

 

，J A  5 5 2 3 に よ る 分 類 と 規 格

無 機 質 吹 付 材

厚 付

無 機 厚 付 材

製 品 名 |ラ フ ト ン ジ ャ ン ボ

1  . 素 地 調 整 汚 れ 付 着物 は 完 全 に 除 去 し 、不陸調整在す

る。

標 準

ク ラ ッ ク 、 ピ ン ホ ー ル は補 修 す る 。

2 . 主 材 吹 付 ス プ レ ー ガン に て 主材 調合 の 上 2 回 吹 き

施 工 法 | を行う 。

3 . 上 塗 ダ イ フ ネ ン 表 面処 理 剤 を ス プ レ ー ガ ン 又

は ロ ー ラ に て 塗 布 す る 。

用 途 | 建 築 物 の 外 壁 及 び 内 壁の 吹 付 化 粧

1  . 下 吹 き は 素 地 が す け な い よ う 均 一 に 、 上 吹 き は 全 体 が

均 一 に な る よ う 塗 装 す る こ と 。

施 工 上 の I 2 . 粘 度 調 整 の 水 は 材 料 1 セ y ト当り 2 %以 内 と す る こ と 。

注 意 事 項 I 3 . 液 剤 と 粉 剤 を 混 合 し た あ と は 硬 化 が 進 む た め 1 時 間 以

内 に 使 用 す る こ と 。

- 一 液 型 で 施 工 性 が 優 れ る 。

特 長 | ・耐 水 性 、 耐 汚 染 性 、 耐 候 性に 優 れ水 洗 い が でーきる。 1下

| ・ 吹 付 工 法 に よ り 大 柄 桜 様か ら 小 柄 模 様 ま で で き 、 凸 部

と |  処 理 様 様 も 可 能。

性 能 | ・ 色 調 は 自 由 に で き 鮮明 な 色彩が得られる。

設 計 価 格 I l ，OOOm'基 本 設 計 価 格5 ，000円 / m' ( 55年 6 月 )

( 年・月 ) 1止 水 ・交 通 笠 理 含 ま ず 。

会 社 名

鈴 鹿 塗 料 株 式 会 社

担 当 部 課

0593- 46- 1116 住 所 1 :本 社 四 日 市 市 塩 浜 町 1

電 話 | 大 阪 営 業 所 大 阪 市 西 区 千 代 崎 1 - 3 - 7 06- 5 81- 3091  

コ ン ク リ ー ト 、 モ ル タ ル

P Cノマネ J レ、 A L Cノマネ J レ、 7' ロ ック

地 |

石 綿 セ メ ン ト 板 ( ス レ ー ト 、 フ レ シ キ ブ ル ボ ー ド )

単 板 、 合 板

J  1  S  A6 910複 層 模 様 l次 付 材 に も と ず く 試験 に 合 格

下 塗 材 アクリル樹月旨

材 質 | 主 材 アクリル合成樹脂エマノレ シ ョ ン

仕 上 材 ア ク リ ル 樹 脂

，J A  5 5 2 3 に よ る 分 類 と 規 格

J  A  S  S  23吹 付 工 事

合 成 樹 脂 エ マ ル シ ョ ン 系 複 層

模 様 吹イ寸 材 ( 複 層 吹 付 材 E )

仕 上 げ に 準 ず

標 準 色 見 本56色

淵 色 自 由 に 可 能
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標 準

h で
ラフトンジャンげポ Iラ フ ト ノ ジ ャ ン ポ

吹 肱 し 仕 上 凸 部 処 理 仕 上 げ

不陸. 巣穴、エ 7 ロなどのない消浄主・面と

l  下地調鐙 する. 下地強度 5kg/回 以 上 P H9 以下、

官水耳l I O%以下

2 下
盤 ラフトノンーラーまたはラフトン EM; . -ーラー はけ、ローラー、スプレー

3  主材吹き
ラフトンジャンボ ＱＷＷｾＯ［［ 州伽 γ ト 用 スプレー

4  凸部処理 |ょ出1: ローラ4 え

5  仕上村穐
ラフトン77

'
)エナメルまたはラフトンE Mエナメル ローラ一、スプレー

施 工 法

施 工 上 の

- 吹 付 面 以 下 の 養 生

・仕 様 通 り の 施 工

・気 象 条 件 [ 気 温 5. C以 上

| 湿度85% 以 下

| 風速 5 m/ 秒 以 下

L 降 雪 降 雨 の な い こ と

- 溶剤系主主料の火気厳禁

注 意事 項

設 計 価 格

( 年・月)

ラ フ ト ン ジ ャ ン ポ 吹 厳 し 仕 上 げ 2 ，500問 / m'

ラ フ ト ン ジ ャ ン ポ 凸 部 処 理 仕 上 げ 3 ，000円/ m'

昭 和55年 9 月現必



製 品 名 |アロンウォ- ) レ

会 社 名 | 東E 合 成 化 学 工 業 株 式 会 社

担 当 郵 煤 l 建 材 事 業 部

周 途 l 外 壁 化 粧 防 水 材

住 所 l 〒105 東 京 都 港 区 西 新 橋 1 丁目 14番 1 号

電 鼠 I T E  L 東 京03( 502) 2311大 代 表

特 長 l

l  塩 害 ・凍 害 ・多 雨 ・多 湿 等 厳 し い 自 然 条 件 よ り

モルタル塗刷毛号| き仕上・コンクリート打放し

下 地 |

A L C 板 ・P C板 ・ 磁 器 タ イ ル ・吹 付 タ イ ル 等

と |  コ ン ク リ ー 卜 建 物 を 保 護 す る 。

I  2.  - 40. C より +80. C迄 の 巾 広 い 温 度 条 件 に 適 用 す る 。

性 能 '

材 質 | ア ク リ ル ゴ ム 系 塗 膜 防 水 材

寸

付

吹

吹

ト

一

付

付

一

マ

笠

吹

吹

コ

イ

調

管

層

プ

ラ

地

水

様

ツ

プ

下

防

模

ト

①

②

③

④

⑤

 

準

法

エ

棟

施

.J A S S 2 3 に よ る 分 類 ど 規 格 塗 装 表 面 又 は 施 工 例 写 真

複 層 吹 付 材 E に準ずるも、

物 性 ・ 性 能 と も は る か に 上 廻 る 。

製 品 名 | ト ー ヨ ー ア ド ブ リ ッ ク

，uM|① 下 町 分 乾 い る こ と

aaa. ・I注 意 事 項 ② 気 温 5. C 以 下 で の 施 工 を 避 け る こ と

...・
.・ .. 
.. ・・

__・
-・

設 計 価 格 11 S T 工 法4200円 / m' ( 5 5 / 10現 在 )

( 年・月)

会 社 名
東 陽 化 成 株 式 会 社

担 当 部 際 大 阪 営 業 所 吉 村 、 岡 田

住 所 干 550 大 阪 市 西 区 江 戸 堀 2 ー 7 - 2 9

電 E舌 T  E  L  06- 443ー 0977

用 途 | 内 外 壁

特 長 下

打ち放しコンクリート、 P C板

地 |

モ ル タ ル 、 ブ ロ ック、 A L C 、 ボ ー ド

と

レ ン ガ 調 、 タ イ ル 調 の 白 地 を デ ザ イ ン し た

特殊ノ守ターンの吹イ寸材

性 自E

塗 装 表 面 又 は 施 工 例 写 真

1  . 紫 地 調 盤

2 . 下 吹

標 準 I 3. ス ミ 打 ち

4 .  目t也R占り

5. 中 吹

施 工 法 I 6 上 吹

7. 目I也とり

8 .  ト ッ プ コ ー ト 仕 上 げ

材 質 | シ リ カ 及 び ウ レ タ ン 樹 脂

Ｇｾ＠

施 工 上 の

注 意 事項

設 計 価 格

( 年・月)

6000 円/ m' ( 55年 9 月)
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製品名 ｬ ニッ，、ｾ D A  N タイ J レ

会 社 名 | 日 本 ペ イ ン ト 株 式 会 社

担 当 部 課 | 建 築 塗 料 部

住 所 | 〒 553 大 阪 市 悩 島 区 悩 仏 6 丁目 8 番10号

用 途 | 建 築 外 壁 ( コ ン ク リ ー ト、 モ ル タ ル 等 ) の 新 築 と 塗 替 え

電 話 I T  E  L  06- 458ー 1111

コ ンクリート、モルタル、 A L C版

・建 物 の 壁 面 に 発 生 す る ク ラ ッ クを高弾性塗膜で吸収し、 I  I  P  C コ ン ク リ ー ト、 ス レ ー ト板 等

特 長 | 水 の 校 入 を 防 ぎ ま す。
I下 地 | またセメントリシン面等の塗替え。

と

- 耐 水 性 、 耐 佼 性 に す ぐ れ 、 長 期 に わ た り 、 伸 張 性 を 失 い

ません 。

コ ポ ン マ ス チ ッ ク プ ラ イ マ ー ( エ ポ キ シ 樹 脂 プ ラ イ マ ー )

を塗装すれば鉄商にも可。

性 能 I • P:欠イ寸仕上げからローラー工法まで、はば広い施工が可能

で す。
紫 地 調 繋 : ごみ、粉化物、 油脂 等 を 除 去 し 、清 浄 な 面 と す

る。

主 材 は 、 ア ク リ ル ゴ ム エ マ ル シ ョ ン 系

標 準 l

h 下 主主 : ニ ッペ D A Nタ イ ル シ ー ラ ー を ロー ラ 一 、 ス プ

レ一、にて塗装する。

施 工 法 l 中 塗 : ニ y ぺ D A Nタ イ ル 中 塗 を 、 ベ ー ス 塗 、 模 様 塗材 質

上塗は、 5単 位 ウ レ タ ン エ ナ メ ル

の 2 固 に分けて主主装。

.J A S S 2 3 に よ る 分 類 と 規 格 塗 装 表 面 又 は 施 工 例 写 真

上 塗 : ニ ッペ D A Nタ イ ル 上 塗 を 2 回塗装する。

合成樹脂エ" 7 } レション

複 層 模 機l次 付 材 に 類 似 す る 。

- 施 工 は 主 に J A  S  S  - 2 3吹付工事にもとずいて行う。

施 工 上 の | ・ クラ ッ ク 吸 収 の た め 、 中 塗 の 塗 付 註 ( 2 .0kg- 3. 0kg) を

|  厳守する。

注 意事 項 |

1 ・事 前 に 試 験 塗 装 を 行 い 仕 上 げ を 決 め 、 施 工 担 当 者 の 承 認

を受ける 。

設 計 価 格

| 標準吹付仕上げ 3500円 / 耐 ( 昭 和55年 9 月)

( 年・月)

製 品 名 |フジコート( グラスファイ' " ーコート)

会 社 名 | フ ジ モ リ 産 業 株 式 会 社

担 当 部 課 | 建 材 営業 部 営業 第 2 課

用 途 | 建 築 物 の 内 外 装 吹 付 材

住 所 | 〒 541 大 阪 市 東 区 博 労 町 2 - 41 中 博 ピ ル

電 話 I T  E  L  0 6 - 2 71- 4131 

- 強 力 な 附 活 性 と 自 由 な 伸 縮 性 、 鉄 板 、 ガ ラ ス に も 抜 鮮 の

一 下 地 ( コ ン タ j ト P C板

特 長
附 活 力 。

下

地 モルタル、 A L C

と

- す ぐ れ た 防 水 性 、 機 水 位。

ボ ー ド 、 鉄 板

- 塩 害 を 受 け や す い 海 岸 附 近 の 建 物 に 最 適。

ガラス

性
首E ・既 調 合 タ イ プ

• R  S タイプ・ R E タ イ プ が 有 り ま す。

キ票; 準

① 下地 の 調 整

ヰオ

ポ リエ ス テ ル 系 ( 主 材 )
② 下 塗 材 ( シ ー ラ ー )

質 |

グラスファイパ一、ノ マーライトイ也
施 工 法

| ③主材( フジコート)

塗 装 表 面 又 は 施 工 例 写 真

プ
J

叶

風

タ

強

燥

S

、

乾

R

雪

全

(

降

完

意

、

の

注

雨

地

気

降

下

火

••• 
の

項

上

事

工

事

思

施

注

設 計 価 格

( 年 ・月)
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製 品 名 | ア ク リ ト ー ン

用 途 I :建 築 物 の 外 壁 の 化 粧 防 水 材

会 社 名 | 三 菱 レ イ ヨ ン ・ エ ン ジ ニ ア リ ン グ 株 式 会 社

担 当 部 課 | 大 阪 営 業 所 ア ク リ ト ー ン 事 業 部

住 所 |〒 530 大 阪 市 北 区 中 之 島 2 丁目 3 番 18号

電 臨 I T  E  L  06- 202- 2241 

1  . 下 地 亀 裂 に 追 随 す る 伸 び を 有 す る

特 長 | 。 |下

I  1  . 低 温 時の伸 び が ー20" Cで100% あ り、耐寒性にすぐれる。

最 適 下 地

地

モ J レタ J レ、 A  L C ;t反、 R C 、 P C  

と I  1  . カ ラ フ ル な 色 彩 と 美 し い パ タ ー ン 仕 上 り が バ ラ エ テ ィ

Ｋ金肯ｾ
に富んでいる。

1  . 主主膜は均一にシームレスで、防水層として機能をもっ。

材 質 1. 主材 ア ク リ ル ゴ ム エ マ ル ション

J  A  5 5 2 3 に よ る 分 類 と 規 格

J  1  S  A  6021 ( 屋根用塗膜防水

材 ) と J A  S  S  23 分 類

J  1  S  A  6910 E 複 合 商 品

様i VJ 色 24色

調 色 可 能

製 品 名 セ ラ タ イ ル U

用 途 建 築 用 内 外 装 吹 付 仕 上 材

塗 善 裏 表 面 又 は 施 工、伊j 写 真

- 無 機 質 系 に 比 べ 伸 延 性 が あ る た め ク ラ ッ ク の 発 生 が な い 。

特 長

- 強 力 な 付 着 力 と 耐 候 性 に 優 れ て い る 。

と - 仕 上 材 に よ る 防 水 位 、 耐 水 性 の 強 化 の た め 、 水 に よ る 洗

性 能

浄が可能。

- 色 彩 の 選 択 が 自 由。

- 下 塗 材 ア ク リ ル 合 成 樹H旨エマルション

ヰオ 質

- 主 材 寒 水 砂 、 炭 酸 カ ル シ ウ ム 、 ア ク リ ル 樹 脂 エ マ ノ レ

ション

- 仕 上 材 浴斉IJ 型 合 成 樹 脂

J  A  5  5 2 3 に よ る 分 類 と 規 格 塗 装 表 面 又 は 施 工 例 写 真

- 凹 凸 仕 上 げ

• J  A  S  S  23 に よ る 分 類

ノ｜〆戸、ｾ
合 成 樹脂 エ マ ル シ ョ ン 系

〆〆〆〆〆〆〆〆ノdF〆〆〆〆

被 層 桜;隙 吹 付 材 ( 複 層 l吹 付 材E )

- 凸晋11処 理 仕 上 げ

- 規 格

Ｂ，ｧ］司ｾもｾ
オ ー ダ ー に 依 り 、 調 色 可 能

4f AF  tf J j f j f J . tf J Af /Af J  

B 工 法

工 程 材 料 名 主主布 最 kg/ m'

棟 準 |

1  . プ ラ イ マ ー ア ク リ ト ー ン P E 0. 1 

1  主 材 下 l次 ア ク リ ト ー ン W S 1. 5 

施 工 法 |

1  主 材 玉 l次 ア ク リ ト ー ン W E 0. 5 

1  イ土 上 ア ク リ ト ー ン T C 0. 25 

T S  0 . 25 

( 他 に A ・C . D工 法 な ど 有 り )

1  . 下 地 に 応 じたプライ 7 ーを選定する。

P E : 新 築 、モルタル、 R C 、 P C 、 A L C な ど

施 工 上 の I P M : 吹 付 タ イ ル な ど 旧 設 下 地

注 意 事 項 I 1  . 防 水 に 必 要 な 主 材 を均 一 に 塗布 す る 。

1  . ト ッ プ コー ト は 主 材 簡 を 完 全に い ん ぺ い さ せ る よ う も

れなくていねいに塗布する。

設 計 価 裕 | 昭 和55年 4 月 現 在。

I A工 法 4 ，000同 / m' B 工 法 4 ，200円 / 凶

( 年・月) I  C 工 法 4; 900円 / m' 0 工 法 4 ，200円 / m'

会 社 名

山 本 窯 業 化 工 株 式 会 社

担 当 部 課

住 所 干 564 大 阪 府 摂 津 市 東 別 府 1 - 3  - 6  

電 話 T  E  L  06- 340- 9131 

適 性 被 塗 物 コンクリー卜

モ J レタノレ

下 地 P Cキ反

A L Cキ反

セ メ ン ト 製 廷E材

① 素地 調整

下 地 のm掃 ー エ フ ロ レ ッ セ ン ス に よ る 白 粉 、 未 硬 化 セ メ

ン ト 粉 末 、 土 砂 、 油 脂 、 汚 れ を除去。

欄t 準
下 地 の 補 修 一 亀 裂 、 不 陸 、 巣 穴 な ど は 左 官 工 法 に よ り 調

整 D

下 地 の 状 態 ー 含 水 率1 0 %以下、 P Hは 9 以 下 で の 施 工 が

縮 工 法 良好。

② 下塗材 均一 に 塗付 。

③ 主 材 指定 デ ザ イ ン に 仕上 げ る た め 施工条件を設定。

④ 仕上 材 主 材吹付後、 1 日以上 - 7 日以内に 塗装。

- 気 温 が 2 - 3 " C 以下、降雨、降雪、強風の場合は施工を

控 え る 。

施 工 上 の

- 主 材 ー 材 料 を よ く混線し 、7i ' f 水 を 添加 し て粘土調整在し、

試験吹きを行なう。

- 仕 上 材 一 主材 表 面 に 結 露 及 び 水 分 の 付 務 が あ る 場 合 、充
注 意 事 項

分 乾 燥 し て か ら 塗 布 す る 。

- 屋 内 工 事 で は 、 溶 剤蒸 気 の 充 満 の た め 換 気 及 び 火 気 に 注

主主する。

設 計 価 格

( 年・月)

昭 和55年 7 月 現 在 2 ，200問( m')
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壁るな麗馨
- 多彩でつややかな表面と深い凹凸の立体模様ガ豪華で

重厚なふんい気をもっ高級意匠壁を演出します。

・素地との密着性ガ極めてよく 塗膜も厚くて堅ろうな

定めワレ- ハガレのl山配ガなくまだ耐水・耐戸ル力 1)

性もよく 上塗りに無黄変形ウレタン樹脂を使用し定

場 合 に は 変 退 色 ガ 少 な く 光 沢 も 長 期 間 保 持 さ れ て

いつまでもすぐれだ耐候性を示します。

・デザインは〈高 原) ( 筑 紫) ( 近 江〉と施工法を変えること

によって豊富なテフスチユ戸ガ楽しめます。

・ホテル・マンション・銀行・病院・学校・工場建屋および

一般建築物の外装吹伺け仕上げ材として最適です。

・コンフリート打ち放し面・モルタル画・ P Cパネルから

木部までぜい弱な素材以外の面に施工できます。

⑧ 関S ペイント
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j LW730& 

あらゆる自然条件を克服。

建物を半永久的に保護する完壁な防水工法。

各種外壁の補修や貼付・吹付タイルの剥落防止等には最適です。

アクリルゴム系外壁化粧防水

1  . 耐寒・耐熱性に優れています。

- 40. Cから +80. C までの状態では，塗膜の性能に大きな変化はありません。耐用温度範囲が極め

て広いため，ー全天候型の外壁化粧防水材といえます。

2  . 凍害・塩害・風害・多雨・多湿から建物を保護します。

優れた塗) J 莫の物性が，凍害 ・塩害 ・風害 ・多雨 ・多湿等厳しい自然粂件から建物を保護します。

3  . 耐久性は半永久的です己

最も耐候性に優れたアクリルゴムを使用していますので，塗膜の劣化は殆んどありません。

4  . 下地のひび割れによく追従します。

塗膜に柔軟性がありますので，下地にひび割れが発生しても塗膜は破断せず，建物外部からの漏

水を完全に防止します。

5  . 躯体によく接着しますので，外壁の補修に最適です。

アクリルゴムの接着性を生かし，セメント系各種材料( モルタル・ RC. PC' AL C. コンクリート

ブロ ック・石綿板等) ・アクリルリシン・吹付タイル ・磁器タイル ・金属板等に塗膜がよく接着しま

すので¥外壁の補修 ・外装材の剥落防止等には最適です。

6  . 防錆効果に優れています。

一般の防錆塗装と比較し塗膜に優れた遮蔽性がありますので，長尺鉄板屋根・鉄製水槽等金属類

を外的腐食条件から保護します。

7  . カラフルで種類も豊富です。

色彩及びテクスチャーが豊富であり、どんな建物にもマッチできます。

8  . 一貫生産が安定した物性・性能をお約束します。

原料のアクリル酸エステルから最終の外壁化粧防水材に至るまで 一貫して自社内で責任をもっ

て製造し物性・性能の安定化を確立しています。

9  . 全ての施工は完壁な「責任施工システム」で行われます。

すべての施工は，全国 9 ブロ ックの「アロンコート会」に加盟する施工代理庖が，責任をもって

施工に 当 り，メーカー及び施工代理底が連名で‘ 防水保証を実施しています。

10.  10余年の施工実績がその優秀さを証明します。

外壁化粧防水材のパ イオニアとして，昭和45年 6 月以来10余年に亘り，北海道から沖縄に至るま

で全国に数多くの施工実績を有し，その優れた物性・性能を知実に証明しています。

東H 8戚 仕 学 建 材 事 業 部 東 京 都 港 区 西 新 橋 | ー 14ー1 T E し 附 仰311 大 代 干 105

大阪支庖 ( 203) 3171 ・営業所/ 名古屋 (541 ) 1  181 ・富山 ( 42) 2311 ・広島 ( 28) 5430 ・高松( 25) 2671 ・福岡 ( 721) 1902

49 



5 0  

丸菱油化の責任施工

内舛装高級吹付仕上剤

J - ぺ) ) 1リ乙U

J - ペルコ』ト

J - ぺルγ ートヲイJ )i

ｙ ーペ ｊ ｝ｉｾｾｾフタイル

ｽＭペルヲ，弓、，ｾフヌヲイル

丸菱油化工業株式会社

建 剤 事 業 本 部 大 阪 市 北 区 芝 田 町 57 ( 西阪急ピル 5 F )  干 530 T E L  ( 06)  372- 3366( 代 )

本 社 ・ 工 場 大 阪 市 都 島 区 友 測 町 3 ー フ - 1  2 干 534 T  E  L  ( 06)  928 - 0331 ( 代)

東 京 支 唐 東 京 都 千 代 田 区 丸 之 内3- 3- 1 ( 新東京ピル5 F )  〒 100 T  E  L  ( 03)  212 - 8866 - 8  

名 古 屋 支 唐 名古屋市中村区笹島町ト221- 2( トヨタビ j レ6 F )  干 450 T  E  L  ( 052)  561 - 4251- 4  

福 山 営 業 所 広 島 県 福 山 市 昭 和 田T 6  - 27 〒720 T  E  L  ( 0849 ) 22 - 3292 ・3260



建築美を色鮮かに表現し、空間との調和を演出する

内外装吹付仕上材

'  
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そ 他σ〉

セ ラ プ ラ イ マ - A

セラプライマ - 5 C  

セラプライマ- 5  W(下 地 調 整 材 )

セ ラ プ ラ イ マ - H

セ ラ フ ィ ラ ー

吹 付 仕 上 材 全 般

ゑ拐珍切d 拐珍η 坊勿務妨坊労務- U ｉ えｾ 〆 ｜ノヘＮ，ＮＯＧヘノ ｹ

ノ

ゆず肌模様 凹凸模様

@山水窯業イヒ支株式会社

本 社 ・ 工 場 大 阪 府 摂 津 市 東 別 府 1 丁 目 3 番 6 号 .w564 f i 06 (340)  9131 (代表)

大阪営業所大 阪府摂津市東 別府 Ｑ 丁目 Ｓ 番 Ｖ 号 ｾ 564 f i 06 (340)  9134(代表)

東 京 営 業 所 束 京 都 千 代 田 区 平 河 町 1 丁 目 5 の 13 ｾ＠ 102 f i 03 ( 265)  8888(代表)

名古屋 営 業 所 名 古 屋 市 中 区 栄 3 丁 目 23 の 14( 山市ピル ) ｾ＠ 460 f i 052(262)  6774(代表)

福 岡 営 業 所 福 岡 市 博 多 区 博 多 駅 前 4 丁目 3 の14(菅原ピル ) W 812 f i 092 (431)  6940 ・3912

広 島 営 業 所 広 島 市 中 広 町 2 丁 目 2 0 の 9 (みのるビル) ⑤ 733 f i 0822 (91)  6  2  0  0  

仙 台 営 業 所 仙 台 市 大 町 1 丁 目 3 の 1 (会法屋ビル) ⑤ 980 f i 0222 ( 22)  1  2  9  9  

静 岡 出 張 所 静岡市桃園町19番 8 号 下 川 原 団 地 8 号 3 0 9 号 W 421-01 会 0542 (58)  2914 
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中国旅行のお誘い〈大阪発〉

一 北 京 、 上 海 6 日間一一

・昭和56年 2 月19 日( 木) '"'-' 2 月24 日( 火) ・ご旅行費用￥ 245，000

引 お | 禁24|現地時間| 交通棚 | 摘 要 | 宜 事 |引32) 13224|現地時間 |交 通 酬

' 大 阪 発 |午 前| 航 空 被 I !空路、関西よリは最も近い中国の玄関 |昼 複 内

上重三{ 慢橿 : D C - I O)  

上 海 婚 |午 後

( 北京)

嫡 要

書観予定箇所

( 開 門 広 場 北 京 市 地 下 洞 故1

宮、限和圏、瑠璃磁等 j  

宜 事

朝 ホ テ ル

昼 レ ス トラン

12/ 19 

旅 I '1 ( 本:)

世界最大の1000万人都市、揚子江

のデルタ地帯に位置 し. 宗時代か

ら往来が盛んで現代中国に於τ も

量・鯉工割量生産‘ 高集活動的盛ん

4  12/22  

( 日)

在 京 劇 観 賞 ( 北京)

タホテル

覇王子} L -

車呈

褒

2  12/20 1  ( 上海)

( 企)

46経済の中枢をなす国際都市

到着後、入国手続後

工 糊 棚 覧 館 側 (上海wタ ホテル 1  5  12/23 1  ( 北京)

軒目' 上海市内参観 IfJI:ホテル 1- 1  

陸一正副! | |( 月)

参観予定箇所 Ｚ 中ｬＡｉ ｾｪｬｴ［ｴｬｩｾ ＨＷＩ I  I  目 目

地、魯迅記念館、随草寺、環圏、 1:量レストラン

玉仏手、公害対療工喝、少年宮等 |  

司主 . 雑技観賞 ( 上海) 1 タ: ホテル

パスにて空港へ |朝 : ホテル

終日 自由行動

万里の長線明の十三陵参観

夜名物料理( 北京ダ ック) の賞味

( 北京)

出発迄参観

昼 ホテル

タホテル

人民公社、学校、保育園、工喝など | 朝 ホ テ ル

上 海 発 |午 前 |中国民航 |空路首都北京へ{ 横種目-101) 1  

6  12/24 1  .  1  1  

( 特にご要望があればお伺いします)

後 北 京 空 港 へ

昼 : レス トラン

北 京 婚 |午 後 11中国の歴史の中心、現在中国 の 削 |昼: 複内

3  12/21  1  1  1同 ・ 経 済をささえ る都市、悠久引

( 土) 1  1  1  11康史を怠慢する ようにニ ニに は 什

|まざまな歴史的週造物や史跡が散|

ト在 L 町全体ず物館の よ う

( 火) 1 北 京 発 |午後予定 |航 空 侵 ! 空路、帰国 ( D C - 8 S )

タ:犠肉

大 阪 着 | 夕刻予定 入国手続、税関検査摂7 後

= 解 散 =

鳶蚕: 実事蚕園二友量扇忌参観m京) 1 タ・ホテル

置締切日昭和55年 12月25 日( 木) 但し満員になり次第締切ります。

回 田 忠 実 遇 公 社

海外旅行関西支庖

〒541 大阪市東区船場中央 2丁目 2 番

電 話 06ー271- 4551

担 当 佐藤 博 山地 重行

塗装困眼付互事脇田塗装会員、

社団法人
日本塗装工業会

本 部 (105)

大阪事務所 (530)

東 京 都 港 区 愛 宕 1 - 2  - 2  

( 第 9 森ビル内)

電 話 東 京 03( 431) 1  5  0  1  ( 代)

大阪市大淀区中津 1丁目 18番 18号

( 若杉ビル 7 階)

電 話 大 阪 06(303) 2  6  6  6  ( 代)

マ
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溶接構造用遠心力鋳鋼

管の材料特性

西 原 久 魁

久保田鉄工が開発した遠心力量産造法による

溶接構造用鋼管柱は、 G コラム( 登録商標名)

と名付けられ、以下に示す特性を備えている。

(  1  ) 柱 、 は り 接 合 部 に は 強 剛 な リ ン グ ス チ フ

ナ を 一 体 的 に 突 出 さ せ 、 独 特 の 形 状 を 持 つ の

で、接合音11応 力 を ス ム ー ズ に 伝 達 さ せ る 。

(  2  ) パネルゾーンの管厚を厚くして 、接 合 部

の せ ん 断 耐 力 と 剛 性 を 十 分 に 確 保 で き る 。 ま

た 円形 閉 鎖 断 面 と い う 有 利 な 形 状 な の で、架

柿 の 変 形 を 最 小 に と ど め 得 る 。

(  3  ) 柱頭、柱脚部に曲げモーメント分布に対

〔組立J (直管J ( フラシジ管〕

図 1 G コラム形状

表 1 J I S G  5201 溶接構造用遠心力鋳鋼管

応 し た 肉 厚 こ う 配 が つ け ら れ 、 合 理 的 な 断 面

設 計 をf呆言正できる 。

(  4  ) 大筏、厚肉で均質な鋼管伎が製造できる。

このような特性が認められて、高層ピル、

地 下 構 造 物 、 駅 舎 、 鉄 塔 な ど 多 く の 用 途 に 採

用 さ れ て い る 。

G コラムの代表的形状は 図 1 に 示 す よ う で

あ り 、 寸 法 的 に は 最 大 外 径 1500mm戸 、 最 大 肉

厚 10伽 m ( 直管音11) の 実 績 を 有 し て い る が 、 技

術 的 に は 外 径2000m戸、肉厚 15伽 mまで製造可

自Eである 。

本 稿 で は こ の G コ ラ ム に つ い て 材 料 的 な 面

から述べる 。

1. 溶接構造用遠心力鋳鋼管の種類

溶 接 構 造 用 遠 心 力 鋳 鋼 管 はJ I S 、J RS ( 日本

固 有 鉄 道 規 格 ) 等 に 定 め ら れ て い る 。こ れら

を表 1 、 2 に示す。これらのうち S CW 50- C

F に つ い て は 建 築 基 準 法 第38条 の 規 定 に 基 づ

く認定を当社を含めて 3 社がうけており、 S

M 50材 と 同ー の許 容 応 力 度 を 用 い て 使 用 で き

るようになっている。

一 般的には、 S C W5 0 - CF 材 が 多 用 さ れ て

いるが、 一 部 で は S CW 53- CF が 使 用 さ れ て

いる 。 また市折| 実性を考慮して、亜鉛メ ッキを

施 し て 使 用 す る 場 合 も あ り 、 耐 候 性 溶 接 構 造

用 遠 心 力 鋳 鋼 管 も 実 用 化 さ れ て い る 。 また強

度 的 に は 、 引 張 強 さ 80kg / mm
2

クラスまで製造

が可能で、あり、低通用等特殊用途のものも製

造されている 。

( 1  ) 機 械 的 性質

遠 心 力 鋳 鋼 管 は 、 そ

の製法の特性から 材 質

的 に 均 質 で あ る こ と が

大 き な 特 徴 の 一 つ で あ

る。 このため 、材 質的

に み る と 、 方 向 性 が 存

在 し な い こ と に な る 。

このことをタトf歪8 0 0 mm

2 . 材料的特性

〔長ラ五ジ:J 〔ソケ・ノ 卜管〕

化 学 成 分 %
※ l  

引 張 試 験
※ 2  

樋 類 ｾ￨＠ 下目7  

炭 紫

降伏点、引張強さ f申 ぴ

シ ャ ル ピ ー

C  P  S  当 五t
吸収エネ Jレギ

%  kgf /...' kgf / 田宮
%  

kgfm 

1 種 S CW4 2 - CF  0. 22以 下 0. 040以下 0.040以下 0. 40以下 24以上 42以上 21以 上 2. 8以上

2 種 S CW49- CF 0.22以 下 0. 040以下 0. 040以下 0. 43以 下 28以上 49以 上 20以 上 2. 8以 上

l Hill S CW50- CF 0.20以 下 0.040以下 0.040以下 0.44以 下 32以上 50以 上 20以上 2.8以上

12翻 S CW53- CF 0. 20以 下 0.040以 下 0. 040以下 0. 44以 下 36以上 53以 上 18以上 2. 8以上

M n  Si  Vi  C r  M o  V  

※ l  炭素当量 ( %) = C + 一一 + 一一 + 一一+ 一一+一一 + 一 % ※ 2  衝撃試験温度 ( 0 t; )  

6  24 40 5  4  14 

表 2 J R S 鋼鉄道橋に使用する遠心力鋳鋼管

表 3 供試材の化学組成 ( %)

表 4 3 方向引張試験および衝掌I i l : 験結果

試 験 片 降伏点 引張強さ [申ぴ 絞り l吸収エネルギー

採取方向 kgf /mm' kgf /auu' %  %  kgfm 

管軸方向 40.6  56. 3 35.0  68.9  9.7 

円周方向 43.6  56. 4 36. 7 71. 9  9. 7  

肉j草方向 43. 0  55. 0 33. 9 73.9  10.3  

衝撃試片採取位置

戸、肉厚 80mmのリングスチフナ付管( 仕口管)

の 調 査 結 果 を 用 い て 説 明 す る 。f共 試 材 は S C

W 50- CF であり、その化学組成を 表 3 に示す。

このf共試材のリングスチフナ昔11 から 図 2 に示

すように、 3 方 向 に引張試験片を採取したと

きの引張試験結果を 表 Ｔ に、また直 ｦ 賢官ｾから

図 3 に示すように衝撃試験片を採取したとき

の 試 験 結 果 を 表 4 に示す 。 これらの結果から 、

材 質的 に方向性 が な い こ と が 分 か る 。

( 2  ) 溶接性

溶 接 性 を 支 配 す る 婆 図 は 種 々 あ る が、材 質

的 に は そ の材 料 の 肉 厚 、 化 学 成 分 、 組 織 、 均

質性によって左右される 。述 心 力鋳鋼管( ; 1 : 金

属 組 織 的 に 安 定 均 質 で あ り 、 か つ 十 分 な 浴 接

性 を 保 証 す る た め 、 表 1 、 2 に示したように

化 学 成 分的 に 、 溶 接 性 を 左 右 す る 炭 紫 当 証 に

制 限を加 えているため 、充 分 な 溶 接nが確保

されている 。 使 用 上 は 同 ク ラ ス の 圧 延 鋼 材 と

同等に取り扱われている 。

また管体同士 の 溶 接 に つ い て は 、 工 均 内 溶

接 で は 狭 間 先 C O
2

ガス溶接が採用されており 、

肉 厚 105mmの溶接部のマクロ幸脳訟の一例 を 図

4 に示す。 ま た 現 場 溶 接 に つ い て も 自 動 溶 接

機 が 開 発 さ れ 使 用 さ れ て い る 。

、
、
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成 分 %  炭 素 引 張 試 験 "  - 1' ルピー
直管部

呼 ぴ !e 号
当 盆 降伏点 引張強さ { 中ぴ

峨収エネルギ 肉 厚

C  Si Mn  P  s  V  

%  kgf /，醐2 kgf /...' %  kgfm 岡田

i 種 SCW41- CF 0.22以下 0.040以下 O. 似0以下 0.40以下 24以上 42以上 21以上 2.8以上 60以下

2樋A SCW50A- CF 0.20以下 0.55以下 1. 50以下 。.040以下 。ω0以下 0.43以下 32以上 50以上 20以上 2.8以上 50以下

2樋B SCW50B- CF 0.20以下 1.l 0以下 1. 50以下 0.040以下 。ωo以下 0.45以下 32以上 50以上 20以上 2.8以上 51-1∞ 

3樋 SCW53- CF 0.20以下 0.55以下 1. 50以下 0.030以下 0.030以下 0.10以下 0.44以下 36以上 53以上 18以上 2.8以上 1∞以下

U砂

‘  
.‘ ・・ ， A  。

図 4 狭開先溶接部の

マク 口組織
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省 エ ネ ル ギ か ら み た

照明器具

中 島 勅 夫

ｾエネルギとは、単にエネルギを節約する

ことではなく、ある箭1) 約 条 件 の も と に エ ネ ル

ギ資源の効果的利用をはかることである 。 す

なわち、照明は視覚' 附報を得るための重要な

手段であるから、照明における省エネ対策、

即間引き点灯あるいは消灯とい った短絡 的 な

考え方は今すぐにでも改めるべきである 。

照 明 学 会 照 明 普 及 会 で は 照 明 用 電 力 を 合 理

的 に 使 用 す るための手法として、①目 的にあ

った照明を、 ② 効率よい 光源で、 ③ 照 明 器 具

も効率のよいものを、④畳光の利用を考えて、

⑤ 部 屋 の仕上げを明る く、⑥手 まめに消灯で

きる配線に、⑦器具のn ' i婦 と ラ ン プ の 取 り 換

えを、の 7 項 目 を 掲 げ て い る。 す な わ ち 、 次

式において分子を大きく、分母を小さくなる

ように検討するのである 。

. 目的にあ った照 明を

省 エ ネ 対 策 を 考 え る に は 、 ま ず 、 そ の 視 作

業に適正な照明のi i l : と' etを確保することが第

ー で ある 。表 - 1 は、視作業に応じて必要と

なる照明の丞を示しているが、照明というの

は盆さえ十分あればよいというものでもなく、

表ー2 光源のランプ効率、総合効率、平均寿命
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以 下 に 述べるよう な照明の質についても考慮

せ ね ば な ら な い。

イ) 照 度 または輝度の分布・・ ・ むらのない明

るさ

ロ) 直接、間接のグレアがないこと ・・ーま ぶ

しくない

ハ) 適当な陰影ー・・・立体的な見え方

ニ) 演色性・… 一色 の再 現 性 、 快適さ

ホ) 快適なこと・・・・・・心理的効果

へ) 照明器具の意匠・・・・ ・・美 的 効果

また、省エネルギのために局部照明をして

机上面だけを照明しでも、周囲がま っH音であ

れば、作業能率はだんだん低下してくる 。 一

般には、局部照明を行うにしても、 局 部照明

の泊以上の明るさをも った全般照明が必要と

される 。

・効 率よい光 源 で

表 - 2 は、現在ある光源の効率などを示し

たものであるが、最近各メーカでも閉じ明る

さで消費電力を 5 - 1 0 %少な くした省エネ形

ランプ効率
総 合 効 率

平均寿命
光 源i の 4血 類

( I m/ W )  

( 安定器損失 を含む)

(h)  

(l m/ W)  

白 熱 m球 1 0 0 W 15  15 1000 

ハロゲン電球 500W 21 21 2000 

蛍 光 ラ ン プ 4 0 W，肉 色 81 65 10000 

蛍 光 ラ ン プ 1 1 0 W，白 色 86 79 10000 

HI D ランプ

高 圧 水 銀 ラ ン プ 400W 55 52 12000 

メタルハライドランプ 4 0 0 W 76 72 9000 

高圧ナトリウムランプ 4 0 0 W 119 108 12000 

表- 3 HI Dランプの主な用途

主 な 用 途

HI D ランプ 昆 外 屋 内

道 路 広 場 競 技 場 商底i封 体 育 館 工 場 大成模庖舗 ロピー オフィス

一 般 形 L::， 。。
ム X  X  ×  ×  ×  

水銀ランプ

。。。。。。けい光形
ム L::， ×  

メタ Jレノ、ラ 高効率形 ム 。。。。。。。
ム

イドランプ 高I策色形 X  X  ×  
。。。。。。

高圧ナトリウムランプ 。。。。。。
ム X  . X  

0 : よく用いられる， d . : 用いられる糊合がある ， x ほとんど用いられない
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電 球 や け い 光 ラ ン プ 、 あ る い は 損 失 の 少 な い

電 子 安 定 器 な ど を 製 品 化 し 、 そ れ な り の 効 果

は あ が っ て い る が、一般 電 球 あ る い は け い 光

ランプでは技術的にもほとんど限界にきでお

り、今後大きな進歩はないと思われる 。 した

がって、今後の展望としては、表一 2 にもあ

るHI Dラ ン プ ( High  Intensi ty Di scharge 

L amp : 高輝度放電ランプ) の始動特性および

照明の質をどこまで向上させ得るかにかかっ

ているのではないだろうか。 (表 - 3 参 照)

いずれにして も大切なことは 、現 在 あ る 光

源の特性を十分にいかし 、 いかに適材適所に

選定するかにある 。

・照明器具も効率のよいものを( 表 - 4 参 照)

表- 4 4 0 Wけい光ランプ 2 灯用器具の器具効率と

照明率

器 共 形 式 器具効率 照明率

埋
下 面 倒 政 」古志L 80 %  0. 63 

込 下面アタＧＩ ｾ 54 %  0. 42 

形
下面 Jレーパー 」蕊」 41 %  0. 34 

半 埋 込 形 「 骨 一 89  %  0.58 

ト ラ 7 - E -
86 %  0.56 

ia 

逆 富 士 一志ヨ「一 90 %  0. 59 

付

H  形 一 回 「 95 %  0.57  

形

反 射 笠 守日子一 81 %  0. 64 

〔粂{ 牛] 室指数 : 2. 0，反射率天井75%.  li&50% 

- 畳光の利用を考えて

採光上有効な窓があり 、昼 光 が 十 分利 用 で

きる場合には、消灯できる範囲をよく吟味し

て、窓際の照明器具を手動または自動にで消

灯する べ きである 。

・部屋の仕上げを明るく

照明器具からの光を有効に 利 用するために、

快 適 性 も 考 慮 し た う え で 、 天 井 ・壁 ・床 な ど

の反射率は表 ー 5 の値とすることを推奨する。

表ー5 室内反射率の推奨値

目 反射率の推奨f直[ %)

80- 90 

40- 6 0  

25- 45 

20- 40 

天 井

壁

机 ・作業台 ・機械

床

. 手まめに消灯できる配線に

点、滅回路をできるだけ細分化することも必

要であるが、 3 路スイ y チ な ど を 利 用 し で ど

こでも点滅できるようにするとか、昼休 みな

ど照明をあまり必要としないときは普段の} ぜ

ないしはYJ に減灯できるよう点滅回路をひと

工夫する 。

・器具のn ' i 婦とランプの取り換えを

ともすればランプの交換は、ランプが切れ

ないかぎり多少黒ずんでチラチラしでもその

ままにしであるのをよく見かけるが、これは

作業能率を低下させるばかりでなく、損失も

大きくなるため、あらかじめランプの交換方

法 、 ラ ン プ ・器具 の 滑掃 間 隔 な ど を 決 め て お

くことが懸命かと思われる 。 あるデータによ

ると、ランプ交換は寿命の8 0 %程 度 で 交 換 す

るのが最も経済的となるようである 。

(な かじま のりお 大阪電気暖房株式会社技術本部主任)
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さらに、切削能力を I智

大させるために使用した

空気は、つぎの段階で切

削ズリを容易に地表に排

施工材料の頁

⑧ /  

ポーリンデマシン

施工順序図 (コラム ジェットグラ ウ卜 )図- 2

出するリフト効果を発揮

して置換を促し、地中に

空間を形成する 。 そして

出来た空間( 泥水状にな

っている) に地盤硬化剤

を填充して地盤改良を行

う置換工法である 。

この工法の特徴の主な

ものは、つぎのとお、りで

ある 。

a. 置換工法ーーー置換工

法であるから、 C C P工

法や薬液注入工法のよう

に地盤の隆起を起こした

り、構造物や地下埋設物

の隆起をもたらさない。

b. 確実な施工ー ・・人為

的に空間を作り、そこに

硬化剤を填充するので、

地盤の特性に左右きれな

7 3  

トグラウト工法ン 工 ツ

光弘柴崎

C  1  B  

図

図

画
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断
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v
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F

 

I

 

B
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A I B  

る。むしろ 一体化させる

ことを生かして止水を行

う工法である 。

e.  高強度 ・・・・改良後の

強度は、最大300kg /  cn! Iこまで及 ぶので、他の地盤

改良工法に比べて圧倒的な強度を確保できる 。

f. 無公害ー …・硬化剤は、セメ ン トが主体であり、

薬液を使用しないので、無公害かつ経済的である 。

g. 埋設物を苦にしない・・・直径15cmの孔が掘れ

れば施工可能なので、埋設物が交錯していても施

工可能であり、埋設物をいためることもなく、包

含する形で固まるので、欠損部はできない。

以上の待徴を生かすことによ って、広い用途に

使用でき、設備も小型であるので、今後もその用

途は拡大するものと考える 。

12醐③喝③ 12醐 ⑤ 1捌 ⑥

図- 3 施工図

施工例

12創)1)

N  

③ 

jl 醐 醐

し当。

C .  /J 、さな径で大きな改

良. . . . . 直径15cmのパ イプ

で直後 2. 0m 以上の地盤

改良ができ、これは面干l

比で20M告にもあたる 。

d. 完全な密着ー - 既設

物やコラム同士もセ ジメ

ントを洗 って、硬化剤を

吹きつける形になるので

完全に密着し、 一体化す

ジェ ッ トグラ ウ ト工法は、高圧の水の力を利用

し、地盤を切商IJ 後持するとともに、その切削能力

を飛躍的に培大させる空気のリフト作用により切

自1 ] したスライムを地表に排除することで人為的な

空間を作り、その空間に硬化剤を填充することに

よって高強度の地盤改良を行うことができる工法

である 。 したがって、当工法は、地盤改良工法と

して原理的に高圧切削置換工法という分類に属す

るが、他に類似の工法が全くなく、非常にユニー

クな工法である 。

施工実績も 200件を越え、圏外においてもイタ

リア、スウェーデンなどでもすでに実施ないしは

実施することが決定している 。

はじめにI  

、v

建築分野における施工例について記述してみる 。

杭的用途に使用する例 ピル防護工としてコラム

方式を使用した代表的なケースは、 図- 3 の通り

である 。 このケースは、仕上がり直径および強度

を設定して、それによ って 1 本当たりのコラムの

受け持ちの支持力を算定して、杭的な目的で地盤

改良を行っているケースである 。無筋であること

から 、完全に杭と見て使用するには問題があるが、

現実には杭と考えて、その結果、 16階のピルや鉄

道基礎杭として現在すでに使用されている 。

ジェ ッ トグラウト工事の基本原理は、 ジェ y ト

噴流水の持つ運動エネルギーを利用して地盤を破

壊することであり、その破壊のメカニズムは、土

塊に強い力で噴流水が衝突して土の*11織を破壊す

ると同時に、日貫流水の周囲に発生する負圧により

土粒子を急速に移動させるものである 。 この場合

の噴流構造は空気中において、最も噴流水の力が

有効に働く領域がかなり長〈確保できるが、水中

で噴射した場合は、それが非常に短くなり、 図-

1 に示すとおり著しくその圧力がドロ ップして頃

流水のカが速くまで及ぱなし言。 したがって、地中

で噴流水の威力を空気中に近い状態にまで高める

ために、空気を噴流水のまわりに添わせる工法を

l摘発した。 このことが、特許の第一の特徴である 。

工法の原理と特徴E  

あとがき

ジェ ッ 卜グラウト工法は、施工を始めてから 8

年間、その用途はわれわれの予想をはるかに越え

た展開を見ており、非常に多岐に波 って利用され

ている 。 したがって、今後どのようなニーズにも

対応するために、さらに システム化、管理の機械

化などを進めていかねばならない。
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V  

施工法

施工方式は、基本的にあらかじめガイドホール

を所定の深度まで削孔し、その中に 三重管ならび

にモ ニ ターパイプを捕入してからケー シングを引

き抜き、つぎに高圧水を噴射するノズルを回転さ

せて 、地盤を切削排除して、出来た空間を直ちに

硬化剤て埋めて直径 2 mの円柱状体を形成するも

のである 。 (図一 2 参照)
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ノズルロから の距離と圧力との関係

(吐出口圧力 400kg/c品、ノズル径 2mm)
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図- 1
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文書のパーフェクトサービス. ゲ

- 機械部当社直接サービス

東和タイプライター

トライアンフ・タイプライター

リコー P P Cコピー

シャープP P Cコピー

- 印刷部企画から製本まで

タイプ版下

写 植 版 下

軽オフ印刷

製 本

( 社) 日本建築協会指定庖・話在需詩持活協主いたしますo

ゼ ネ ラ ル 事 務 機 株 式 会 社

干550 大阪市西区靭本町 3 - 2  - 7  T E L  06- 441- 1462代

建築技術選書 19
. 建築技術選書 20

住宅設計と
企画 . 日本建築協会

インテリア l タイルの話
福岡喜久雄著 A 5 ・160頁・ 1000円

住まいの外提起が様々に違うように， f主まいに対する考え方や住まい方も

様々である. 本容は第一線の設計家でありデザイナーである著者が，住

まいの在り方を，その形の上から見直したコメン卜集である. 設計者は

もとより ， 日頃住まいに心を砕いている人々に対し ，豊富な写真と独特

の図によ って，具体的な新しい住まい方とインテリアを詳しく提案する.

田 中 弘 著 A 5 ・160頁・ 1000円

建築裟飾材料の中でもひときわ光るタイルの美しさの秘密は， 自然の手

によ って仕上げられていることにある . このタイルのほんとうの魅力と

使い方を知っていただ くために ， タイル界の第一人者が笠宮な経験を生

かし，タイルの歴史ゃっくり方から形と性質，施工や監理の注意点にい

たるまで，懇切丁寧に語 ったはじめての入門舎. (図 ・写真 約100枚)

吾妻ｾムｾ
f・1 リリーフ タイル

/t. # u，*‘ 

( - - - - - - - - -

| 、 、 、 下 6 "1' "‘ =・l

刷 2.・処.l:.IJ:. "' flJ ‘の2 . tf U

第 l 期 20巻完結記念 ・特別セ y ト

を用意しました .
6 学 芸 出 版 社 京都市下京区木津屋橋透西洞院東入 念。
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昭和55年 度 ・ 第 2 回若い会員の集い

鉄の工芸・・

ロート・アイアンの世界

一よし与工房を訪ねて-

レ ポ ー ト

8 月 9 目、爽やかな夏の一目、京都亀岡に、鉄

の工芸側よし与工房を訪ねた。

朝、梅田で集合後すぐ、よし与工房の中田さん

の案内で、新阪急ホテル地下の施工例を見学 した。

木の葉と鳥をアレンジした間仕切りである 。 この

ように、身近な所に多数の施工例があるのに、こ

れまで注意して見たことはなく、場所を教えられ

ると、硲かに脳裏に残 っていることがわかる 。 ロ

ート ・アイアンとは、そのような性質のものかも

知れない 。決して主役ではないが、それがなくて

は、その空間のイメ ージが印象づけられないので

あろう 。

9 時過ぎに出発し 、茨木から緑濃い北摂の山な

みを抜けて亀岡主主地に入り、よし与工房に 10時半

頃到着した。 ロート アイアンの大きな門扉を入

った工場の前庭には 、田園を背景に、I D¥1 +1調の庭

園灯が立ち並んでいる 。

社長の南海弘氏の挨拶のあと、工場内やデザイ

ンルーム、展示室の見学に移 った。工場では、社

員一同で「ねじり」、「伸ばし」、「曲 lむ な ど の 基

本技術の披露のあと、われわれ見学者ひとりひと

りに、実i寅させていただいた。実際にハ ンマーを

握 ってみると、見ているほど容易ではなく、コー

クス炉で熱した鉄様がどんどん冷えてしま ったり、

変形したりして難しい。 2 時間近くが、夢中で、過

ぎた 。文銀や燭台など、作品を披露しながら、午

後の講演予定地の湯の花温泉亀岡ハイツへと向か

った。

J  

新阪急ホテル地下の施工例( 部分)

畳食後、南淳氏により、ロート ・アイア ンの伝統

工芸と しての歴史、手鍛造用の鉄の特性 (炭素含

有量の少ない鋼であること) などの説明を受け、

圏内外の豊富な実例をスライドで紹介していただ

いた 。

ここで感じたことは、従来の唐草文械等だけで

なく、全く新しいデザイ ンの伝統が生まれつつあ

るということである 。 また、用途も、間仕切り、

手すり、扉のほか、ストリー卜ファニチュア等と

して、屋内外を問わず無限とい ってよいほどだ。

今後、ロート ・アイアンは、金属材に特有の務ち

若いた質感と相ま って、建築デザインのアクセン

トとして、非常に効果的に思うまま表現され、広

く用いられていくであろう 。

質疑応答の後、 4 時頃亀岡ハイツを立ち、急き

ょ予定を変更し、閉じ亀岡市にある脚佐野紙芸の

キ ョーライト化粧板の工場を訪ねた。佐野紙芸は、

和装、スクリーン等のフ 7 .. /シ ョン事業部と、内

装用化粧板のインテリア事業部とがあり、亀岡工

場は、後者の主力工場である 。

美しいデザイン模様を印刷された巻紙が、基材

の合板に熱圧着され、樹脂塗布等の過程を経て、

内装用化粧板に生まれ変わる過程を見学した 。 と

くに、化粧紙のデザインが多様で、かつ美しいの

は、京都での和装デザインの伝統と、世界の現代

ファ ッシ ョン感覚に培われてきたものであろう 。

見学時聞が短くて惜しまれたが、内装材として多

用されている化粧合板の製造工程を見学でき 、ま

ことに有意義であ った。

夏の一 目、亀岡の地で、鉄と紙の工芸を見学し、

伝統的手工芸技術と、現代的科学技術の見事な融

合が進んでいることを知り、また、手工芸やデザ

インの重要性を、あらためで考え直した一 日であ

った。

末筆ながら、お忙しい中にもかかわらず、並々

ならぬ熱意と行き届いた心配りでお迎えくださ っ

た南海弘氏とよし与工房の皆様、並びに佐野紙芸

rn_ 岡工場の方々に、心からお礼申し上げたい。

レポ一世・寺尾 章 (大阪市建築局)

ロート・アイアンの世界

庄 谷 邦 幸

(  1  ) さる 8 月 9 目、 日本建築協会主催の見学会に

参加し、亀岡市にある「よし与工房」を訪問した 。

一方、私は 8 月末、ロート ・アイアンの原料を作

っている製鉄所を見学する機会を得た。前者は鉄

工芸の小規模工房であり、後者は世界最新鋭の巨

大製鉄所一日本鋼管扇島工場である 。両者はいろ

いろな意味で対照的であ った。

(  2)  rよし与工房」の南津弘社長のお話では、ロ

ート アイアン (W r ought  lr on) とは 、①手労働

による鍛造の意味と、 ②材料としての炭素盆0. 03

% 以下の練鉄をさすという 。 この炭素盆0.03%以

下の練鉄は手労働による鍛造に最も適した鉄であ

り、鍛造成型のための温度帯が広〈、きわめて高

い温度まで溶けずに軟らかい状態を保つという 。

南津社長は「残念ながら、現在では製鉄炉の形式

が大量生産の転炉にな ったため、世界的にも練鉄

の生産は消滅してしまいました」といわれた。

(  3)  rよし与工房」では、鉄工芸に従事している

人々が鉄の変形と成長を楽しみながら作業をして

いるように見うけられ、うらやましく感じられた 。

しかし、これは一日だけの見学者の感想であ って、

生産者の苦悩と厳しい労働は感得できないためで

あろうか。大量生産方式が支配的な現代社会で、

それと対照的な手労働の価値を考えさせられた。

( 4 ) わが国の鉄加工の歴史は、鉄砲や大砲の鋳造

技術が主流であると考えられがちだが、われわれ

の暮らしの中にも、ｾ具や刃物や幾機具類の中に、

鉄加工の技術が生きつづけていることを再認識し

た。 しかし、われわれの生活している建築物や生

活用具の中では、プラスチ ック製品 、化学合成品、

鋳物製品、薄板プレス成型品が横行している 。 こ

れからは天然の素材、手造り製品に正当な評価と

地位を与えるべき時期ではなかろうか。 われわれ

の住居や公共的建造物に、より多くのステンドグ

ラスやロート ・アイアンを活用するためには、「兎

小屋」からの解放と安あがり住宅政策の転換、ゆ

とりのある街づくり計画等環境条件の髭備が必要

であり 、より線本的には発想の転換が求められよ

フ。

(  5)  r よし与工房」の経営者は京都の伝統工芸の

風土で育ち、その中で日本の伝統を継承しつつも 、

他方で西駄のロート・アイアンの技法を摂取し、

現代的ニーズに先取りしながら新分野を開拓して

いる姿に感動した。伝統産業のあり方を研究して

いる者にと って、よき機会をつくっていただいた

「よし与工房」と、日本建築協会に感謝したい。

(桃山学院大学)

建築 と社会 / 1980
i
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今、何かが、変わりつつある

山 田 和 弘

日本における鉄の歴史は、まだまだ始ま ったば

かりと 言っても 過言 ではないと思います。 日本は

木の文化で成長してきた国であり、西洋のような

石の文化ではなか ったのです。 日本は、自然をそ

のまま利用した、その自然の美しさを生かし、西

洋では、それに手を加えてきました 。

8 月から 9 月にかけて 30日間ほど、ポーランド、

チェコスロパキア、西ドイツの 3 カ国を回 って来

たのですが、いたるところに金属裟飾品が使われ

ており、それらは、何世紀もの歴史がすぎた現在

でも、いまだに生きています。私はず、っとホーム

スティをしていたのですが、日本のように一部の

豪邸、ホテル、商庖と、かぎることなく、 一般生

活への普及がものすごく目ざましく 、 それは歴史

と文化 の違いだろうと考えさせられました。 たと

えば照明務具。 日本では木と紙で作られていまし

たが、西洋では 、鉄とガラスでした。 それは、教

会のステンドグラスを思い 出 してもらうとよくわ

かっていただけることと思います。他 にも、まだ

まだたくさんあります。 ベ ランダの手摺、門扉 、

フェンス、面格子等。小物類では、キャ ン ドル ・

スティ ック 、写真入れ、ぶんちん、そして壁飾り

や建具、金物等。 みなさん 、 ご存知のことと思い

ますが、これらの物にも流行がありまして、パロ

y ク ・ロココスタイル、ア ールヌーボ一、アール

デコースタイル等有名なものがあります。欧州|を

光 藤 俊 夫 著

一人で歩いてみると、よくわかるのです。工業生

産ではなく、 一つ一つ たんねんに作られてきた物

の息遣いそのものが。

最近、工業生産による大量生産品でなくこうし

た手作りの物が、再び一般にうけてきているよう

に恩われます。戦後、国民所得倍地、高度経済成

長を急速にし、 G N P世界第 2 位にな った日本は、

今、変わりつつあります。住宅にも見られるよう

に、量から質に、なっています。同じ物を大量 に

作り安〈普及するだけではなく、オリジナルな 、

よい商品をみんな待っているのではないでしょう

か。鉄という、 一つ のかたまりをただ熱し加工す

るという非常に単純でありながら高度な技術の必

要なこの鉄の工芸/ ロート ・アイア ンの今後への

期待、そしてようやく専門技術者の地位が向上し

そうな時代です。 お互いにがんばりたいと思いま

す。

なお最後になりましたが、毎月よい見学会を企

画して下さる事業課および関係諸氏にお礼 を申 し

上げたいと思います。

( 株式会社宅地開発研究所勤務 ・ステンドグラス作家)

「ロート・アイアンの世界」講演会場にて

佐野紙芸キヨーライト工場を見る

日 時 昭 和55年 8 月 9 日同 集 合8 :40→解散18:40

2首 飾 南 海 弘氏 ( 鎌式会社よし与工房社長)

参加者 36名

スケジュール

8 ・40→ 9 :00 鉄工芸の作品見学 (新阪急ホテル地下)

9 :  10 大阪出発

10:  30→ 12:30 よし与工房・工場見学と作品製作

12:  30→ 13:30 昼食・休憩 (亀岡ハイツ)

13: 30→ 15:40 講演「世界のロー ト・アイアンについてJ

南海ま書簡 ースライド併用ー( 会場向上)

16・15→ 17: 15 佐野紙芸 (キョーライト工場) 見学

18: 40 大阪着

建築技術選書 21巻 A 5 ・160頁・定価1200円

住宅の泰男
企画 : 日本建築協会

- 楽しいイラストでつづる世界の家具あれこれ

官 叩 臨来争 同
ピエール・ポーラン マリオ・マレンコ マッキントッシュ コ ｊｾ ビュ ジエ

調

目 次 4. 玄関と傘立 8. 書斎と本棚

1  . 私の家の椅子 5. 居間と椅子 9. 化粧室と照明

d 相2. 住宅と家具 6. 台所と食卓 10. 地震と家具

3. 様式と装飾 7. 寝室と収納 11. ノンファ二チュア

京都市下京区木津屋橋通西洞院東入 6 学芸出版社 T E L 肝 343- 0811 <目録進呈〉
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日本建築協会

月間の動き

昭和54年 8 月分

理 事
. A  

:ZJ ;  

4  D寺- 5 時 於会館集会室

塚本、福田正副会長ほか 9 名

建築技術選書講座シリーズ第 7 回

「医院 ・診療の計画と設計」開催の件

(2) 第36回建築工事実務講習会開催の件

(3) 友誼団体事業協賛及び後援の件

(4 ) 会員倍加に関する件

(5 )  大阪市街地再開発促進協議会理事推せ

んの件

(6 )  近畿建築会館借地 ( 府有地) に関する件

20日

出席者

議事 (1)

(7) 入退会者承認の件

(8 ) 報告事項

事 業 委 員
. A  

:ZJ ;  

若い会員の集い 「都市住宅を考える」分科会

! 日 6 時半 - 9 時 於会館 3 階会議室

出 席 者 三宅主査ほか 2 名

議事 (1) r都市住宅を 考 える j( 5)の企画について

(2)  P R方法について

(3 )  そのほか

若い会員の集い第 5 因企画分科会

5 日 6 時半 - 9 時半 於会館 3 階会議室

出 席 者 斎 藤 主 査 ほ か 3 名

議 事 第 5 因企画内容について

若い会員の集い 「レクリエーション施設を考える 」

分科会

6 日 6 時半 - 9 時半 於会館 3 階会議室

出席者 ゲスト : 大久保久能氏( 坂倉建築研究

所) 、三好主査ほか 3名

議事 (1) r レクリエーション施設を考える」の企

画内容について

(2)  その lまか

編 集 委 員
. A  

: ZJ ;  

構造特集編集幹事会

6 日 5 時 - 6 時半 於会館集会室

出席者 須賀好富氏( 近畿大学) 、横弁幹事ほか

3 名

殺 事 構 造 特 集 (12月号) 企画の具体化

投稿欄小委員会

7 日 2 時- 4 時 於会館集会室

出 席 者 小 北 副 委 員 長 ほ か 4 名

議事 9 月号以降の企画

委員会

7 日 4 時- 6 時 於会館集会室

出席者 三輪委員長ほか 5 名

議事( 1) 8 月号= 屋内体育施設の設備特集経過

報告

(2)  9 月号= 水ぎわのまちづくり特集報告

(3)  10月号= 今後の外装吹付仕上材特集報

全E tコ

(4)  11月号= 第27回青年技術者特集報告

(5)  11月号特別企画= マ ンション ・集合住

宅特集幹事会報告

(6)  12月号= 新耐震設計法( 仮称) 特集に

ついて

(7)  1 月号= 機能論 (仮称) 特集幹事会報

告

(8)  2 月号= 設備特集につい てー設備分科

会報告ー

(9)  3 月号= ポートピア ' 81 (仮称) 特集幹

事会報告

(10) 収支状況報告

(11) そのほか

広告企画小委員会

25日 4 時 - 5 時半 於会館集会室

出席者 渡辺副委員長，三輪委員長ほか 4 名

殺事 (1)  8 月号 rl 室内体育施設の設備」特集広

告収入報告

(2)  9 月号「水ぎわのまち づくり」特集広

告途中経過報告

(3)  10月号「今後の外装欧付仕上材」特集

広告途中経過報告

(4 )  11月号 「今後のマンション ・集合住宅」

(仮称) 特集広告企画

(5)  12月号裕造特集広告企画

(6 )  作品作風関係報告

「職能論j (仮称) 特集編集幹事会

28日 4 時 - 6 時半 於会館集会室

出席者 大久保昌一氏( 大阪大学) 、 蓮偽亨氏

(京都建築事務所)、 三輪委員長ほか 4

名

議事 1 月号「職能論j (仮称) 特集の企画

住 宅 委 員
ム一

A

委員会

12日

出席者

j築事 (1)  

(2 )  

6  D寺- 7時 於会館集会室

小西、奥村、高田正副委員長ほか 9 名

第17回よろず相談住宅展の件

スライド( 庭) 作成の件

若 い 会 員 の 集 い

鉄の工芸… … ロート・アイアンの世界

一 一よし与工房を訪ねて一 一

9 日 8 時40分 - 17時半 於亀岡

参加者 36名

講 師 株 式 会 社 よ し 与 工 房 社 長

南 海 弘 氏

建築技術選書講座シリーズ第 7 回

医院・診療所の計画と設計

19日 l 時半 - 4 時半 於薬業年金会館

聴講者 27名

講 師 京都工芸繊維 大学教 綬 工学問士

池 田 有 隣 氏

同 上 助教段

船 越 前li 由氏

見 学

太閤園・迎賓館の新築工事見学会

23日 2 時- 4 時

ム一

A

参加者 45名

設計監理 附 森 京 介 建 築 事 務 所

施 工 消 水 建 設 側

完成間近の大阪・上六・市街地再開発事業を見

る(2)

(日 本建築協会・ 大阪府建築士会 ・大阪建築士

事務目肘為会 共催)

29日 l 時半 - 4 時

参加者 53名 (内本会23名)

設 計 側 安 井 建 築 設 計 事 務 所

監 理 日本住宅公団関西支社( 住宅)

側安井建築設計事務所( 施設)

施 工 ( 建築) 鴻池組 ・フ ジ タ 工 業 モ リ タ 建

設共同企業体

建 築 ク ラ ブ 朝 食 会

12日 8H寺- 9 時半 於大阪グランドホテル

出席者 75名

当 日は衆議院議員 ・中山正郎氏より「最近の国

際情勢」につ いてお話を伺った。

8 月 の 入 会 者 ( 敬称略)

〔団体会員10社〕

川崎重工業側 三晃金属工業仕掛純生1 u 業側大阪支宿

東索商事側側ナカムラ ナミレイ側西原ネオ工業

側大阪支庖 日 東 金 属 工 業 側 丸 五 基 礎 工 業 側 渡 辺

塗装紛

〔個人会員 38名〕

天 野 正 樹

小田 浩

加 藤 発一

勝 原 宏 幸

北 村 俊 男

坂 本 和 彦

外 海 隆 弘

土 井 品 平

中 野 次 奥

様 回 孝 吉

松 本 陣 俊

森 静93

芳 村 恵 司

飯 田 茂 貨

小 野 洋01l

狩聖子 強

木崎 陣

佐賀 久

縦井 三郎

玉利 弘絞

中 間 米三

夏 目 昌 明

古川 知彦

宮武 1呆: N

八木 繁縫
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也

郎

良

二

弘

彦

一

一

隆

隆

博

雄

勝

三

幸

俊

澄

俊

俊

成

文

田

田

山

野

井

賢

道

出

口

聞

本

内

岡

影

北

坂

菅

天

中

樋

外

森

柳

完成真近の上六市街地再開発事業の見学

訂正とお詫び

「建築と社会J 昭和 ＵＵ 年 Ｘ 月丹 ｐＶＸ お ｊＭＮ 欄の株式会社商ｬｊ ［ｩｾｪ

生工業所大阪庖の支底 ・営業所「術開 ・J;r Ii! I  . 広島 天理 ・

JlI西J とありますのを、 「稲岡 ・京m 天理 . /1 1西J とdT正

いたします。

建策と社会! 1980年10 Hl ) 59 



地芦三，空

U 2 u k 'こコ

総合天井システム間部

耐震・耐火そして軽量化を稽る総合天井システム、J ライン工法、い、AL T S工法、は当社独自の

照明灯ユニットおよび戸ルミ製T パーを建物のモジュールに配列し、天井仕上げ材と一体化し

たシステム天井です。空調、照明、防災機器、スピーカーなどの叡備ゾーンとの組み合せ、さら| こ

間仕切、ブラインド BOX怠どの取り付けも可能にしだ多機能を跨っております。 CPAT. 6件)

本 社 大 阪 市 北 区 西 天 満 5 T E! 3 番 ア 雪 干530 電電信(06) 312- 4131聞

東 京 東 京 都 港 区 新 情4丁目怨醤第29森 ピ ル 干105 電電信(03) 437- 3361附

福 岡 福 岡 市 縛 多 区 住 吉 2 丁 目 16番 27号 干812 ・箆( 092) 291- 045以側

名 古 屋 名 古 屋 市 西 区 俵 町 2 丁 目 1 番 6 号 干451 電 話( 052) 522一543鮒匂

仙 台 仙 台 市 本 町2丁 目1番 8号 第T広 瀬 ピ ル 〒980 電 話(0222) 65- 65681問

沖 縄 沖 縄 県 那 覇 市 豊 川 1 1 9番 旭 干9∞ 電 信(0988) 53- 685α 仰

奥村重兵衛株式会社

内 装 不 燃 材

室 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 ;神戸市生田区北長狭通 4 - 1  (英和ビル)

電話 神戸 (331) 0881- 3  

支 唐 大阪市北区西天満2丁目6番8号( 堂ピ Jレ5階)

電 話 大 阪 (364) 2031- 4  

倉 庫 神戸市葺合区八幡通 1 - 5  ( 電話221 2923)  

テトカッパー防水

• 防水専業の研究・経験から生れたすくない資源のパーフェクトな防水層です。

この防水層は( 一層防水) 地工するだけで、防水は完量産です。

温度変化に伸びがなく、柔軟性に U h- 、画f酸、耐薬品位に慣れ、腐蝕しません。

ヵ ・ 叫 ム 帯 コーパータイト 新工法

" ' 1/ 、- I f } 吾7Kr 21

/ - - r"J ' J 、・rn' オクロン防水平帯 プレノテクト吹付工法

祭器

奥山化工業株式舎示i
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•• •• • • • • • • • • • • 

本 社 東 京 都 中 央 区 銀 座8 - 4 - 9 電 話 03 (571)  2703 

大阪事務所大阪市淀川区東三国6- 1 - 41 電 信 06 (391 )  1081 - 2  

埼玉官業所崎玉県桶川市東1 - 6 - 10 電 鉱 0487( 74}2845- 6

厚木出張所神奈川県厚木市金凹字富畑259 電 隠 0462 (21) 6092 

名古屋出張所名古屋市南区若草町33 電 信 052 (811 )  3660 

九州出張所佐賀県照宮町 電魁 ω52 (47)  2945 

60 

豊 か な 経 験

最 新 の 技 術

東 洋 シ ャ ッ タ ー 株 式 会 社

本社: 大阪市東区両待町 1- 12 日生ビル 宮 (943)6571代 表

東 京 ・横 浜 ・ 盛 岡 ・仙 台 ・水 戸 ・ 静 岡 ・岡 崎 ・ 名 古 屋 ・ 富 山 ・ 大 津 - 京 都 ・神 戸 ・広 島 ・高 松 ・福 岡 他 全 国 主 要 都 市



空 調 ・ 衛 生 設 備 の 頁

空 気 調 和 ・ 給 排 水 ・ 衛 生 ・ 防 災 設 備 設 計・施 工

φ 2 5朝日三業社

本 社東京都港区浜松町 1- 25- 7  電話 (434) 6171(大代)

大阪支社 大阪市淀川区加島 1- 58- 59 電話 (302) 2  2  7  1  ( 代)

支 底 北 海 道 ・ 東 北 ・ 名 古 屋 ・ 中 国 ・九 州

営 業 所 釧 路 ・函 館 ・ 盛 岡 ・ 繍 浜 ・ 静 岡 ・京 都 ・神 戸

震災関汚禁処童設計地工

曇 〈 料 大 阪 城 口 研 究 所

取締役社長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 角 田 町 2 番 15 号 電 話 大 阪372局7151( 代)

京都市東山区大和大路正 面 上 ル 電 話 京 都561局4944( 代)

神 戸 市 生 田 区 下 山 手 通 六 ノ ー 電 話 神戸341局 5 8  9  2  

電 気 ・ 空 調 ・ 衛 生 ・ 防 災 ・ 産 業 廃 水 設 備

設 計 施 工

・m 大阪電気暖房株式会社
本 底 大阪市内r，z; ( 戸綴 1 丁目 10番17 号 〒 550 宮町再 (441 )8231  

本 社 東JXf ，f I 中央区銀座 2 T Fl 2 番17号 〒 104 電話 (535) 5251 

支 社 大 阪 ・ 東 京 名 古 尽

支 庖 札似・仙台・金沢・広島・縮問

営. 所 新潮天王聖 ・岡山・高低 ・熊本

出強所 帯広・ w森・秋田・盛岡・前橋・千葉・繍浜・静岡

富山・福弁 ・盟国・京郁・神戸・徳山 ・鹿児島 ・那覇

海外支箔 シン ガ ポ ー ル

空 気 網 干 日 数 傭

給 排 水・衛 生水 道

電 気 設 備

腕 房 ム

環 境 衛 生 施 G

荷 役 速 織 機 械

化 学 鉱 山 機 械

三 機 工 策 22 大 阪 支 鹿

取締役社長 各 務 節

大阪支底長 稲 畠 和 治

大阪市東区北浜 2 T 目 2 2 番 地 電話 大 阪 ( 202) 代理i 3071

本 1吉 東京・日比谷・三僧ピル

支 唐 名古屋、福岡 、札映、広 島、仙台、 北陸

出 鋭 所 俄浜、阿国、静岡、盟問、岡山、金沢

. 給排水衛生 ・冷暖房

・空気調和般備 ・その他管工事一切の惣計・施工

⑮ 斎 久 三 業 株 式 会 社

本 社東京銀千代田区大手町2- 6-2 ( 日本ピル)

電話 03- ( 270) ー7411附

大阪支社大阪市北区中之島4- 2-38 竃 隠 06- (443) 5041側

支 庖 札 幌 ・ 岡 山

営鍵所仙台・千: 1 1 ・名古屋・金沢・高松 ・広島・福岡

出 . 所 領 井 ・ 倉 政 ・ 苫 小 牧

空 気調 和 設 備

衛 生 設 備設 計 施 工

令 三 建 設 備 工 業 ヰ 結 審 社

大阪支庖 大 阪 市 北 区 紅 梅 町 3 番 5 号 電 話 ( 352) 1 1 3 1  ( 代)

本 社 東京都中央区日本僑蝋殺町 1- 35- 8 電 話 ( 667) 3431 ( 大代)

支 社 名 古 屋 ・ 仙 台 ・ 札 眺 ・ 広 島 ・福 岡 ・金 沢 ・新潟・ 積 浜

。樟式会社三発空調

取締役社長 粛 藤 博

本 社 大 阪 市 北 区 西 天 満 3 丁目 13番20号 電 話 06- 363- 1371

束京本広 東京都紙宿反西新宿 新宿住友ビル 泣訴 03- 344- 1911

大 阪 本 広 大 阪 市 北 区 西 天 満 3 丁目 13 1fi: 20号 泣 訴 06- 363- 1371

支 庖 名 古 屋 市 中 村 区 下 笹 島 町 11- 2  'ile，治052- 581- 8571

広ぬ市中区紙屋町 ｬ 丁同 Ｒ ＱｦｩＺ ＲＲ 号 ＱｴＡＮｾ活 ＰＸＲ Ｒ Ｍ 47 - 4535 

福岡市中央区大名 2 丁目 4 番22 号一 1I.: Jii 092- 761- 3795 

出 張 所 仙 台 ・ 機浜 ・福弁・京都1・神戸 ・松江・高松沖縄

@  空 調 衛 生 ・ 冷 凍 冷 蔵 ・ 地 盤 凍 結

守 蒜 蒜 嗣

本 社 大 阪 市 南 区 瓦 屋 町 3 番丁68番地( オートセンタ ーピル2階)

郵便番号542 電 話 大 阪 (06) 768- 5  0  3  1 番

東 京 支 庖 東京都千代田医九段南 2 丁目 2 番 5 号( 九段ピル 8 階)

郵便番号102 電 話 東 京 (03) 262- 3  2  4  1  - 4 番

$ 新 日 本 空 調 株 式 会 社

大 阪 支 庖 大阪市北区堂島浜 1 丁目 2 番 6 号( 新大ピル)

電話 (06 )  344  - 6  0  3  1  ( 代)

本 社東京続中央区日本僑本石町4-2( 三井第二mi )

電話 (03)  279 - 5  6  7  1  ( 大代)

名 古 屋 ・ 九 州 ・ 広 島 ・札 械 ・ 東 海 村 ・ 北 陸 ・ 大 分

cl eanOi r  
丸

。2要望13ij 警;捗J 寺会話
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空 気 調 和 ノ〆、¥ 搬送機設備

給排水衛生 『 ζ ンF 設 計 施 工

第ーエ紫抹式会ー私

大阪支店

大 阪 支 庖 〒530 大 阪 市 北 区 西 天 満 3 丁 目 6 番 1 4 号

本 社 〒100 東 京 都 千代 田 区丸 の 内 3 丁 目 3 番 1 号

暖 ・冷 房 ・空 気温 湿度調整装置

回 設 計 施 工

高 砂 勲 掌

大 阪 支 I育 大 阪 市 北 区 芝 田 1丁目 4- 8 ( 北 阪 急 ピ ル 9 階)

電 話 大 阪 ( 372 )  2  5  1  1  ( 代 表 )

本 社 東 京 都 千 代 田 区 神 田 駿 河 台 4 丁目 2 番 地

r 町闘DAIIt:コ
空 気 調 和 設 備

設計施工

換気・除塵設備

東 洋 煎 工 調 陣 織 式 会 極 大 阪 安 后

大 阪 市 西 区 初 本 町 3 ー 1 - 2  7  T  E  L  (443)  8  0  7  1  

本 社 東京郵中央区京僑 2 丁目 9 T E し(562) 1  3  5  1  

支 庖 名 古 屋 ・ 福 岡

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 大阪ガス指定工事会社

設計 ・施工

ガス設備・ガス住宅設備 大阪ガス住設後器特約庖

。 大 晃 設 備 株 式 会 社

本 社 大阪市北区西天満 5 - 1ト 12 定話 06- 313- 1846

JE長吾 l n 大阪市北区西天満 5 - 11- 12 電話 06- 313 - 1846

ｚ 芸ｾ Ｚ ｾ 枚方市甲斐国東町 Ｙ 番 Ｓ 号 電話0720- 49 - 2128 

訟 備 部 大 阪 市 北 区 西 天 満 5 - 11-12 電話 06- 313- 1846

禁制12 園祭 枚方市甲斐国東町 9 番 3 号 電話0720- 49- 2128

62 

給・排水・衛生・消火・暖冷房設備

お 25西原、衛生工業所大阪庖

大 阪 市 大 淀 区 中 津 6 丁目 8 番 4 号 電自重大阪 ( 458) 3531番

支底・営業所 福岡・京都 ・天理・) 11西

空間・衛生・防災設備 設計並施工

⑥日本管工業株式会社

ヰヰ扱京都支底 京 都 市 南 区 西 九 条 笠 回 町 2 0 番 地 の 1

電話 (681) 5  1  0  1  - 5 ・夜間専用 (691 ) 1045 

大 阪 支 庖 大阪市北区天満1- 5- 20 電話( 侃 ) 352- 3501(代)

三 軍 支 底 添 市 栄 町 2 - 1  1  1 電 話( 0592) 26- 361α tt)

四日市営難所 四 日 市 市 西 末 広 町 電 話( 0593) 53ー 7431(的

滋 賀 営 業 所 大 部 市 打 出 浜 1 3 - 15 旬 結( 0775) 22- 9738(tt) 

名古屋営業所 名古屋市中村区則武1- 23電結 (052) 452- 3701的

｀這暖房 ｉｾ

da:....，.，.， 

③百樹三華経荒

圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃 ｅ ・『司 ｾＱｾｕ Ｚｬｬｾ .. 

CJ l  

営業種目

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 工 事 ・ 設 計 ・ 施 工

平山王業様式念駐

大阪市西区江戸堀1丁目 22番7号

f r 06- 441 - 1994 ・443- 0331

空気調和設備・給排水衛生設備・上下水道施設

環境衛生施設 ・公害防止施設 / 設計・施工・監理

⑫ 山 田 工 襲 積 書8 *2:

本 社 大阪市西区 J;r町嘱 J - 6 - 8 電結 06(443) 8161 (大代表)

(環境袋道事業部専用) 電話 06(447) 0831 (代表)

分析センタ一 大飯市淀川区三津屋南lート35 包括 06(308) 1491 

支 底 東 京 名 古 屋 福 岡

営 業 所 京郎神戸・姫路広島 ー高低 ・怯山



⑤ 

官 自 信開局 . 1=:  .J. 品・ -

i窃 竜 丸 保 亘L

代表取締役 山 本 博 三

壮 大 阪 市 北 区 中 之 鳥 3 -- 2 - 4 61! H ビ ル

T E L  大阪06 ( 3 8 5 ) 1 3 6 1 ( 代 )

市 最 木 町 3 - 3  4  - 6  

T E L  大阪06 ( 3 8 5 ) 1 3 6 1 (代 }

庇 都 市 有 庶 民 側 広 伸. 鹿 野 町 2 1  

T E L 庶膏s 075- (  3  1  1 )  1  1  8  5  ( 11: )  

市' 中 央 区 藁 院 1 - 1  4  - 8  

T E  L  I品I面j 092 (  7  7  1 )  6  1  6  8  

電 気 股 備 の 頁

社
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Q

E

 

設 計 施 工電 気 設 備

朝

設 計 施 工

栗 原 工 業 儲 式 会 紅

電気・言十装工事

ーを

回吹

本

事司士省 咽睦月時

京書官. 集局時

英

大 阪 市 北 区 角 田 町 1- 1 東 阪 急 ビ ル T E L 0 6- 313ー 1101

支 l苫 東 京 ・名 古 屋 ・舞 踊 ・ 京 都 ・天 理

大 阪 商 ・神 戸 ・ 広 島 ・四 国 ・ 九 州

信原栗取締役社長

縞 I司網開出事畳所

会 社

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

横 田 幸大 阪 支 社 長

大 阪 市 東 区 高 関 僑 五 丁 目 二 八 番 地 電 話 大 阪 ( 202)0325- 9 番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 札 幌 ・ 仙 台 ・ 丸 ノ 内 ・名 古 屋 ・ 福 岡

営業所 ・出張所 全国主要都市20ヶ所

電 気 工 事 設 計 施 工

且，、

代 表 取 締 役 坪 井 大

大阪市北区西天満 2 丁目 6 - 8 ( 金 ピル 7 際 )

電 話 ( 361 ) 3  6  7  1  (代 )

東 京 都 中 央 反 日 本 橋 箱 崎 町 20 番 5 号

電 話 ( 671 ) 1  4  7  8  (代 i

川 崎 ・ 制 限 原 ・ 堺 絹 山

社一
一

. 圃 圃 圃 -

株 式 会 社

社

后

本

支

出 張 所

電 気 ・ 暖 冷 房 ・ 空 間 工 事 位 計 施 工

宝 電 機 株 式 会

取締役社長 嘉 納 伝 三

大阪市北区西天満 2 丁 目 6 - 8  ( 堂 ビル 3 階 )

電 話 (364 ) 1  4  7  1  ( 代 )

東京都港 区新 僑 2 - 1  S  ( ニュ 一新橋ピル 7 階)

電 話 (504 ) 0  2  3  1  

名 古 屋 市 北 区 峻 見 通 2 丁 目 2 0 番 地

電 話 (991 ) 5  1  3  1  ( 代)

堺・ 子 葉 ・ 字 都 宮 ・ 焦 本

電 気 ・計 装 ・空調工 事 設 計 施 工

S注 1 7 Yト 国 気工 ;..J ='; .二 戸J レ ヲ 跡 式8 1t

山 本

大 阪 市 北 区 西 天 満 5 了日 1 番 3 号

T E L  06- 364- 3056 ( 代)

東京・神戸・広島 岡山

名 古 屋 ・ 岡 山 ・札 眺 ・ 苦 小 牧 ・浜 松 ・滋 賀

京都・高砂 そ原 徳 山 松 山 ・ 新 居 浜 ・ 福 岡 沖縛

造方く
取締役社長

社

支 I古

事 業 所

金込

本

社

午t

底

底

本

支

支

神 戸営 :f l前

電 気 工 事 設 計 施 工

宇 富 士電業株式会社

総 合 設 備 工 事 〈殺計・. 31[ 行〉

建築・電気・アンテナ・送電線・プラント・計義 ・空間・土木

⑧ 社工 事 株 式 会太 陽 工 藤

中 実

大阪市西区北堀江上通 1 丁目 6 5  

電 話 大 阪 ( 5 3 8 ) 1 1 7 1 代 表

東 京 ・ 名 古 屋 ・広 島 ・ 福 岡

回
取 締 役 社 長

社本

ｦＡｾ＠

大 阪市福 島 区 福 島 7 - 22- 8  

T E L (  0 6 ) 4 5 2 - 1151( 大代 )

東 京 ・名古屋 ・大 阪 ・広 島 ・福岡

四林取締 役社長

本土本

営業所事業所

⑩ 日本写植印刷株式会社

神 田 都 義

@国

Board &Sl ate Standard 

代 表 取 締 役

〒545 大阪市阿倍野区阪南町7-5-30 _ 06 (692) 11 11代

〒892 鹿児島市名山田T4-7 三宝ピル 官 0992 (26)  4371 

干708 津山市大手町8番5号模鈍底会館 官Oお82 (4) 1771 

干筑旧 南風原村兼域 沖縄印刷団地 雷 0988 (55) 6100 

本 社

日本写植セン合一

;章山写値センヲー

沖縄写植センヲー

事宵

フ タ パ 黒 板
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奉 仕 感 謝 の 庖

タ イ ル 工 事 施 工

⑪ 22 刈滞調t S 歳月S

本 社 大 阪 市 西 区 西 本 町 l ー 13- 33(靭 本 町 パ ス f事前)

電 話 大 阪 06(532)代 0461 ・550

天 理 営 業 所 天 理 市 丹 波 市 町 新 町 50

建段省認定の防火材料

ソリジットスタイン 基材同等 o  0  0  3骨

エ パ ウ オ ー ル 基 材 岡 噂 o0  0  Ｓｾ＠

エパーサンド基材同等 ＰＰＰＴｾ

本 社 大阪市東住吉区駒 川町 3 - 54 電話 (06)702一7814- 7  

E臣家事雛所・名古屋出張所・高松出張所・福間出張所

株 式 会 社 矢 橋 大 理 石 商 底

大 阪 支J吉

大阪市東区高 腿僑 2 丁目 9 野村ビル5階 電 話 大 阪 (202)4905

特殊壁装材製造販売和室に最適

一一一一・察楽壁紙・ホクシノン (無機質壁紙)

ｾｉ 司ほＩ由。ョコＡｊ ｄ ＺＲ

日らった( 誕生トレ卜感覚

; アースウェイブカーテン】l

( ラグジュアリーカーベット】l

国 日 本 フ ェ ア ト ン 株 式 会 社

干540・大阪市東区鎗屋町1丁目34番地・ヤリヤマチビル

T  E  L  06 (943)  6  4  8  1  (代)

カーテン・壁装材

新たにショールームが完成/

皆さまのお越しをお待ちいたしております。

株式会社ブフ工テキスタイ)l ノ大阪支庖

干541 大阪市東区平野町 3 - 6 - 1

平 野町 センチュリーピル 1 F  

電気・空調・衛生など各種設備分野の記事が 1冊の雑髭に/
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日東工業( 株)

本 社 ・ 大 阪( 0 6  )  2 6 4- 1  0 0 0  (代)

京( 0 3  )  6 6 2- 2 8 7 1  (代)

基礎杭と土留の コ、

・名古屋 (0 5 2 ) 9 5 1  - 7  1  6 5  (代)

工 場・大阪 ・奈良 ・千葉・循島・島彼

営 業 種 目

・防 水 工 事 塗布防 IJ ( • ｾー卜防水 ・ モ ｊ レタ ｊ レ防水

・樹脂注入接着工 法 作組附脈注入後 ＱＱｨｬ￬ 修 ｛Ｇ ｊｾ

・亀 裂 補 修 工 事 件 縄 樹 脂 法 人 充 填 ・コーキング

・シ ー リ ン ク 工 事 シリコン ・チオコー 1レ・ウレタン ーアクリル

・吹 付 工 事 アクリル ・リシン ・弾性タイル ・その他

。建 設 業 許 可 大阪府知 事J午"f Ｈ般ー ＵＳＩｾＵ Ｑ ＲＲＵ［ｩ

。日本シーリ ング 工事業協会 今員

大阪市北区末広田r3  - 2  1  I.Lι ¥比三t : . ' D 恥 . . . . .  ・I I I

J1!. 剥IJ 也所1，1] lBf ピル201 S  岬甥 ［ＺｊＮＮＮＮｾ Ｍｹ ヨｾＮｲて Ｗ ＴＮＱ ＱＱ
T E L  0 6( 3 15) 070 1  ，". .，・WJ " . _ . .  .......，、.-，・

ョーニ.I0 C S A 7..ニ.1011: 1: ""

セキサンパイル ( s M .A C. P C. R C)  

カネライトフォーム A L C 鋼 材

建 築 材 料 一 式

浜 宗 産 業 株 式 会 社

代 点 取 締 役 漬( 岡 j告

本 社 〒 629- 31 ，; f 郎府竹n ml網 n 町 下 網 野

T  E  L  ( 07727 ) 2 - 2  2  2  0  ( 代)

御前 Ｇｴ［ｾＧ 業所 干 ＶＲＴ 舞 鶴 市 制 米 1 6  0 - 1  

T  E  L  ( 0773)  76 - 0133( 代 )

I11  s 国

対 鴨川町h

if .V，c'fJ，"-i; 
弘 一 司

. 噌量二車 久.

ｾ 一‘ ・ ＢＰ ・ よ ｾ Ｂ 予
Ii O。

膨張材 J I ¥野田工クスパン

防錆剤ヲヌ. ，. . . . . ，; . ，

Jll 野田セメント線式容量t

木 告11 東京 都i U区盟洲 1- 1- 7  T E L  531-4111 

大阪支応 大阪市北区梅田 1 - 8  - 17 T E L  341-8331 

支 庖 杓 幌 ・仙 台 ・東 京 ・名古屋 ・大 阪 ・高 松 ・広 島 ・福 岡

製造元 日宮マスターピ ｊＢＹｾ 弐株式会最
販売元 凋t モJ ・I J ::;;・L君勾居室お象事竜三; : 議主

み 祉 / 車 hf t ; l l 港区六本本 3 - 1 6 - 2 6 ..  03一日抱-8811

k 阪 常 業 所 I k 阪 市 東 区 北 浜 3 ー 7 ・06-20宮ー3294

。 ｾｾ｟Ｉ｜ｊｾＭ 鴨代の断熱用シｾ人決、
1るシ. Ｍｾ今

日E バイナリーシート P
目立バ イナリ ーシート P は，日立防水シートに発泡ポ リエチレンを独自

の貼 り合わせ技術で積層 した，ニ震構造の断熱兼用二重防水シートです。

自 豆 電 線 株 式 曾 祉 制 問干代田回側2丁 目 鵬(刊田ピル)

デンカC S Aファミリー製品

. 7. 1二J nCS A … … … - … … ・… … … … コンクリー卜のひびわれ防止に

( 膨張性混和 材 )

. 7. 1二J n弓ヌヨニJ … … … … … … … … ・鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに

( グラウト用無収縮材)

ＮＷＮ Ｑニ ｊｮ 司 ｆ ＮＺｊＧ一宇吻Ｇｊｾ…………・・…コンクリー卜躯体の漏水補修に
(止 水 ・補 修 用 急硬 セメン ト)

• :;::."n E S  . . …………………………・地盤補強用薬液注入

( 上質安定用急硬材)

・者二J nI:J OOO・… … … … … … … … コンクリートパイルの早期出荷と

( 製品用超高度混和 材 ) ハイモメント製造用に

電気化学工業株式会社

近 畿 地 区 販 売 庖

金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社

T E L 大 阪 ( 0 6 ) 3 3 2 - 6 8 6 1  

T E L 東 京 ( 0 3 ) 2 7 2 - 8 5 0 1  

小 浦 産 業 株 式

T E L 大 阪 ( 0 6 ) 4 4 3 - 6 1 8 1  

A. .  

";zi;'  ネ土

光 洋 物 産 株 式 会 社

株 式

会 社
ト ー ゴ ー / 本 社

T E L 大 阪 ( 0 6 ) 2 5 2 - 6 0 0 0  T E L 滋 賀 ・守 山 ( 0 7 7 5 8 ) 3 - 2 3 8 1
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「省エネ効果を高める」外壁

ヘーペ品ヨ....h

へーベルライトは、パネル全面に補強

芯材を内臓しています。木造住宅・欽

升住宅どちらにも 7 ッチする 外カ ベパ

ネルとして注 U を集めています。

. 断熱性が高い

・ｾに強い
・ ヒ ピ 割 れ し に く い

・重厚なタト観をつくる

・工期が短い

ヘーベルライトは、すぐれた特性を複合的に発揮する、

軽量気泡コンクリート外壁材です。

今、家づくり街づくりに、

大量に使われているヘーベル。

( 軽量気泡コンヲリートパネル)

ご 存 知 で す か 。こ れ が 超 高 層 ビ ル か ら l苫舗・

事 務 所 ・ 住 宅 ま で 、 あ ら ゆ る 用 途 の 建 築 に

へ ー ベ ル が 用 い ら れ る 理 由 で す 。

・冷暖房貨を節減する、全iエネ Jレギー建築をつくることが

てるきる。

・火災に対して安全な辿築をつくることができる 0

・地援に強い建築をつくることができる 。

・短期間 で好みに合った 、美しい建築をつくることができる。

・隣接建築物ーぱいに: f f i てられ、敷地の布効利用ができる 。

・建築中、周囲への迷惑が少なくてすむ。

・乾式工法でかつ断熱性がよいため、結採によるジメジメ

やカピの発生のない健康的な建築をつくることができる 。

・重量感があり、近代感覚に満ちた述築物をつくることが

できる。

安全・快適な建築づくりに

貢 献 す る

日本工業総絡 (J IS)製品

建設大臣認定耐火榊造部材 ・r. エネルギー協力製品

ｊ､ｬ ｦ ｬＺＺ民主霊室率ｾｦｩｉ匝豆電盆釜本土 ヘーペJL

〈長〉側? 興子材; 士業所
、.岡、フノ 干 550 大限 西 区 南 堀5I 4 - 32ー 11 f t  (06)  538- 2951 (代 )

明 石 支 庖 〒673 明石市西新町 2 - 12- 14 f t078( 922) 0007 (代)

高槻営業所干 569 高槻市宮田町 2 - 1  - 29 ft0726 (96)  2889 

中国営業所〒742 柳 井 市 宮 本 浜 (柳井総合卸センター内)

亀 田 泰 弘 監 修

現 場 経 験 の 浅 い 技 術 者 で も 工 事 検 査 の

任をはたせるよう . 現 場 に 即 し た 試 験 ・

検 貧 の 筏 術 を 懇 切 で い ね いに解説した初

. の工事検査方法指導脅。

・上巻 8 5・453頁 定 価6，000円 送 料250円

・下巻 8 5・535頁 定 価7，000円 送 料250円

上下繍 (都内送料350円 地 方 送 料500円)

建築の接着工法

西 忠 雄 監 修

接 着 工法は鐙築工事の広い範閲に利用さ

れ て お り ま す 。 本 省 は 設 計 ・施 工 に 必 要

な接着工法の決定版として，建築設計者，

胞 工 管 理 に た ず さ わ る 現 場 技 術者 ， その

他 の 方 # に 役立 つ 接 着 工 法 の 参 考'，g 。

. 8 5 ・430頁 定 価3，000円・送料280円

同 編 集 部 編

に続き今回もできるだけ他の参考曾な

どには掲載されていない実用的な問題を

精 選 し 、 各 種構 造 ま で 実 務 に 直 結 し た 百

余 の 構 造 問 題 を集録した 。 第 回 集 同 様 ぜ

ひ座右に備えて御活用下さい。

. A  5 ・385頁 定 価3，800円・送料200円

住宅団地の土木設計

小 池 正 次 著

本 舎 は， 快 適 t.l 住 環 境 を 造 成 す る た め の

宅 地 造 成. 道 路 と 駐 車 場. 下 水，rちノk 処

理 施 設，日当Eノ')<l ! . " i ，歩道橋，擁壁な どの

設 計 詳 細 と 実 例 を 解 説 し た 技 術 資 料 の 決

定版。

. 8 5 ・113頁 定 価1，600円・送料200円

建築構造計算資料集( 全 8 巻)

中 川 淳 編 著

各稲建築構造の計画・ 設 計 に 役 立 つ 実 用 便 覧 と し て .

建 築榊 造 計 算 資 料 集 。 全 8 巻を予定している。

地補改i I T ・第 1 巻 鉄 筋 コ ンクリート榔造編( 1 )

. 第 2 巻 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 構 造 編(2)

. 第 3 巻 鋼 構 造 編 ( 1 )

・第 4 巻 鋼 構 造 編 (2 )

・第 5 巻 鉄 骨 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 構 造 編

わ が 国 建 築 界 は じ め て の

8 5・240頁 定 価3，800円

8 5・212頁 定 価3，000円

8 5・225頁 定 価3，200円

8 5・256頁 定 価3，500円

8 5・208頁 定 価3，200円

f t08202 (2) 5211 

昭 和55年
定価

No 目 3 5 1 11 月号の予定目次 ￥フB O

- 火 害 を 受 け た 鉄 筋 コ ン ク リ ー 卜 造 建 物 の 補 修

(西 松 建 設) 荒 井 光 興

・都 市 防 火 と 樹 木 の 効 果 (建 築 研 究 所 ) 岩 河 信文

. P C工 法 に よ る 野 球 場 観 覧 席 の 設 計 お よ び 施 工

( 日建設計) 大野 富 男 ほか

. P C構 法 に よ る 格 納 庫 の 設 計 と 施 工

( 建設省) 平野 三 郎 ほか

・ 超音 波 を 利 用 し た 鉄 筋 ス タ ッ ド 溶 接 部 の 検 査 法

( 清水建設) 倉持 貢ほか

・ 建 築 企 画 シ リ ー ズ : マ ン シ ョ ン

( 企画協会) 福田量豊一郎

・ わ か る 設 備 : 排水 設 備 と 通 気 設 備

( 井上博設計事務所) 井 上 博

・構 造 設 計 の た め の メ モ ラ ン ダ ム

( 日建設計) 堀 井昌博ほか

・ く い 基 礎 に お け る 地 盤 沈 下 対 策

( 日本鋼 管) 木 寺 謙 爾ほか

建築経済統計関表 ・フォ トニュース・トピ ックス ・建築家

の良議 ・読者コーナー ・海外の i話題 . k I ! 材の動向 その他

直 接 購 読 ご 希 望 の 場 合 年 間 予 約 金 ￥ B . 3 B O( 送料共)

全 図 書 庖 18日一斉発売 / 段寄りの省研にご注文卜さい。

回 有 限 会 社 建 築 技 術|事190 間 新 宿 同 町1 中島ビルwD ｼ脳口座東京山 ｩＮｾ 日東京｛ｭＩｊｭｬ ｪ 代 ｉ
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設備合理化に貢献する

ミ思!I! J : ユトヨ山ゴ

S K- l 00S標 準 型

4ι 

S K型 I層式( 桝) / 2層 式 / 3層 式/ 床 置 式/ 土 問 用

・ 実 用 新案 特 許 第1196331 号

厨 房 の 汚 水 に 含 ま れ て い る グ リ ー ス 介 は 配 管 設 備 を 著 し く 損 傷

します 。 し た が っ て 煩 傷 を 防 ぐ に は 配 管 設 備 の 手 前 に お い て 姐

集 す る の が 配 管 設 備 を 長 く 使 用 す る コ ツ で す 。 S K式 グ リー スト

ラ ッ プ は こ の グ リ ー ス を 阻 集 す る ば か り で な く トラ ッ プ ・ マ ン

ホ ー ル ・受 カ ゴ ・ス ラ イ ド 板 ・ 排 水 管 ( フ レ キ シ ブ ル ジ ョ イ ン

卜) に 至 る ま で セ ッ ト に な っ て い ま す の で 突 貫 工 事 に も 充 分 間

に 合 い ま す 。 又 、 従 来 の 鋳 鉄 製 ・鉄 筋 防 水 モ ル タ ル 製 の も の は

重 量 的 に み て も 取 付 回 数 が か か り 大 幅 な 人 件 費 が 必 要 で す が 、

S K式グリ ー ス ト ラ ッ プ は 軽 量 で 簡 単 に 取 り 付 け が で き 、 据 付 貨

が 大 幅 に 低 減 さ れ ま す 。 又 、 残 澄 は 受 カ ゴ で 取 り除き、 トラ ッ

プ 本 体 は ス ラ イ ド 板 に よ り 仕 切 っ て あ り ま す 。 こ れ を 取 り 外 す

事 に よ り 清 掃 が 簡 単 に で き ま す 。 特 に 各 部 品 が 腐 食 し な い の で

大 変 衛 生 的 で す 。 又 、 サ イ ズ が 豊 富 に あ り ま す か らお底 の大き

さ 、 種 類 に 合 わ せ て 無 駄 な く 選 定 で き 大 変 経 済 的 で す。

弊 社 は 日 本 で 初 め て グ リ ー スト ラ ッ プ の 規 格 化 を 図 り 既 に 全 国

的 に 発 売 致 し て お り ま す 。

こ れ ら の 製 品 は 設 計 事 務 所 ・ 建 設 業 社 ・設 備 業 社 を 始 め 各 方 面

か ら 多 く の 引 合 を I頁 き 、 弊 社 も た ゆ ま ぬ 研 究 を 続 け て お り ま す。

又 、 規 格 品 の 在 庫 も 多 く 持 ち 皆 様 の 需 要 に お 答 え し て お り ま す。

尚 、 規 格 外 の 製 作 も 致 し て お り ま す 。

〈お も な 納 入 実績 〉

札 幌 全 日 空 ホ テ ル/ 札 幌 グ ラ ン ド ホ テ ル / 厚 別 副 都 心 商 業 セ ン タ ー /

青 森 グ ラ ン ド ホ テ ル/ 仙 台 タ ー ミ ナ ル ピ ル / 新 潟 新 堀 地下街 / 新 東 京

国 際 空 港/ 筑 波 学 園 都 市/ 津 田 沼 北 口 再 開 発/ 東 武 デ パー 卜/ 迎 賓 館

/ 第一 ホ テ ル/ 三 井 物 産 大 手 町 ビ ル / 安 田 火 災 海上 新 本 社 ピル / 野 村

不 動 産 新 宿 ピ ル / 新 宿 セ ン タ ー ピル / 池 袋 サ ン シ ャ イ ン シ テ ィ / 西 武

デ パー ト浜松/ 豊 橋 フ ァ ミ リ ー プ ラ ザ/ 名 古 屋 タ ー ミ ナ ル ピ ル/ 千 里

レジャ ー センタ ー / 吉 本 ダ イ ヤ ビル/ 阪 急 グ ラ ン ド ピル / 大 阪 駅 前 市

街 地 改 造 ピ ル/ 国 鉄 吹 田 駅 前 市 街 市 再 開 発 ピ ル / 三 富 市 街 地 再 開 発 ビ

ル A 棟 / 広 島 ス テ ー シ ヨ ン ピ ル/ 鳥 取 一 番 館/ 高 松 ワ シ ン ト ン ホ テ ル

/ 徳 島 大 学/ 平 和 会 館 新 博 都 ビ ル/ 西 日本新聞，度辺ピル/ 福 岡 天神 地

下 街/ 沖 縄 西 武 オ リ オ ン ホ テ ル/ 他

〈営業品目 〉

S K式グリ ー ストラップ/ S K式 ガ ソ リ ン ト ラ ッ プ/ 雨 排 水 ト ラ ッ プ/ 散

水 栓 ボ ッ ク ス / ノてルブボックス / 他 ス テ ン レ ス 製 品 加工 全 般

設 計 ・ 製 作 ・ 販 売

※ カ タ ロ グ ・資 料 ご 希 望 の 方 は 大 阪 営 業 所 へ ご一 報 T さ い 。一ー一一一一

B  HlffiOD同

下 回 機 工 株 式 会 社

大阪営禦所/ 干532 大阪市淀川区西中島4- 5- 9( 浅井 ピル) 宮 06 (304)  54別 刷

本 社/ 干130 東京都墨田区東駒形4- 6- 9(和幸ピル)
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錆 び な い ノ

わ れ な い ノ

燃 え な い ノ

長 尺 物 ・ 色 彩 豊 富 ・ 責 任 施 工

品種・オリエンタルカラースーパーメタル ( C5PM)

・オリエンタルスーパーメタル ( 5 P  M)  

・ オ リ エ ン タ ル メ タ ル ( 0 P  M)  

・オリエンタルスチールライト ( 5 T  L )  

・オリエンタルサンセラム( 5  5  )  

、
波 板 規 格 S 小波・ S 大波・ V 波・ ボ ッ ク ス 波 . wジャンポ波・ V デ ッキ

s v ジャンポ波・其の他

用 途 平 板 ・ 波 板 ・ 棟 包 ・ 雨 押 類 ・ 谷 樋 ・ 竪 樋 ・ 軒 樋

各種換気装置〔モニター・ベンチレーター・ムーパー・エキゾスター( 強制) )

ホーンタイト( 防音壁) ・スチールシングル・其の他

※ カ タ ロ グ を 御 請 求 下 さ い

議議市 I J I !J 9J l J 9J l 製造綜式会祖

大 阪 本 社 〒660 尼 崎 市 昭 和 南 通 り 3 - 2 6 松 本 ピ J レ 電 話 大 阪 ( 06) 412ー 5131 ( 代)

営 業 本 部 〒660 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 田 44 電 話 大 阪 ( 06) 488- 1081 ( 代)

支 后 及 エ 窃 大 阪 ・九州・名古屋・広島・東条・刈谷

姫 路 ( 東 洋 建 材 工 業 . 株 )

東 京 本 社 及 工 場 〒335 員 長 市 塚 越 5 丁 目 6 番 32 号 包 括 蕨 ( 0484) 42- 3115(代)

支 底 及 工 場 東 北

現場の信頼に応える .，1 " 16， 
告 Ij 口

語交ロロ

セ メ ン 卜 防 水 ・防 湿 用

セ メ ン 卜 急 硬 ・止 水 用

セ メ ン ト 硬 化 促 進 用

セ メ ン ト 耐 寒 ・防 凍 用

コ ン ク リ ー ト 型 枠 脱 型 用

ノ口湿潤型モルタル密着用

塗 布 型 モ ル タ ル 密 着 用

非力日硫ゴムシート防水用

ウ レ タ ン 弾 性 塗 膜 防 水 用

化 学 反 応 タ イ プ 離 型 用

防水剤

急結剤

早強剤

防凍剤

剥離剤

接着剤

曾 烹 ヲ ー

=封、.. ; . .ート

ＷｾＹＢＺＧ＠

' 1守- ZZL.

セメント起泡・軽量 ・裏込用 %%: : 1- 1-

場 所 打 抗 モ ル タ ル 混 和 用 ｾヲＧＮＮＺｲＭ叫 ｚ

一一 セメント混和剤・助材綜合メーカー -

q ♂ぬ練式_ . . . 固1 : : 1. . . . _ t +

・ｾＪＺ｟Ｎ会社ＮＮＺ回，司園唱晶Ｍ｟ ....... 

罰v ' 東京書E品川区二葉1- 18- 8 tt東 京 (787) 1131代表

東 北 支 庖 福 島 市下 !n' 寺字述原3- 2  t tu245 (91)  1l 31(的

関東営業所 茨械県土浦市大田T14 - 3  t tu298 (23)  1131開

盛岡営業所 岩手県盛岡市月ケ丘3- 39 ttu196 (45)  1331聞

大 阪 大阪市東成区東中本2- 17-26 tt 06 (974) 1131 
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水に、スキをみせるな。

0.01 ミリのスキ 11¥J でも、 7]'( は遠! 台、し ません 。

< 1=1アス 〉は 、| 坊水工中- ひ と す じ に 50余 年。

このノトさなスキ間との、長いたたかい を続け

ているのです。 もちろん、 O シグマー卜によ

るウエルドなステム O 特殊絶縁防水工 法 ( 特

許ストライプ工法 ) 0 メルタン防水工法など

の技術と、 完 全責任 施 工 ・年 |民保証が私たち

の強力な武器。一一 全国90カ所にも

およぶ 〈日アス 〉 ネッ トワーク の 、水もモラ

さぬたたかいぶりに、ぜひご注 |一|くださし、。

地 区

北海道

会 社 名

日本防水総業株式会社

日本防水総業(株) 旭川出張所

日本防水総業( 株) 割11 路出張所

日新建工(株 ) 札幌出張所

大和工業( 株 ) 苫小牧出張所

日新建工(株) 仙台支庖

伊蕗建材株式会社

いわき建材工業株式会社

春日工業株式会社

金問工業株式会社

北原建材工業株式会社

木下工業株式会社

協立工業株式会社

大東スレ ート株式会社

東京;I f 青株式会社

トーフジ工業練式会社

日新建工株式会社

日本綜合防水株式会社

野口工材株式会社

磯田工業株式会社

富士工材株式会社

藤涯青興業株式会社

7 7パ興業(株) 東京営業所

北条涯青工業株式会社

大和工業株式会社

;! f 青建材株式会社

有限会社神守建材社

金港;! f 青緯式会社

不二防水工業株式会社

石田建材工業株式会社

石田建材工業( 株) 大宮支庖

石田建材工業( 株) 宇都宮出張所

;! f 青建材(株 )宇都宮出張所

株式会社奈良屋商庖

同和建業株式会社

同和建業( 株) 長野営業所

株式会社仙嶺

有限会社折橋政次郎商底

有限会社小島工業所

島屋建設株式会社

石橋建材株式会社

協和建材工業株式会社

三井工業株式会社
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1也 区

東 海

会 社 名

三信連材工業株式会社

大池建工株式会社

童書防水工業株式会社

辰己防水工業有限会社

中央建材工業株式会社

東京建材工業株式会社

東海物産株式会社

日本建材鋼業株式会社

宮崎建材株式会社

池田漉青工業株式会社

株式会社神原商庖

清水興業株式会社

日新工材株式会社

日新建エ( 株) 大阪出張所

日本綜合防水( 株) 大阪支l苫

フヲ パ興業検式会社

マル工ス 工業株式会社

有限会社丸藤商庖

大島応用化学工業株式会社

久下商庖

東洋建材株式会社

中村涯青工業株式会社

棚田建材有限会社

有限会社 ミサキ商会

ヒカリ工業株式会社

国際工事株式会社

東中国防水工業株式会社

株式会社三洋伎建

三和防水工業株式会社

豊永建材株式会社

大和工業 (株)広島出張所

株式会社巴商会

和光工業株式会社

大三工業株式会社

大三工業 (株) 高知支庖

徳島大三工業株式会社

株式会社マ J レマス河野商底

( 株) マルマス，可野商庖松山支庖

株式会社山本商会

安蔵工業株式会社

加茂装備株式会社

日建工材株式会社

株式会社工材社

安藤工事株式会社

株式会社大二商会

日新興業株式会社

株式会社北原建材商会

上原建設工業社
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、h圃， 東 京 者 都 日 足 立 区 干 { 住 主 東 2 一 2  1  2  8  日新工喋株式会ヰ社土内 宜宮宝 ( 882) 2424大イ代t  

関 東 支 部 東 京 都 足 立 区 千 住 東 2 - 2 1 2 8 日 新 エ 鎌 内 包 ( 882) 2424大 代

中 部 支 部 名古屋市千種区千種通り 2 19( 岐阜正ビノレ ) 日新工業名古屋 出 張 所 内 公 (741 ) 6257 代

関 西 支 部 大 阪 市 西 区 新 町 1 ー 12 - 22 日新工業 大 阪市 I苫 内 密 (533)3 191 代

製 造 元 / 日 新 工 業 株 式 会 社 九 州 支 部 福 岡 市 1専 多 区 1専 多 駅 前 1 2  4  1  0  日新工業九州出 張 所 内 宜主 ( 451 ) 1095 代

東 北

関 東

信 越

北 陸

東 海

近 畿

中 国

四 国

九 州
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アーキテクトの思いやり 〉

，Cl C : J日F
，Cl C ::J日P 回 A C::J O i "回 A C::J O i "rn A C: : J 日i " [<fj

Vmタイ 四 一 … ロ i ' - ;)'

田 島 庇 、 閉 瞳l東・西床協組

東 京 営 業 所 干 101 東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町3- 11- 13n ( 03) 866- 6101 ( 代)

札 幌宮 ( 011 ) 23 1-8261 横 浜含 (045)681 ー刊35 岡 山宮 ( 0862) 26・0619

仙 台含 (0222) 22・6413 静 岡宮 ( 0542) 引 -8931 広 島倉 ( 0822) 叫 - 9436

青 森宮 { 日げ7)42 舵 02 長 野宮 (0263) 27- 1841 高 松宮 ( 0878) 62- 5285

新 渇宮 ( 0252) 65- 0261 名古屋宮 ( 052)571- 6361 福 岡宮 ( 092) 712- 9141

北関東宮 ( 0486) 51- 9721 北 陸宮 ( 0762) 31 ・5741 鹿 児 島倉 ( 0田 2) 29- 6160

東関東宮 ( 0472) 56- 8801 大 阪君 ( 06) 44 1-5951 

ここは接護学校。今朝、スロープ階段

を、重度の障害児が、自分の力だけで

登りはじめました。も し、すべりやすい

不安な床なら、かれはおじ誌づき、決

してはじめなかったでしょう 。かれは

ACフロアを認めてくれました 。

A Cフロアの特徴

独特の厚い発泡層をもっ塩ピ系復合長尺床材

. 床衝掌音遮断性・1重i掌吸収性. 断 熱 性. 耐

摩 耗 性. 耐薬品性. 施工安定性

くわしくは、資料をお求めください。
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- 写真は群馬県立渡良瀬養護学校

J I  
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床も、かれの気力と関わって


